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　　　プロローグ







　少年の少し下ぶくれたおかめのような顔が、切れかかって点滅する街灯の明かりでちかちかと黄色く照らし出されている。少年は一枚の紙を手にしたまま、じっとその場に立ちつくす。彼は長い間、そこに書かれているたった一行の文章を見つめていた。

「願いがあるならば、階段を上れ」

　少年はつぶやくような声で読みあげる。するとその声に反応して何かを警告するかのように、木々が一いつ斉せいにざわめいた。風に揺れる木の姿は、暗くら闇やみに溶けてほとんど見えない。ただ、葉がこすれ合う音だけが少年の頭の上に降ってくる。

　少年は、一歩足を踏み出す。点滅する街灯が作り出す、輪りん郭かくの曖あい昧まいな光の円の外へと出て、暗い暗い階段に近づく。

　階段の下まで来ると、少年は一度足を止めた。振り返り、頼りない街灯の明かりを未練がましく見つめる。だが、振りきるように一つ頭を振ると、闇に沈む石の階段に向き直った。

　少年は探るように右足をそっと前に出し、目の前の階段を一段上がった。体の両りよう脇わきで拳こぶしを握りしめる。足を踏み外して落ちたりしないように、慎重に、一歩ずつ。少年は感覚に頼って階段を上っていく。

　足で次の段の角を探り、その上にそっと足を載せてみて、間違いなくそれが自分の体をあずけるに足るものであると確認してから体重をのせ、一段上に上がる。

　慎重にそれを繰り返しながら、少年はわざと明るい声を出した。

「こんなの、どうせ噓うそっぱちさ」

　自分を元気づけるようなその声も、語尾が震ふるえていた。

　どこか波の音にも似た木のざわめき以外には、なんの音もない。そこに、奇妙に明るく微かすかに震える、少年の独り言が続く。

「明日、みんなに言ってやろう。俺おれは一人で夜中に階段を上りきったって。でも何も起きなかった。だってこんなの……こんなの──」

　階段は、せり出している木の枝の影になっていて、一歩先すら見えない真っ暗くら闇やみだった。けれど階段のてっぺんはわずかに木が途切れていて、うっすらとした月明かりが射さし込み、階段の輪りん郭かくがぼんやりと浮かび上がっていた。

　そのてっぺんがゆっくりと近づいてくる。もう少し。もう少しで、やりとげる。

　その時、階段のてっぺんだけを見つめていた少年の耳元に、ふうっと声が流れ込んできた。甘くやわらかい、女の声。

　──なんのご用？

　少年は足を止めた。辺りを見回す。だがそこは、目にしみるほどの暗闇に覆おおわれていて、もし誰だれかが少年のすぐ近くに──少し身じろげばふれてしまうほど近くにいたとしても、その姿をとらえることはできない。

「誰だよ」

　声が震えた。

　──なんのご用？

　繰り返される、甘い声。

　少年は唾つばを吞のみ込んだ。耳の奧で、ごくりと音が鳴る。

「願い事を、しにきた」

　先を促うながすような間が生まれる。

　少年は、かちかちと鳴りそうになる歯を食いしばり、声のする方を睨にらみつける。

　俺の用は、お前に会うことだ。会って、願い事を言うことだ。

　ゆっくりと息を吸い込み、少年は口を開く。







　暗く長い石造りの階段。

　手前の道路にはぽつりと街灯が立っている。

　だが、その光は階段まで届かず、そこは深い穴の中にも似た暗くら闇やみに包まれている。

　その階段の上には、誰だれもいなかった。

　階段を上った少年は、自分の足でそこを下りることはなかった。













　　　第一章　回復〈晩夏から冬まで〉







「元気か？」

　ドアを開けるなり、純じゆんはまずそう言った。ベッドの上に座り、壁にもたれてぼんやりしていた水み藤とうは、曖あい昧まいに笑った。

「元気だよ」

　純は数秒間、水藤の様子を観察する。顔色は白く、陶器のような無機物を連想させるが、それは自分も綾あや佳かも同じで、健康状態を計る目安にはならない。水藤の目にはちゃんと力がこもっていたし、背筋も芯しんが通っている。純は一つ頷うなずいた。

「よし。本当に体調は悪くなさそうだな。合格」

　死に瀕ひんしていなければ「元気」だとでも思っているのか、水藤はその時の体調がどうあれ、大たい抵てい「元気だよ」と答える。純は、ただの挨あい拶さつと化したこのやりとりのあと、彼の実際の状態を観察し、見きわめるのが習慣になっていた。

　さっきまで寝ていたのか、普段後ろで一つに結っている髪はとかれたままだった。その髪の長さは、純じゆんたちが普通の人生を手放してしまってからの年月を物語っている。

「腹へってない？」

　純が訊きくと、水み藤とうは微かすかに笑った。

「どっちの？」

「人間の方の。もう一つの方は今俺おれに言われても困る」

「へってない」

「あ、そ。……でもなんか食っとけ。綾あや佳かいないからたいしたもんはできないけど」

「綾佳さんはバイト？」

「ああ。今日は遅くなるって」

「……そうだ、言い忘れてたけど、俺も仕事を始めることにしたんだ」

　ひょいと投げるように軽く言われて、純は目を瞬しばたたかせた。それからゆっくり眉まゆをひそめる。

「いいよお前は。もうしばらくは扶ふ養よう家族でいれば。おとなしく養われてろ」

　生きてさえいればそれでいい。一年半前、水藤が一命を取りとめたとき、純も綾佳も心からそう思った。

　純の反応に、水藤は苦笑する。

「そう言われてもな。もう面接も受かってる」

「一言相談くらいしろよ」

「君は俺の親おや父じか」

　水藤に笑われて、純は肩をすくめた。とりあえず飯だと、水藤の部屋を出る。

　リビングに行くと、部屋の中には昼の間に温められた空気が淀よどんでいた。純が窓を開けると、すうっと風が吹き込んでくる。夏も終わりに近づいて、夜だけはうっすらと秋の気配を見せ始めていた。

　水藤が具合を悪くしてから──森もり山やま真ま里さとの事件になんとか決着がつき、彼女と別れてから、一年半が過ぎた。あれから迎えた二度目の夏が、終わろうとしている。

　冷蔵庫を開けると、卵や野菜、パック入りの肉などが目につく。材料はそれなりにそろっていると思うのに、ここから何を作ったらいいのか思いつかない。どうやら自分は、料理に関する想像力が欠けつ如じよしているらしい。

　仕方なく純は、キャベツ、もやし、にんじんなどの野菜と、卵を取り出した。野菜はそのまま炒いためる。卵はそのまま焼く。その程度なら純にでもできる。

「野菜炒めと卵焼き。……どういう手順で何を作れって指示をくれたら、もう少しまともなものが作れるとは思うけど。どう？」

　部屋から出てきた水藤に声をかけると、彼は苦笑した。

「なんでもいいよ。というより、本当にあまり食欲はないんだけどな」

　水藤はそう言うと、ふわりとふくらんだカーテンの中にすべり込み、ベランダに出ていった。外の風にあたりにでも行ったのか。本当に調子は悪くなさそうだなと思い、純じゆんは軽く息をつく。そこそこ元気なら、奴やつが自分で飯を作った方がまっとうなものができるに違いないのだけれど、そんな気はさらさらないらしい。人間としての食事に、すっかり興味を失っているのだ。

　純はざっくりと野菜を刻むと、フライパンに放り込んで適当に炒いためた。多少見み栄ばえの悪いものに仕上がったが、純はできあがった食事をテーブルに運び、冷蔵庫から冷茶を出す。

　その時、窓から強い風が吹き込んだ。テーブルの上に出しっぱなしになっていた印刷用紙の束から、上の数枚が舞い上がる。わっと声をあげ、純は慌あわててそれを押さえようと手を伸ばした。その拍子に、持ってきた冷茶のポットを倒してしまい、テーブルの上に透き通った薄い緑の水が広がる。

　純は一つ舌打ちして、端が濡ぬれてしまった紙の束を取り上げ椅い子すの上に移すと、台だい拭ふきを取りにキッチンに戻る。ガチャガチャやっているのは聞こえているだろうに、水み藤とうは姿を見せない。手伝えよと独りで小さく文句を言いながらこぼした茶を始末し、ベランダに出た。

　水藤は手すりに寄りかかり、海を見つめていた。陸の端に建っているこのマンションからは、黒々とした夜の海が見渡せる。水藤は吸い込まれるようにそちらを見つめていた。純が中でバタバタしていたことなど、まったく聞こえなかったかのように見えた。純は少しの間、声をかけるのをためらう。

　またひときわ強い風が吹いた。

「腹へったか？」

　純はさっきと同じ質問をする。水藤は薄く笑った。

「へったな」

　だよな、とつぶやき、純は海に背を向け、しゃがみ込んで手すりに背中をつけた。

　もう三年経たつのか、と純は奇妙な気分を味わっていた。自分たちが〈モノ〉と同化し、魂たましいを喰くらわなければ生きていけない体となってしまってから、気がつけばもうそれだけの時間が経っている。決して平へい穏おんな日々ではなかった。仲間を一人失い、家族も恋人もすべて捨てて三人で逃げ出し、自分たちのせいで人生が曲げられてしまった少女とも出会い、同時にモノ祓ばらいの力を持つ妙な男に狙ねらわれもした。それだけの非日常の中でもまれながらも、ごく普通の生活を送っていたときと同じように、時間の流れの速さに平凡な驚おどろきを感じている。

　純たちのせいで妙な事件に巻き込まれてしまった少女、森もり山やま真ま里さとのことを思い出した。彼女と出会い、別れてからの一年半、純たちはモノ祓いの仕事を一切やっていない。それまでは、〈モノ〉を喰って生きるため、純たちはインターネットでモノ祓いの依頼を受けていた。だがそこから足がつき、仙せん谷たにという男に執しつ拗ように狙われる一件があってからは警戒し、モノ祓いの仕事から手を引いていた。幸い、京都で喰った巨大な〈モノ〉のおかげで、最初のうちはさほどの飢うえを感じずにすんでいた。だが、それももう限界にきている。

「また、モノ祓いの仕事始めるしかねえかな」

「君ら、時々霊れい的てき〈モノ〉を喰くって帰ってきてくれるじゃないか」

　霊的〈モノ〉──元人間の、いわゆる幽ゆう霊れいは、魂たましいの残りかすでしかない。もちろんそれでも喰わないよりはましだが、それだけで飢うえをしのぎきることは難しい。

「そんなんじゃ全然足りてないだろ、実際」

「ネットで手当たり次第モノ祓ばらいの仕事を受けつけても、から振りの依頼ばかりで労力がかかるのは実証済みじゃないか。当たりですら、霊的〈モノ〉がほとんどだし」

「それでも何もやらないよりちょっとはましだろ。このままじゃ近いうちに本格的に飢える。……知り合いに出くわす危険を冒して、首都圏から遠くないところに住むことにしたのも、モノ祓いの仕事を再開するのを考えてのことだし」

　北海道に住んでいたとき、依頼の場所へ出向くのがえらく面倒だった。依頼の多くは、やはり人口の多い首都圏付近から発生する。それならばと、北海道の家を引き払う必要ができたとき、房ぼう総そうの方に居を移したのだ。ここからなら都心まで、二時間かからない。

「お前も回復してきてるとはいえ、まだ半分病人っつってもいいような状態なんだからさ。飢えのせいでこれ以上体弱らせるわけにはいかないだろ」

　純じゆんが言うと、どこか投げやりな感もある、微かすかな笑い声が降ってきた。見上げると、水み藤とうは海の方に視線をやったまま、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべていた。

「腹をへらし始めてから、逆に体調はよくなってきているよ。……奇妙で、皮肉だな」

　真ま里さとの事件で、水藤は毒物と化した霊的〈モノ〉を喰った。それ以来、水藤の体調は一進一退の状況だったのだが、確かにここ最近は回復の兆きざしを見せていた。

「まあなあ。でも、腹をへらし始めたってことは、今まで喰った分が消化されたってことだから、お前が喰っちゃった蠱こ毒どくの〈モノ〉も、体の中で分解されたんじゃないのか」

　純が言うと、水藤は肯定とも否定ともつかない曖あい昧まいな笑みを見せた。

　水藤は時々、自分の回復が気に入らないかのように──回復することを恐れているかのように見えることがあった。

　純は水藤を見つめる。彼はちらりともこちらに視線をやらず、ただただ海を見続けている。

「純。君、泳げる？」

　唐とう突とつに、水藤は言った。純は怪け訝げんに思いつつも頷うなずく。

「まあ、人並みには」

「そう。俺おれも泳げるんだ」

　潮のにおいを含んだ湿った風が通る。

　海を見つめたままの水藤の顔は、不気味なくらいの無表情だった。

「多分、呼吸ができなくなればさすがに俺たちも死ぬと思うんだ。普通の人よりは時間がかかるだろうけど、溺でき死しは可能だと思う。ただ、やっぱり泳げると、そのつもりはなくても本能的に助かろうとして泳いでしまうかもしれないよね」

「──おい」

　純じゆんは思わず立ち上がり、水み藤とうの肘ひじをつかんでベランダの手すりから遠ざけた。

　水藤は一瞬不思議そうな顔をして純を見た。無む邪じや気きといってもいいくらいのその表情に、何な故ぜか純はぞっとした。

　ゆっくりと、水藤の顔に苦笑が広がる。

「何？　別に実行しないよ。大体、もしここから飛び降りたとしても、海までは届かないだろ」

　確かにその通りだった。ベランダの下は広々とした駐車場で、海までは距離がある。この部屋は五階。たとえこの高さから下に飛び降りたとしても、たいした怪け我がさえしないことは、純自ら証明したことがある。

「お前、何考えてる？」

　息を吸って、吐いて。純は慎重に訊きいた。水藤は困ったような顔をして笑う。

「何と言われても困るな。特に何か考えがあって言ったわけじゃない。……気にさせたなら謝るよ」

　純は水藤の目を見つめた。しばらくの間見つめ続けたが、水藤の表情は変わらない。

「……中、入れ。飯食うぞ」

　純は小さく息を吐くと、つぶやくようにそう言って、踵きびすを返した。

　そのとたん、純の視界がぐらりと揺れた。突然目の前がぼやけ、物の輪りん郭かくが曖あい昧まいになる。同時に、何故かじわりと空気の温度を感じた。

（なんだ……？）

　純は目元を押さえた。目め眩まいじゃない。頭ははっきりしている。ただ、目の前がよく見えない。

　そして、純の肌は、残暑のねばりつくような暑さと、やわらかく吹いてくる風のひんやりした感触を強く感じていた。それは、今まで自分を包み、外界から隔離していた何かがはがれたような、そんな感覚だった。

〈モノ〉と同化してしまってからこっち、寒暖の感覚に鈍くなっていたはずだ。だが今この瞬間、自分の体は空気の温度を敏びん感かんに感じ取っていた。背中にうっすらと汗が浮く。

　その夏の終わりの当たり前の暑さに途方もなくなつかしいものを感じて、純は胸を突かれた。

「どうした？」

「暑い」

「え？」

　問い返されたとたん、暑さがすっと遠のいた。汗が引く。それと一緒に、視界が正常に戻った。カメラのピントをきゅっと合わせるような、急激な戻り方だった。

　純は自分の手を見下ろした。いつもの、外の空気と殻から一枚隔へだてているような感覚が戻ってきていた。

「純？」

「いや……なんでもない」

　純じゆんは訝いぶかしく思いながらも首を振った。




　　　　　　＊




　ドアノブを押さえて、綾あや佳かはできるだけ静かにドアを閉めた。もう日付が変わる時間だった。

　綾佳は小さな料理店でバイトをしていた。家族経営の店で、それ以外の従業員は綾佳しかいない。店の人たちはみないい人なのだが少々心配性で、綾佳が夜遅くに一人で帰らなければいけないことを気にしていた。最近この辺で物ぶつ騒そうな事件が続いているんだから、という言葉を、日に三回は聞かされる。

　今度から純でも迎えに来させるかな、と考えながら靴くつを脱ぐ。

　リビングから明かりがもれていた。この時間だと二人とも部屋に引きあげていることが多いが、今日はまだリビングにいるらしい。

　リビングのドアを開けると、ふわっと風が通る。

　ソファーの上に目を移して、綾佳は軽く肩をすくめた。純が長々と横になって眠っている。近づいても起きる気配はなく、無防備だなと少し呆あきれた。
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（最近、よく寝てるな）

　ふとそう思う。いつからかははっきりしないが、気がつけば純じゆんの寝姿をよく目にするようになった。

（消しよう耗もうしているのは、水み藤とうくんだけじゃないのかもしれない）

　特に純は、十じゆう文もん字じを喰くってしまっている。つまりは、あのエレベーターの中で四つに分かれて同化した〈モノ〉の半分を、純が引き受けている計算になる。綾あや佳かの体とは違う変化が進んでいるのかもしれない。

　綾佳はそっと右手を持ち上げた。一瞬躊ちゆう躇ちよして止まり、けれど結局そのまま純の髪に手を伸ばした。起こさないように慎重に、ふれるかふれないかの場所で手のひらを遊ばせる。

　十文字のことを思った。

　あの日の京都で、綾佳が巨大な〈モノ〉の動きを止めるために自分を喰わせようとしたとき、十文字の意識は確かに純の中にあった。

（彼は、純と水藤くんと一緒に、私を助けてくれたんだよね）

　ゆっくりと手を動かして、綾佳は純の前髪を一ひと房ふさ指にからめてみる。それでも純は起きない。薄いまぶたの下で目がゆるゆると動いているのを見て、綾佳はほんの少しだけ笑った。

　窓からドアの方へ、また風が通っていった。やわらかいが、今度は少し強い。カーテンが翻ひるがえる。その向こうに、ベランダで手すりに背をあずけて立っている水藤の姿を見つけて、綾佳はぎくりとし、慌あわてて純の髪から手を離す。

「おかえり」

　そう言った水藤の声には少しだけからかうような色が含まれていて、綾佳はむっとしてそちらに近づいた。

「何。いたんならさっさと声かけてよ」

「なんだか声がかけにくい雰囲気だったんだよ」

　水藤は悪びれた様子も見せずに軽く肩をすくめた。

　綾佳は中途半はん端ぱに開いていたカーテンを押しのけ、ベランダに出た。水藤の隣に並ぶ。

「具合は？」

「悪くない。さっき純にも言ったんだけど、仕事も決めたんだ」

「なんの？」

「前と一緒。塾の講師。俺おれはいまだに学ぶことに未練があるのかもしれない」

「未練、ね」

　綾佳は小さく息を吐く。

　ふと、純の幼なじみであり彼女であった女の子のことを思い出した。以前綾佳は純に、彼女のことが忘れられないのかと訊きいたことがある。その時純は、忘れないと答えた。けれど、未練があるわけではない、と。

　噓うそだ。

　綾あや佳かにもそれはわかった。意識的についた噓うそではないのかもしれない。思い出にしてしまおうとする純じゆんの心がそう言わせたのかもしれない。でも、結局彼は。

　目を上げると、水み藤とうが綾佳を複雑な表情で見つめていた。からかっているようにも見えたし、どこか怒っているようにも見えた。

「君たちは滑こつ稽けいだな」

　唐とう突とつに水藤が言う。

「何？」

「もう取り戻せないものにこだわって、動けなくなっている」

「人のこと言えるの？」

　横目で睨にらんで言うと、水藤は唇くちびるの端だけを持ち上げる笑い方をした。こんな笑い方をする人だったかな、と、妙な違和感を覚える。

　水藤はその表情のまま、ゆっくりと口を開いた。

「純が好き？」

　綾佳は眉まゆをひそめた。なんと答えたものかとしばらく迷った末、どうとでも取れる軽い返答をする。

「まあね」

　海の音が耳の奧に響ひびく。風が吹きつけてくる。すぐ後ろの部屋では純が寝ている。会話が聞こえやしないかとひやひやした。

「ま、これだけべったり側そばにいて、今さら恋もないけどね」

　隣で、水藤がふっと息だけで笑うのが聞こえる。綾佳は軽く水藤を睨む。

「大体、あんたたちは私を女と思ってないでしょ」

「君を女性として好いていた奴やつも、以前はいたけれどね」

　言われて、綾佳は動きを止めた。水藤を見る。彼の表情はなんの感情も映していない。綾佳は驚おどろいていた。こんなにも軽々しく、水藤が彼のことを口にするとは思ってもみなかったから。

「水藤くん？」

「見てれば大体わかったよ。彼の気持ちも君の気持ちも、純の未練たらしさもね。見事なすれ違いで、正直ちょっと気の毒に思ってた。……君は、今になってもまだ、いなくなった彼に義理立てするのか？」

「義理立て？」

「違う？　君は、彼に申し訳ないような気がしているんじゃないのか。それとも、純の中から彼が見ているような気がして怖い？」

　綾佳はすっと水藤の側から身を引いた。

「いい加減にして」

「ごめん」

　拍子抜けするくらいにあっさりと、水み藤とうは謝った。彼はどこかが痛んでいるような顔をしていた。

「……最近、よく彼のことを思い出す。彼は誰だれよりも正しかったんじゃないかってね」

　水藤は顔を上げた。痛そうな表情は消えていた。

「きっと遠くないうちに、俺おれたちはまた飢うえるよ。その時、君はどうする？」

「どうするって……」

　強い風が吹きつけてきて、綾あや佳かと水藤の髪を煽あおった。潮のにおいがする。そういえば、水藤が人を喰くってしまったあと逃亡した先も、海の音が聞こえる場所だった。綾佳はそんなことを思い出しながら、水藤の顔を見返す。

「もし彼が生きていれば、優柔不断な俺たちの代わりに、必要な『食糧』をとってきてくれたんだろうね」

　綾佳は何も答えなかった。答える言葉を持たなかった。水藤もそれ以上は何も言わず、部屋に戻っていった。

　純じゆんはまだ寝ていた。




　　　　　　＊




『あらびっくり。まさかまた、あなたから連絡をもらうなんて思わなかったわ』

「すみません」

『別に謝らなくてもいいわよ。何、またどこかの変態男にでも追いかけられてるの？』

「……誤解を招くような言い方はやめてもらえませんか」

『ふふん。今回は、君たちのストーカーの情報が欲しいわけじゃないみたいね』

「……」

『どうしたの？』

「もし……、もしよければ、一度会えませんか」







　授業を終え宿題を少し多めに出して生徒が不満の声をあげたところで、ちょうどチャイムが鳴った。生徒たちは不満顔のまま、ばらばらと立ち上がる。

　水藤の受け持ちは、六年生のクラスだった。水藤は教材を片づけながら、帰りかけている子供たちにも聞こえるように声をあげる。

「帰り道には十分気をつけて。できるだけ一人にならないように」

　水み藤とうが言うと、子供たちがきゃあきゃあと騒ぎ始める。母さんもう迎えに来てるかな。怖いよねー。知ってる？　この前襲おそわれた人ってさ……

　数カ月前から、この付近で通り魔まに人が襲われる事件が相次いでいた。突然背後から殴なぐられ、所持金を奪うばわれるといった通り魔強盗。一番最近の被害者は、この塾から一キロも離れていない場所で襲われた。

「水藤先生！」

　元気のいい声がして、教卓の前に受け持ちの生徒の一人である久く保ぼ田たまなみが駆け寄ってきた。少し茶色がかった髪を二つに結って、鮮やかなオレンジ色のカットソーと短いデニムのスカートを身につけている。彼女は教卓の上に両手をちょこんと載せて満面の笑みを浮かべた。

「どうしたの、久保田さん。質問？」

　仕事を始めてから日が浅い水藤は、まだすべての生徒の顔と名前が完全には一致しない。だが彼女は、初日から何かと水藤に話しかけてきたため、早くもすっかりなじんでいた。それどころか、そのむき出しの好意には少し対処に困ることもある。

「ううん。あのさ、先生、今日はこれでおしまいだよね？」

「まだ細かい仕事は残ってるけど……」

「じゃあ待ってる！　だから一緒に帰ろう？」

　そう言って、まなみはちょっと首を傾かしげてみせた。水藤が返答に詰まっていると、まなみは身を乗り出してくる。

「今日ね、お母さんが迎えに来られないの。ね、一人にならないようにって、先生が言ったんじゃない」

　水藤は苦笑した。どうしたものかと考えながら視線を動かすと、呆あきれ顔の少年と目が合った。整った顔を少し歪ゆがめて、水藤とまなみを眺ながめている。

　麻生あそう穂ほ高だか。彼の名前と顔を覚えたのも早かった。顔も可愛かわいいし頭もいいのよぉ、と室長が楽しげに話していたせいもあるし、何より彼はその友人と一緒にコンビで目立っていた。

　水藤は手でまなみを制すと、穂高に向かって声をかけた。

「麻生くん、今日は紺こん野のくんは休み？」

「さあ……。学校には来てたから、またさぼりなんじゃないですか」

　穂高は軽く肩をすくめると、抑よく揚ようのないのっぺりとした声で答えた。

　紺野勇ゆう輝きは、塾内でも目立った問題児だった。水藤の担当するクラスの子ではないが、彼の存在は仕事に就いた初日に知った。最初の授業を終えて教室から出ようとドアを開けたところ、紺野勇輝が同い年の少年に強きよう烈れつな跳とび蹴げりを食らわしているのを目撃したのだ。話を聞いてみると、跳び蹴りの被害にあった少年が下級生をいじめたことが原因とのことだったので、室長が両方を叱しかりとばして終わったのだが。

　一見、跳とび蹴げり少年とこの麻生あそう穂ほ高だかとの間に気の合いそうなところは何もないのだが、彼らは何な故ぜか馬が合うらしく、よく一緒にいる。

「悪いけど、次回はちゃんと来るように伝えてくれるかな。担当の先生困ってたよ」

「伝言はしますけど、それで本当に来るかどうかはわかんないです」

　穂高は相変わらず無感動な声でそう言うと、軽く会え釈しやくをして教室を出ていった。

「紺こん野の、またさぼったんだ」

　まなみが呆あきれた声を出す。

「久く保ぼ田たさん、紺野くんと友達？」

「んー、クラスメイト」

「へえ。じゃあ、麻生くんとも？」

「うん。変だよね、あの二人。全然タイプ違うのに、結構昔から仲いいの。あんなことあってからも……」

　まなみは言いかけて、しまったという顔をしてばつが悪そうに口をつぐんだ。何か、軽々しく口にするべきではない事情があるのかもしれない。

　水み藤とうは、彼女のそういう配慮ができるところは好ましく思っていた。

「家、遠いの？」

　話題を変えるために、水藤は言ってみる。するとまなみの顔がぱっと輝いた。

「ううん、近い！　あ、でも途中の道が暗いから……」

　送らせるために一生懸命言葉を探す様子がおかしくて、水藤は逃げることを諦あきらめて笑った。







　まなみを待たせて大急ぎで雑務を片づけている間、水藤はうずくような頭の痛みを感じた。

　まただ。水藤は動きを止め、目をつぶる。

　時々、発作的に頭痛を感じることがあった。自分の体の中に取り込んでしまった霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくのせいではないと思う。むしろ、その毒のせいで弱っていた体が回復し始めてから、頻ひん繁ぱんに起こるようになっていた。

　しばらくじっとしていると、緩ゆるやかに痛みはひいていった。

　手早く残りの作業をすませ、待っていたまなみと一緒に塾の階段を下りた。まなみは上機嫌で、たわいもないことをしゃべりかけてくる。

　水藤は彼女の頭のてっぺんを眺ながめながら、さっきの頭痛のなごりなのか、手足がじんと熱く痺しびれ、頭がぼんやりするのを感じていた。

「先生？　具合悪いの？」

　ふと会話を止めたまなみが、心配そうな顔になって水藤を見上げてきた。水藤は慌あわてて首を横に振る。

「いや、ごめん。ちょっとぼんやりしていただけだよ。具合が悪そうに見えたかな」

「ちょっとね。……怖い顔してた」

　怖い顔、か。

　時々、ふっと自分が何を考えているのかわからなくなる瞬間がある。それは、さっきのような頭痛と手をたずさえてやってくることもあれば、単独で唐とう突とつに襲おそいくることもあった。空腹のせいなのか。それとも蠱こ毒どくの後遺症のようなものなのか。

　自分を見失う瞬間、何もかもがどうでもいいような気分になり、自分でも思わぬ行動を取ってしまう。水み藤とうはついこの前もそんな状況におちいり、純じゆんや綾あや佳かにおかしなことを言ってしまった。

　嫌いやな気分になって、水藤は軽く唇くちびるを嚙かんだ。

　少し不安そうな顔をして見上げてくるまなみに曖あい昧まいな微笑ほほえみを向ける。

　一階に着き、まなみの歩調に合わせてゆっくりと出口に向かう。自動ドアが開いた瞬間、ふわりとなま暖かい風が吹きつけてきた。

　同時に、女の姿を見つけた。街灯の下、塾の向かい側の電柱を背に、明らかに誰だれかを待っている様子でたたずんでいる。光を受けても茶色く透けない真っ黒な髪が、風に煽あおられて揺れる。

　それが誰なのか認識するまで、数秒かかった。その間に二、三歩進み、足を止める。

「戸と塚つかさん……」

　呆ぼう然ぜんと名を呼ぶと、彼女はゆっくりと近づいてきて、からかうような笑みを浮かべた。

　戸塚結ゆい。水藤が青森で出会った、死者の口くち寄よせをするイタコ兼、モノ祓ばらい師の女性。

「彼女？」

　尖とがった声が隣から聞こえて、水藤はそちらに視線を落とす。まなみが頰ほおをふくらませ、睨にらむような目をして戸塚と水藤を交互に見ていた。

「違う」

　首を振ったが、まなみは顔一杯にこぼれ落ちそうなほどの不満を浮かべ、ぼそりとつぶやく。

「……私、帰る」

「え？」

　言うが早いか、まなみはぱっと駆け出した。

「久く保ぼ田たさん？」

「一人で平気です！」

　振り向かない背中から怒った声が返ってきた。そのまままなみの小さな背中は遠ざかっていってしまう。

「おやまあ」

　戸塚が、心底おもしろそうな顔をして笑った。

「もてもてね」

「勘かん弁べんして下さい。俺おれを犯罪者にする気ですか」

「あの子いくつ？」

「六年生だから……十一か十二歳」

「おやまあ」

　戸と塚つかはもう一度そう言って笑い、女の子の成長を甘く見ない方がいいわよ、とつけ足した。

　水み藤とうは戸塚の姿をあらためて見直す。こうやって顔を合わせるのは、一年半ぶりだ。いや、そもそも会うことすらまだ三回目でしかない。水藤よりも三つ年上であるはずの彼女は、相変わらず高校生くらいにしか見えない童顔で、けれどその目は人の中身を見透かすような、深い光を持っていた。

　水藤はしばらく彼女と見つめ合ったあと、そっと口を開いた。

「どうして、ここに」

「あなたが会いたがったんじゃない」

　戸塚は、日本人形のような顔で微笑ほほえんだ。

「そう……だけど」

　昨夜、水藤は戸塚に電話をした。会いたいとも言った。けれど、こんなに不意打ちで訪ねてこられるとは考えていなかった。

「昨日はいきなり電話もらって、びっくりさせられたからね。お返し」

　そう言って、戸塚はにやっと笑う。塾から出てきた三人組の小学生が、横目でちらちらと眺ながめながら二人の脇わきを通り過ぎていく。

　水藤は彼女を促うながして、家とは反対方向に向かってゆっくりと歩き出した。

「……ここ、探してきたんですか」

「あなたが勤務先の名前教えてくれたんじゃない。家もきっとこの近くなんでしょ。東京に行きやすい場所に住んだのは、モノ祓ばらいの仕事のためかしら。人口が多い場所の方が効率はいいもんね」

「今はモノ祓いの仕事はしていません。ただの塾講師です」

「へえ。仙せん谷たにのことがあったから、用心してるの？」

「一応」

　戸塚は口元に笑みを浮かべたまま、うかがうような目をして水藤をのぞき込んだ。

「それにしては、私に対して無防備すぎるんじゃないの？　私も一応モノ祓い師なんだけど、そんなに簡単に自分たちの居場所を教えちゃっていいのかしら。それとも、そんなに私のことを信頼してくれているのかな？」

　無防備すぎる。それは水藤にも自覚はあった。いくら助けられたことのある相手とはいえ、自分の戸塚に対する行動は、やけっぱちだといってもいいくらいに無防備だった。ことは、自分一人の問題ではないのに。

「信頼しているというのはあります。……一年半も前にたった二回会っただけだし、俺おれは戸と塚つかさんと違ってイタコができるような能力もないから、他人が何を考えているかなんてわからないけれど。それでも、昨日電話で話したとき、あなたは変わっていないと思った。一年半前に会ったあなたは、俺にとって信頼に足る人間だった」

「ふうん？」

「でも……それ以上に、正直言うとどうでもよくなっていたんだ。もしあなたが七なな倉くら家に知らせたり、俺たちを祓はらうつもりになったとしても、それはそれで別にいいような気がした。もしそうなっていたら……俺はあなたを喰くってしまっていたかもしれないけど」

　言葉にしたとたん、スイッチが入ったかのように、本当にその欲求が水み藤とうの心にわき上がった。足を止める。

　彼女を、喰ってしまえたら。

　それは唐とう突とつな、発作のような衝しよう動どうだった。一秒にも満たない間、水藤は戸塚の白く細い首に指をかけ、彼女を貪むさぼり土くれに変えてしまうことを夢想した。

　戸塚は動かなかった。静かに水藤の視線を受け、じっと見つめ返していた。

　カン、カン、カン。遠くから、踏切の音が聞こえてくる。衝動的な欲望は訪れたときと同じように唐突に去った。水藤はしばらくの沈黙をおいてから、そっと言う。

「あなたに会いたかった」

「うーんと、それは一見愛の告白みたいに聞こえるけど、全然違うのよね？」

「違う」

　電車の音が遠くから響ひびいてきて、だんだんと大きくなり、すぐに遠ざかっていく。警告音がやむ。

「私に、見てほしかったわけだ。あなたの中身を」

　戸塚が表情を消してそう言った。笑うのをやめると、本当に人形みたいな顔になるな、と水藤はぼんやり思っていた。

「あなたなら、俺の何が変わったのか、わかると思ったんです」

（依頼者の中にある死者への思いを、鏡みたいに照らし出す）

　初めて会ったとき、イタコをやっているという彼女に、死者の言葉を聞くというのは本当に可能なのかと訊きいた。その時彼女はそう答えたのだ。

　戸塚には、人の思いを見透かす力があった。よくはわからないが、それは人の考えがすべて読み取れるような、いわゆる超能力のような特殊な力とは違う。人間の表面に浮かび上がった断片から正確に中身を読み取り、映し出す。彼女は「鏡」だった。

　戸塚は水藤を見上げ、首を傾かしげてみせる。

「変わったの？」

「よくわからない。最近、本当にわからなくなる」

　戸と塚つかは何度か目を瞬しばたたかせた。彼女の検分するような視線を、水み藤とうは甘んじて受けとめる。

　戸塚は長いこと黙っていた。あまりの長い沈黙にいたたまれなくなってきた頃ころ、戸塚はぽつりと言葉をこぼした。

「死にたいの？」

　それは、独り言のようにも聞こえるつぶやきだった。水藤は体を強こわばらせる。

　死にたい？　まさか。そう笑ってしまえればいいのに、水藤は言葉を失っていた。

　自分たちのような体の者が命を絶つには、どんな方法があるのだろうかと考えたことは何度もあった。海を見て、ああここでなら死ねるかもしれないとも思った。

　けれどそれが、死への欲求から生まれたものかと問われれば、答えられない。──いや、答えられないはずがない。即答できるはずだ。何な故ぜなら──

「友人にもらった命だ。死にたいはずがない」

　答えた声は、我ながら硬く強ばっていた。だがそれでも、答えを聞いて戸塚の表情がほんの少し和やわらぐ。

「そ。よかったよかった」

「戸塚さん？」

「あなたさ、霊れい的てき〈モノ〉の蠱こ毒どくを喰くっちゃったって言ったわよね」

　一年半前の顚てん末まつについては、世話になった戸塚には電話で話してあった。水藤は小さく頷うなずく。

「多分、そのせいもあるんだと思うわ。京都で喰った大きな〈モノ〉があなたの体にもたらした変化に、蠱毒が影えい響きようを与えた」

「どんな？」

「あなたが気にしてること。中身の変化」

　水藤は沈黙した。戸塚は水藤を見つめたまま言う。

「心だって、体の一部だもの」

　自分の内面の、何が変わってしまったのか。それを戸塚に訊ききたいと思っていた。だが、さらに問いつめる言葉は水藤の口から出てこなかった。土ど壇たん場ばになって怖おじ気けづいたのかもしれない。

「一つ、約束しよう」

　突然そう言って、戸塚は水藤の顔の前で人さし指を立てる。人を食ったような笑顔を取り戻してはいたが、その目は真剣だった。

「私は、あなたの味方でいるわ。何があってもね」

「何をいきなり……」

　水藤が戸惑いながらも苦笑すると、戸塚は笑顔のまま貫つらぬくような視線を向けてくる。

「仲間以外にも、無条件で味方してくれる人間がいるっていうのも、悪くないでしょ」

「どうして突然そんなことを言う気になったんです」

「あなたみたいな人と出会って関かかわりを持っちゃったことを、運命だと思うことにしようかと思って」

　答えになっていない答えを返し、戸と塚つかはゆっくりと歩き出す。水み藤とうは半歩ほど遅れて歩きながら、意味を解しきれずに横目で彼女をうかがう。戸塚はそれに応こたえるようにちらりと視線をよこした。

「自分を思っている人は一人でも多い方が、踏みとどまれるものだから」

　彼女は、俺おれが死ぬことを懸け念ねんしているのだろうか。

　水藤はそう考えて、目を伏せる。戸塚は少し遅れて歩く水藤の方を軽く振り返り、言った。

「私ね、実は今東京に住んでるの。だから、これからは時々会いましょう」

「……定期検診？」

「逢あい引びきよ」

　戸塚は言って、笑顔のなごりを顔に残したまま水藤に近づく。そして、耳打ちするような小さな声で告げた。

「気をつけなさい。……あなたの中身、ちょっと荒れてる」

（ちょっとね。……怖い顔してた）

　久く保ぼ田たまなみの不安そうな顔を思い出して、水藤は唇くちびるを引き結んだ。
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　気温が急激に下がり、夏の気配はすっかり姿を消した。

　純じゆんは、綾あや佳かの働いている店で遅い夕食を取る。純自身、ガソリンスタンドでのバイトを終えてきたところだった。

　小さな多国籍料理の店だ。店の所有者である夫婦と娘以外に、従業員は綾佳しかいない。

「最近、水藤ちょっと変だよな」

　キノコのサラダとピラフを運んできた綾佳にぽつりとこぼす。綾佳が器用に片かた眉まゆを持ち上げる。

「体調は悪くなさそうだけど、こう……前にも増して何考えてるかわかんなくなったっていうかさ」

　閉店時間が近いせいか、店の中にもう客はほとんどいない。綾佳は純の席の横に立ったまま、そうねとつぶやいた。

「また飢うえ始めたことに、関係あるのかな」

「何？　誰だれが飢えてるって？」

　綾佳の後ろからひょっこり顔を出したのは、この店の娘だった。綾佳とそろいのエプロンを身につけている。

「なんでもないです。こっちの話」

「えー、何よ、内緒話？　……まあいいや。綾あや佳かさん今日はもうあがっていいって、お父さんが」

「え、でも」

「平気平気。最近この辺り物ぶつ騒そうじゃない。お父さん心配してるのよ。綾佳さん可愛かわいいから、あんまり夜遅くなって襲おそわれたりしたらどうしようって。ほら、純じゆんさんが食べ終わったら一緒に帰れるように支度してきなよ」

　綾佳は恐縮するそぶりを見せながらも、素直に頷うなずいて奧に引っ込んでいった。この店の人たちには、綾佳と純はいとこで、事情があって一緒に暮らしているということにしている。疑われるかとも思ったが、「そういえばちょっと似てるね」などと言われ、あっさりと納得された。〈モノ〉のせいで、純たちの容よう貌ぼうは似通った変化を遂げているのだろう。

「ああ、そういや、うちのスタンドにも警察の聞き込みが来てたな」

「通り魔ま強盗の件でしょ？　やだよねえ、早く捕まらないかね」

　そう言って顔をしかめながら、店の娘はあいたグラスに水をつぎ足し、離れていった。

　ここ数カ月の間に、この辺りで何度か通り魔強盗が出没していた。バットでいきなり後ろから殴なぐり倒し、所持品を奪うばうといったもので、被害者の中には骨を数本折る重傷を負った者もいる。狙ねらわれるのは老ろう若にやく男なん女によ問わずだ。

　当然のことながら、住人は皆神経を尖とがらせていた。純も、綾佳が遅くなる日は可能な限り迎えに来るようにしている。親切で多少お節介焼きのこの店の人たちが過度に心配しないようにするためというのもあったし、目立つ容姿の若い女が一人で夜中歩くというのは確かに物騒だという思いもあった。綾佳がただの人間の通り魔なんぞに傷つけられる心配は微み塵じんもしていなかったが、トラブルに巻き込まれる可能性はできるだけ減らしておくに越したことはない。

　また引っ越した方がいいかな、と、純はぼんやり考えた。気にしすぎかもしれないが、自分たちは失しつ踪そう者しやだ。多分、家族はとっくに捜索願を出している。警察が目を光らせているこの町にいるのは、どうにも落ち着かなかった。

（とはいっても、水み藤とうは仕事決めたばっかりだし、金だって余ってるわけじゃないし……）

　考えながらスプーンを口に運んでいると、帰り支度をすませた綾佳が戻ってきた。純の向かいに腰をかける。頰ほお杖づえをついて純の食事の様子を眺ながめながら、話は戻るんだけどさ、とつぶやいた。

「水藤くん、時々妙に帰り遅いことあるじゃない。何やってんだろ」

「逢あい引びき」

「は？」

「って言ってた。そのあと真顔で、冗談だってつけ足してたけど」

「何それ」

　綾あや佳かは呆あきれ顔で肩をすくめる。

「お前はどうなの」

「何が？」

「体の調子。飢うえ始めてから、何か変わったりはしてないわけ？」

　綾佳は自分の体を見下ろした。しばらく考え、首を傾かしげる。

「多分、とりわけ何かが変わったってことはないと思うけど……純じゆんは？」

　問い返されて、純はあの奇妙な目のかすみと、肌に鋭く感じた寒暖の感覚を思い出す。

「時々、変なんだよな。いきなり目がよく見えなくなったり、寒暖を感じる感覚は鈍くなってたはずなのに、突然空気の温度をやたら感じたりする」

「……ちょっと、大丈夫なの？　そういえば、あんた気がつくとやたら寝てるし、体調悪いんじゃないの」

「どうだろ。確かに最近、眠いことは眠い。でも、理由は思いあたらねえよな。水み藤とうと違って毒物を体に入れたわけじゃないし。綾佳は平気なんだろ？」

「だって、ほら……あんたは、『二人分』だから」

　綾佳が言いにくそうに口にした。

「ああ……。でも、関係あるかな」

「わかんないけど。でも、私たちがこんな体になった大本の、土台となる〈モノ〉でしょう。それが結果的に、あんたの体には私たちの倍あるわけだから、さ」

「それなら、さらに丈夫になるのが筋だろ。なんで逆に体調が不安定になるんだよ」

「私に訊きかないでよ」

　綾佳は腹立たしげにそう言ったあと、投げやりぎみに腕を組んだ。

「私たち、もう変化のどん詰まりにきたのかもね」

「キメラとしての限界まで変わっちゃって、あとはもう壊れるしかないってか？」

「ちょっと、不吉なこと言わないでくれる」

「お前が言ったんだろ」

　軽く言葉を交わしながらも、純には綾佳の言葉はあながち的外れではない気がした。

　あの時京都で喰くった巨大な〈モノ〉が、体に吸収され、血や肉となっていく。けれど、純たちの器うつわは、それを受け入れられるほど丈夫ではなかった。そういうことだろうか。

　憂ゆう鬱うつなこと考えちゃったなと思いつつ、純は小さく息をついて人間の食事に戻った。
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　二カ月経たち、吐く息が白く染まるようになった。十二月になって、町はクリスマスムードを濃くしている。

　相変わらず通り魔まは捕まらず、綾あや佳かはバイトの帰り純じゆんに迎えに来てもらう日々が続いて、純は時々目がかすむとぼやくし、腹はへっていた。

　何も変わらない日々だった。けれど、どんなに特異な状況でも、平へい穏おんが壊れそうになっている状況でも、長く続けば結局はそれが日常になってしまう。

　綾佳は洗面所で、自分の赤い瞳ひとみと向き合っていた。目の前の鏡に正確に映し出される濃く深い赤の瞳。

（私はなんにも変わっちゃいないわよね）

　綾佳は鏡を見つめながら心中でつぶやく。

　今のところ、綾佳の体には水み藤とうや純のような異変は起きていない。鏡に映る綾佳の瞳は、あの日の京都以来変わらない色をたたえているし、体の不調も特には感じていない。

　しっかりしなきゃと、綾佳は思う。

　しっかりしなきゃ。万一、純や水藤くんに何かがあっても、私はしっかりしなきゃ。

　万一何かがあっても──それは、愉快な想像ではなかったけれど、いつ何が起きるかわからない状況であるのは確かだから。いざというときには支えられるようにならなきゃと、綾佳は自分に言い聞かせるように思い込む。

　綾佳は冷たい水で顔を洗うと、コンタクトレンズを取り出した。外出するときは、赤い瞳を隠すため、綾佳はブラウンのカラーコンタクトレンズを入れる。面倒だが、このままの目で出歩くわけにはいかない。

　片方の目にコンタクトを入れて再び鏡を見ると、オッドアイの猫のような、不思議な顔になった。

　出かける支度をしていると、綾佳はふとリビングのテーブルの上に鍵かぎが残されているのに気がついた。手に取ってみると、どこかのみやげ物らしき革製のキーホルダーにつながっている。水藤のだった。

　今日は三人ともバイトで、水藤も純もすでに出かけてしまっている。

　どうするかな、と思って、綾佳はキーホルダーの輪に指を入れて鍵をくるくると回した。順当に行けば、水藤の帰宅が一番早いだろう。

　綾佳は少し考えた末、一つため息をつくと水藤の鍵をポケットに押し込んだ。




　水藤が講師を務める学習塾を訪れるのは初めてだった。

　建物自体は六階建てで、うち三階までが塾になっているらしい。外壁は最近塗り直しでもしたのか、白くつやつやと光っていた。

　塾の建物というものに対して、綾佳には悪夢的な思い出しかない。よくもまあ、こんなところで働けるなと、半ば呆あきれ半ば感心しながら正面の入口に向かう。

　その時、きゃああという複数の女の子たちの叫び声が頭上から聞こえた。ぎょっとして、綾あや佳かは上を振り仰あおぐ。そこに──。

　少年が降ってきた。

　太陽を背負って、両手を振り上げて、少年は宙を飛んでいた。両足は着地に備えてか、軽く曲げられていて、とても奇妙なシルエットだった。

　状況を判断するよりも先に体が反応し、綾佳はとっさに少年の着地地点に飛び込んだ。春には何かの花を咲かせるのかもしれない花か壇だんに飛び込み、両手を広げて落ちてくる少年を受けとめる。
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　さすがにバランスはとりきれず、思いきり膝ひざをついた。それでも、両腕で抱だきしめるように受けとめた少年の体は守った。

「あ、あなた何……」

　少年を地面に下ろし、怒りの声をあげようとして、綾佳は言葉に詰まる。

　少年は、頰ほおを紅潮させ目を見開いて、綾佳を見つめていた。笑っているわけではないのに、少年の顔からはうれしそうな──感動に近いような感情があふれている。心なしか、目がキラキラ輝いているようにさえ見える。

「すげえ」

　少年は、吐息とともにそうつぶやいた。

「かっけえ」

　なんと返せばいいのか困る。

　綾あや佳かは花か壇だんに座り込んだ間抜けな格好のまま、少年と数秒見つめ合うはめになる。

　よく日に焼けた、健康そうな少年だった。小学校高学年くらいだろう。妙に顔や腕が傷だらけで、あちこちに絆ばん創そう膏こうを貼はりつけている。なんとなく、南の島の猿さるを連想した。

「何……やってたの」

　綾佳がどうにかそう言うと、顔面全体で感動を表していた少年が、はっと我に返ったように表情を変えた。恥ずかしいのかなんなのか、少年の顔にさした朱しゆが見る見る濃くなる。

「なんだよ、余計なことすんなよ！」

　いきなり少年はそう怒鳴ると、後ろに飛び跳はねるような勢いで立ち上がった。綾佳はさらに呆ぼう然ぜんとする。

「オンナのくせにしゃしゃり出てきやがって。俺おれはちゃんと着地を決められたんだ。カッコイイことしたいなら、どっかのお姫様相手にやってやれよ！」

　あまりに呆然としたので、腹立ちも反論もとっさにわいてこなかった。はあ、と間の抜けた相あい槌づちをうってしまう。

「俺は勇者になるんだ！　助けなんかいらない！」

　捨てゼリフのように少年は叫ぶと、ばっと駆け出した。「紺こん野の！」と、窓から誰だれか大人おとなが怒鳴っている声がする。

　綾佳は相変わらず座り込んだまま、すばらしい速さで遠ざかっていく少年の後ろ姿を見守ってしまった。

（なんだかよくわからないけど、変な子だ）

　小学校高学年にもなって、あんな真剣な顔をして「勇者になるんだ」なんて叫ぶか、普通。卒業文集の将来の夢に「世界征服」と書く茶目っ気とは違う。あの子の目は、本当に本気の目だった。切せつ羽ぱ詰まっているようにさえ見えた。

「大丈夫ですか」

　ぼんやりしていると、後ろから声をかけられた。振り向くと、さっきの飛び降り少年と同じくらいの年とし頃ごろで、けれど対照的な容姿をした少年が、少し腰を屈かがめて綾佳をのぞき込んでいる。

　色白で、女の子受けしそうな整った顔をしていたが、少し神経質そうに眉まゆをひそめている。

「怪け我がはないですか」

　そう言われて、ようやく自分が座り込みっぱなしであることに気がついた。慌あわてて立ち上がり、膝ひざを払う。もちろん怪我はない。

「大丈夫、ありがとう。ねえ、今の子……二階から飛び降りたのよね」

　色白少年は真ま面じ目めな顔をして首を横に振った。

「三階です」

　綾あや佳かは硬直した。それは、下へ手たしたら命に関かかわる行為なんじゃないだろうか。

「な、なんで？　落ちたわけじゃないんでしょ？」

「すみません、馬ば鹿かなんです」

「あ、君の友達？」

「一応」

　心底嫌いやそうな顔をして、色白少年は頷うなずく。綾佳は三階を見上げた。少年が飛び出したらしい窓からは、目を見開いたたくさんの顔がのぞいていて、綾佳は少し怯ひるんだ。それにしても高い。純じゆんでさえ、五階から落ちたときには多少の怪け我がをしたのだ。普通の小学生が三階から飛び降りようなどという発想を持つのは、どんなときなんだろう。

「骨くらいは確実に折りそうよね……」

「骨も、叩たたけば強くなると信じてるような馬鹿です。あいつ、漫画に出てくるヒーローみたいになりたいらしいですから。三階から飛んで格好よく着地することが、今の目標みたいです」

「止めてあげなよ」

　綾佳が呆あきれて言うと、色白少年はちょっと笑った。子供に似つかわしくない皮肉げな笑みで、それが板について見えるのが奇妙だった。

「止めたって聞きません。……あんな馬鹿、もう助けなくていいですから」

　彼はそう言い捨てると、綾佳に一つ会え釈しやくをし、さっきの飛び降り少年が走っていった方へと歩いていった。

　危ないことを平気でやる元気少年と、冷静沈着で賢そうな少年。子供向けの探偵小説にでも出てきそうな取り合わせだな、と思う。けれどその一方で、彼らはそのような「役割」を無理に演じているような印象も受けた。

　ふと視線を落とすと、綾佳の足あし下もとに一枚の紙が落ちているのが見えた。小さくたたまれた紙だ。

（あの二人のどっちかが落としたのかな）

　綾佳はその紙を拾い上げた。何度も開いたり折りたたんだりしたようで、紙全体が傷んでいて、折り目のところは薄くなって今にもちぎれそうだった。それでも、そのぴったりした折り方からは、大事に持ち歩かれていた様子が見えた。

　破らないように注意しながら、綾佳はその紙を開いてみる。中身を見て、眉まゆをひそめた。

　そこには、脅きよう迫はく状じようのように新聞の切り抜きを貼はり合わせて作った文章があった。

『願いがあるならば、階段を上れ』







「おかげで、俺おれの立場は微妙なものになった」

　水み藤とうは真顔でそう言って、綾佳の手から鍵かぎを受け取った。

「親切心で来てあげたんでしょ」

　綾あや佳かはようやく腹を立てることを思い出し、腕を組んで顔をしかめる。

　色白少年を見送ったあと、綾佳は飛び降り騒動で集まってきた塾生や講師たちに囲まれてしまったのだ。飛び降り少年を受けとめたことで子供たちから好奇の視線を浴び、講師たちからは謝罪と礼を繰り返された。

　呆あきれたことに、子供たちの間で、あの少年が本当に三階から飛び降りられるかどうかの賭かけが行われていたらしい。以前二階からの飛び降りに成功し、今回はそれがエスカレートしたようで、友人連中が見守る中、少年の飛び降りパフォーマンスが決行されたということだった。結局綾佳が入ったことで賭はうやむやになったようだが、関かかわった少年たちはまとめて叱しかられていた。

　綾佳は一向に収まらない騒ぎにうんざりして、もういいから水み藤とうに会わせてくれと訴えると、今度は一人の女の子が驚きよう愕がくの表情を浮かべて「この前とは別の女だ！」などと騒いだので、騒動は別の方向に転がってしまった。

「浮気男だとか彼女は怪力女だとか色々言われたよ。子供の噂うわさは雪だるまみたいなものだから、きっと明日には、俺おれには恋人が十人いて、本命の彼女は柔道の黒帯だなんてことになってるよ。もし俺が明日仕事を休んだりしたら、君に東京湾に沈められたんじゃないかと言われるかもしれない」

「雪だるまなんでしょ。どんなに大きくなっても日にあたればすぐに溶けるわ」

「まあね」

　水藤は肩をすくめて笑った。

　使われていない教室の片隅。綾佳は少し低めの机に寄りかかりながら、雪だるまの元となった、最初の雪玉を投げた少女の顔を思い出す。小学校高学年か、中学生くらいだろう。やや薄い色をした髪を二つに結った、可愛かわいい子だった。「別の女だ！」と叫んだときの顔に浮かんでいたものは好奇心ではなく、打ちのめされたようなショックだった。

　綾佳は口元に笑みを浮かべる。水藤は、生徒の女の子になかなか人気があるのかもしれない。

「それで？　『この前の女』ってのは誰だれなのよ。逢あい引びきの相手？」

「ノーコメント」

　水藤は笑ってかわしたが、その表情には存外真剣な空気が見えて、綾佳は驚おどろく。

「何、もしかすると本気でつきあってる人がいるわけ？」

「別にそんなんじゃないよ」

　いかにもごまかすように言われて、綾佳はさらに突っ込んで尋たずねようかどうか数秒迷った。けれど結局、追及はやめる。

　もし、水藤が誰かと恋愛をしてるのだとしても、綾佳にはそれをとやかく言うつもりはさらさらない。自分たちの置かれている状況は、水藤もよくわかっているはずだ。その上での選択ならばそれでいい。余計な口を出したり、好奇心でほじくり返したりするべきじゃない。

　話題を変えようとして、綾あや佳かはさっき拾った紙のことを思い出した。鞄かばんの外ポケットに入れていたそれを取り出し、水み藤とうに差し出す。

「そうだ。これ、この建物の前で拾ったの。あの飛び降り少年かその友達のどっちかが落としたんじゃないかと思うんだけど……」

　水藤は綾佳が差し出した紙を見下ろすと、わずかに眉まゆを寄せた。やけにゆっくりとした動作で受け取り、開く。

「一昔前の脅きよう迫はく文ぶんみたいな作り方よね。文章の意味もわからないし。なんだと思う？」

　水藤はしばらく紙を見つめ、やがてゆっくりと首を横に振る。

「さあ……。何かの遊びじゃないのかな」

　水藤は紙をたたみ直しながら、静かな口調で言った。

「この文。何かの謎なぞかけみたいよね」

「この紙は、紺こん野のくんが落ちてきたあと見つけたんだろう？」

「そうよ。これ、落とした子が自分で作ったのかな？」

「どうだろう。……とにかく、持ち主に返しておくよ」

　水藤はさほど興味を引かれた様子もなく、紙をしまう。

　時計を見上げると、もうバイトに行かなければ遅刻しそうな時間だった。綾佳は塾をあとにしながらも、あの紙に書かれた文章が頭の隅に引っかかり続けていた。
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　授業を終えたあと、水藤は暗い教室の中で一つの机の前に立っていた。机の上には、カッターで落書きがされている。水藤は彫られたその文を見つめ、すっと指でなぞった。

『願いがあるならば、階段を上れ』

　綾佳が拾った紙に書かれていたものと同じ文句だ。窓から微かすかに射さし込む光があたり、いびつな形の文字は不気味に浮かび上がっている。

　誰だれが彫ったのか知らないが、こんないたずら書きがされるということは、この文章は子供たちの間でかなり広まっているのだろう。

「水藤センセ？　どうしたの？」

　不意に後ろから少女の声が聞こえ、水藤は振り返る。六年生の生徒、久く保ぼ田たまなみがドアのところからのぞき込んでいた。

「なんでもないよ。ちょっと考え事」

「こんな暗い中で？」

　まなみは訝いぶかしげに言うと、手を伸ばして電気をつけた。白く清潔な光が満ちて、一瞬目の表面がちりりと痛む。

「先生、外で彼女が待ってたよ」

　まなみがおもしろくなさそうに言った。

　とっさに「どっちの？」と訊ききそうになって慌あわててやめる。そんなことを言ったら、雪だるまの成長に加速度がつく。

「前も、塾の前で先生のこと待ってた人」

　それで、戸と塚つかだとわかった。ここ最近、戸塚とは連絡をとっていない。水み藤とうは携帯電話を持っていないので、連絡は常に水藤の方からだった。

「今は、会いたくないんだ」

「なんで？　喧けん嘩かしたの？」

「いや」

「浮気がバレたんだ」

「浮気なんてしてないよ」

　まなみは、噓うそつきめと非難するような顔をした。大本からはっきり否定しないから雪だるまが大きくなるんだな、と、水藤はまなみの顔を見ながら少し反省する。

「じゃあ、ケンタイキ？」

　言い慣れない様子で発された言葉に、水藤は笑った。

　そのまま、なんとなく机の上の文字に視線を落とす。すると、まなみは目ざとく水藤が何かを見ているのに気づき、歩み寄ってきた。机の上をのぞき込み、すっと表情を消す。

　水藤はまなみの表情の変化を見つめ、静かに問いかけた。

「どうかした？」

「先生、これのこと、知ってるの？」

「知ってるって……何を？」

　水藤が訊き返すと、まなみは困ったように視線を揺らした。黙って待っていると、上うわ目め遣づかいの、甘えるような目がこちらを向く。

「知りたい？」

　まなみの表情には緊張があった。ただもったいぶっているわけではない。

　これは重大な秘密で、簡単にもらしていいものではないのだけれど、あなたが望むのなら教えてあげてもいい。仲間に入れてほしい？　共犯者になりたい？

　そんなふうに問いかけるような、からみつくような視線だ。

「本当はね、子供たちだけの秘密なの。大人おとなには言っちゃいけないんだって。でも……先生が知りたいなら、教えてあげようか？」

　ここで「別にいい」とはとても答えられるものじゃなく、水藤は軽く頷うなずいて先を促うながした。

「最初の『お告げ』を拾ったのは、うちのクラスのおかめだったの」

「お告げ？　おかめ？」

「あっ、おかめっていうのはあだ名でね、沢さわ村むら圭けい吾ごっていう男子のこと。下ぶくれの顔してて、笑った顔がおかめのお面に似てるから、みんなにおかめって呼ばれてるの。そのおかめがね、ある時お告げの紙を拾ったんだって」

「そのお告げっていうのは？」

　まなみはもったいぶるような間をおいたあと、指で机の上のカッターによる落書きを示した。

「『願いがあるならば、階段を上れ』」

「その文が、沢村くんが拾った紙に書かれていたわけか」

「そう。おかめも最初は不思議がってただけなんだ。教室でみんなにその紙を見せて、なんだろうねこれって話してた。何かの暗号じゃないかとか、誰だれかのダイイングメッセージなんじゃないかとか、みんなで色々推理ごっこしてさ。でも、その時はすぐに飽あきて忘れちゃった。騒ぎになったのは、もう一枚のお告げの紙が見つかったとき」

　まなみは水み藤とうににじり寄って、内緒話をするように、口元に手を当ててささやいた。その大げさな仕草がおかしかったが、水藤は真剣な顔をして、まなみの話に聞き入っているふうをよそおう。

「次のお告げはね、あの馬鹿の上着のポケットから出てきたの」

　あの馬ば鹿か、という部分に力を入れて、まなみは言った。この言いぐさで名前を当てちゃいけないかなとは思いつつも、水藤は訊きき返してみる。

「紺こん野の勇ゆう輝きくん？」

　三階から降ってきたところを綾あや佳かに受けとめられた、件くだんの飛び降り少年だ。

「そう。紺野のポケットから次のお告げが出てきたの。次の、っていっても内容は同じ。『願いがあるならば、階段を上れ』。でも、形はちょっと違って、今度はテレビドラマに出てくる犯人からの手紙みたいに、新聞の文字の切り抜きでできてた。紺野がそれに気づいたのは学校でだったけど、いつそれがポケットに入ったのかは全然わからないって。もしかしたらすぐに気づいたのかもしれないし、何日も気づかないまま、お告げをポケットに入れっぱなしにしちゃってたのかもしれない」

「『誰が』入れたんだろうっていうことは考えなかったの？」

　水藤が訊くと、まなみは心外そうに頰ほおをふくらませた。

「もちろん考えたもん。でも、そんなことして得する人がいる？　言葉の意味も謎なぞめいているし、不思議じゃない。だから、私たちは『誰が』そんなことをしたかじゃなくて、『お告げ』としてあの言葉の意味を考えることにしたの」

「みんなで？」

「うーん、というか、なんか流れは、おかめと紺野の対決みたいになったの。同じクラスの男子が別々にお告げをもらったわけだから、どっちが早くその意味を解き明かすことができるか、みたいなさ。男子たちはおかめ派と紺こん野の派に分かれて応援する奴やつもいたし」

　まなみは自分の言葉を自分で確認するかのように、一人で何度も頷うなずく。水み藤とうは少し首を傾かしげる。

「『願いがあるならば、階段を上れ』。それは何かの比ひ喩ゆではなく文字通り、願いを叶かなえてもらうために、どこかの階段を上るっていうこと？」

「うん……。おかめも紺野もそう考えてるっぽい。麻生あそうくんは色々深読みしようとしてるみたいだったけど」

「麻生穂ほ高だかくん？　紺野くんとよく一緒にいる」

「そう。麻生くんは頭いいからさ。でも、私もこのお告げの意味は単純なんだと思うな。考えるべきなのは、どこの階段なのか、ってとこじゃないかなあ」

「へえ。……ところで、その『願い』っていうのはなんでもいいのかな」

「それも問題になってね。もしどっちかがお告げの意味を解いて、願いを叶えてもらったとしても、願い事を先に相手に教えておかないと、本当かどうかわからないじゃない。だから、おかめと紺野はお互いに、なるべく具体的な願い事を決めておこうってことになったの。でも、おかめが『そこまでして叶えたい願いなんて別にない』って言うから……」

「言うから？」

「麻生くんが、じゃあ俺おれが代わりに考えてやるよって」

　水藤は、麻生穂高の子供らしくない冷めた顔を思い浮かべた。彼がどんな願い事をするのか想像がつかない。

「麻生くんは、なんて？」

「……今、この町を騒がせている通り魔まに、罰を与えて下さい。……これなら、人のためにもなる願い事だし、具体的でわかりやすいし、いいだろうって」

「罰を？　逮捕されますように、ではなく？」

　まなみもそのことは気になっていたのか、少し顔を歪ゆがめて頷いた。

　確かに、言葉の過激ささえ差し引けば、麻生穂高が提案した願い事は正当で、わかりやすいものだろう。そんな提案をされたあとでは、自分の小さな欲望を満たすだけの、小学生らしい個人的な願い事を口に出しづらくなるだろうことは容易に想像がつく。

　水藤は小さく息を吐き、指でもう一度、机の上の落書きをなぞった。

「じゃあこれは、二人の対決を応援している誰だれかのいたずらなのかな」

　言うと、まなみはぱっと首を横に振った。

「そうじゃないの。二人の対決っていうのは、うちのクラスの中だけの話。最初にお告げをもらった二人がたまたま同じクラスだったから。余よ所そではもっとたくさんお告げが飛び交ってるの」

「じゃあ、この噂うわさはかなり広まっている？」

「うん。……最初にお告げをもらったのは、おかめと紺こん野のの二人だって言ったけど、それで終わりじゃないの。三つ目のお告げを見つけたのは、五年生の子だったって。そっちのことは詳しくは知らないけど。それからはもうすごくて。いろんな子のポケットや鞄かばんの中にお告げの紙が入れられたり、朝学校に行くと、壁や黒板に小さくお告げの文が書かれていたりしたの」

「……噂うわさを本当にしようとする子たちがたくさんいたんだろう。みんなでそのお告げを書き合えば、当然あっという間に広がるよ」

「お告げ」を否定されたことが不満だったのか、まなみはぐずる子供にも似た動きで身じろいだ。そうだけど、と小さくつぶやく。

「私も、途中からはみんなのいたずらがたくさん交ざってると思うよ。そのせいで、どれが本物のお告げなのかわからなくなっちゃってるけど……」

　あくまでも本物は存在するのだと信じきっているまなみの様子に、水み藤とうは苦笑した。純粋だな、と思う。

「久く保ぼ田たさん、さっき子供たちだけの秘密だって言っていたけど、それくらい大きなことになっているなら、学校の先生は当然知っているだろうし、親おや御ごさんの中にも噂を聞いている人は多いんじゃないの？」

「うん。この文章がたくさん回ってるってことは先生たちも知ってると思うけど……でも、きっとただの遊びだって思ってる。変な流は行やりだって。実際そう思ってる子も多いし。でもね、お告げを信じて、願い事を叶かなえてもらうために本気で階段を探している人もいるの。おかめと紺野だけじゃなくてね。このことは、大人おとなには本当に秘密。水藤先生には、すごくすごく特別に教えたんだよ。だから、先生も秘密にしてね。……大人の間にこのことが広まっちゃったら、お告げの力がなくなっちゃうかもしれないもん」
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　日付が変わった。

　純じゆんは暗い道を家に向かってのんびりと歩く。

　今日は純の方が遅くなるので、綾あや佳かの迎えはなしだ。

　この辺りは、道によっては本当に暗い場所に出る。街灯もまばらな道を選ぶと、光と光の間に、ぽっかりと闇やみの穴があいてしまうのだ。今日は夜空も曇っていて月が出ていない。こんな夜は特に。

　海岸線に出ると、黒々とした海が眼前に迫った。沖を眺ながめると、吸い込まれそうなほどに深い闇の向こう側から、何かがこちらを見ているんじゃないかという妄もう想そうがふくらみそうになる。ほんの少し、あの夜の京都のことを思い出した。

　闇の向こう側から、湿し気けた風が吹きつけてきた。寒い。

　思わず上着の前をつかんだ。最近、時々こんなふうに、気温に敏びん感かんに反応してしまうことがある。こういうときは大たい抵てい、目のかすみがセットでやってくる。その症状が来る前に早く帰ろうと足を速めた。

　後ろから、バイクの音が近づいてきた。純じゆんは振り返らないまま道の端によける。だが、バイクは純を追い越していくことはなく、後方で停とまった。

　特に気にもせず、純はよけていた体を道の真ん中に戻した。街灯を一つ通り過ぎて、光のほとんど届かない暗い空間に足を踏み入れる。

　ざりっ、と、すぐ背後で靴くつが地面を踏みしめる音がした。その音が思わぬほど近くから聞こえたので、純は驚おどろいて振り返ろうとする。

　だがその瞬間、後頭部に強い衝しよう撃げきが走った。前のめりに倒れ、膝ひざと両手を地面につく。

　殴なぐられた。

　認識した直後、殴られた部分に痛みが走る。後頭部を手で押さえ、振り返る。

　光の少ない暗くら闇やみの中、人影が見えた。顔はわからない。その黒い影は、何か棒状の物を持っていた。あの形状は多分、バットだろう。金属なのか木製なのかは知らないけれど。

　そこまで妙に冷静に考えて、ようやく思いついた。

　こいつが、噂うわさの通り魔ま強盗なんじゃないのか。

　影は、バットらしき物を両手でつかんで振り上げた。振り下ろされるその凶器から、純は身をよじって逃れる。けれど何な故ぜか、体がいつものように動かず、肩をわずかにバットがかすった。

　とたん、目の前がかすんだ。夜の中、ただでさえ不自由な視界がさらに曖あい昧まいになる。目に映るものの輪りん郭かくが失われ、ぼわりと膨ぼう張ちようしたように見える。

　こんな時に。

　舌打ちして、純はとにかく相手から凶器を取り上げようと懐ふところに飛び込み、膝で腹を蹴けり上げた。ぐっと息を詰まらせる声が聞こえる。同時に、よく見えないながらも純は見当で相手の腕をつかんだ。左手で相手の手を押さえたまま、反対の手でバットをもぎ取ろうと手を伸ばす。

　手加減はしていた。いくら凶悪犯とはいえ、大きな怪け我がをさせるわけにはいかない。あとあと面倒になる。そんなふうには考えていた。

　けれど、振り払うことが可能なほどに、力を抜いていたつもりはなかった。

　おおお、と、男の唸うなり声が耳の後ろで聞こえた。それと同時に、脇わき腹ばらに衝撃が走る。相手の肘ひじが食い込む。男の腕を押さえていた純の手は簡単に外れ、突き飛ばされて地面に転がった。それは、いきなり背後から後頭部を殴りつけられたときよりもなお、純を驚かせた。とっさに受け身すら取れず、地面で頰ほおをこする。

（なんだ、この男）

　多少手加減していたとはいえ、人じん外がいの力を持つ自分の拘こう束そくを、男はいとも簡単に振り払った。

　手をつき、純じゆんはなんとか体を起こそうとする。脇わき腹ばらに引きつるような痛みがあった。たかが肘ひじ打うちくらいで。

　顔を上げた瞬間、バットを大きく振りかぶっている男の姿が見えた。よけなきゃと思うのに、体が動かない。そのまま、凶器は純の足の上に打ちつけられる。硬い物と硬い物がぶつかり合う、鈍い音がした。その音は耳からではなく、体の中から聞こえた気がした。打たれた箇か所しよから全身に、痛みが伝でん播ぱする。そのまま続けざまに、背中や肩をめった打ちにされた。意識がほんの一瞬だけ飛びかける。

　不意に、空を覆おおっていた雲が途切れた。満月には少し足りない月が姿を現す。

　その薄い光で、男の姿がぼんやりと見えた。視界は相変わらずかすんだままだったので、本当にぼんやりとしか見えない。それでも、バットを振り回すその男が、笑っていることだけはわかった。

　人間じゃないな。痛みに歯を食いしばりながら、純は口の中でつぶやいた。

　こんなことしてよろこべるような奴やつは、人間じゃない。なんだ、人間じゃない奴って、結構そこら辺にいるもんなんだな──。

　地面にぱたりと落としたままの純の手の甲を、男のバットが叩たたきつぶした。思わず呻うめき声がもれる。上からは、男の笑い声がもれた。
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　どうして立ち上がれないのか。どうしてこれほどまでにダメージを受けているのか。この男は何者なのか。

　思考し続けることが難しくなってくる。意識が切れかかっているのだと気づく。

　ふと、攻撃がやんだ。男の靴くつが肩の下に潜もぐり込み、蹴けり上げて純じゆんの体を仰あお向むけにした。男の手が純の体をまさぐる。財布を探しているのだとわかった。

　これがこいつのやり方だ。凶器で相手を動けなくなるまで打ちつけ、金目のものを奪うばう。どっちが主な目的なのかは知らないけれど。

　顔に地面の感触を感じたまま、目だけで男を見上げた。今は向こうもしゃがみ込んでいるので、さっきよりも顔が近い。ぼんやりとだが、表情は読み取れる。三日月形につり上がった口元も見える。

　しばらくの間、純はその顔を凝ぎよう視ししていた。すると不意に、ぼやけていた焦点が引き絞られた。

　ウィーン、カシャン。そんな音が聞こえてきそうなほどに、機械的な治り方だった。かすんでいた視界が修正され、世界がクリアになる。男の顔も体型も年格好も、詳細に見てとれる。ふわりと雲が流れ、月が再び覆おおい隠されたが、戻ってきた闇やみも純の視界のたいした妨さまたげにはならない。

　さっきまでは怪人のように思えていた男は、平凡な、どこにでもいそうな顔立ちをしていた。三十歳前後で、くたびれた黒いパーカーとスラックスを身につけている。ただ、その平凡な顔に浮かんでいる表情は尋じん常じようじゃなかった。目だけは暗くどんよりとして見えるのに、顔のその他ほかのパーツのすべてを総動員してよろこびを表現している。今までの人生であまりお目にかかったことのない類たぐいの表情だった。

　視界が明めい瞭りようになると同時に、全身の痛みが和やわらぐ。

　動ける。

　そう思った瞬間、純は男の手を振り払って、勢いよく上半身を起こした。男はひっと息を吞のんでのけぞる。

「なんだ、お前。なんで動ける」

　男が言った。どこかぼんやりとした声こわ音ねだった。

　純は立ち上がる。体重をかけると打たれた足が痛み、若じやつ干かんふらついたが、立てる。

「お前こそ、なんだ」

　つぶやく。男は、一度離したバットを持ち直し、純に向けて構えた。

　純は男の動きを凝視する。片足を庇かばいながら半歩あとずさり、身構える。

　男は戸惑っているようだった。攻撃態勢をとりながらも、不気味なものを見る目で純を眺ながめ回している。

　その時、女の悲鳴が空気を切り裂さいた。

　純ははっとして声の方を見る。暗闇の中で距離もあり、顔はよくわからないが、若そうな女だった。純じゆんたちの方を向いて、口元に手を当てて固まっている。

　男の持つバットが、ぴくりと揺れた。それを合図に、悲鳴をあげた女は全身を震ふるわせながら逃げ出す。人を呼んでくるつもりなのだろう。

　男の大きな舌打ちが響ひびいた。純に向き直ると、何もかもお前が悪いとでも言いたげな憎ぞう悪おの表情を浮かべ、一歩大きく踏み出すとバットを振りかぶった。純を叩たたきのめしてから逃げるつもりだ。

　純は足を引いてそれをよける。今度は綺き麗れいによけられた。足がまた痛んだが、奥歯を嚙かんで耐える。そのまま拳こぶしを固めて、今度はほとんど手加減せずに、男の横よこ面つらを殴なぐり飛ばした。

　男は飛んだ。

　文字通り、綺麗に吹っ飛んだ。

「え……」

　あまりの手ごたえに、顔から血の気が引いた。

　さっきは手加減したために返り討ちにあった。取り押さえようとした手を振り払い、逆に純を叩きのめしたこの男はただ者ではないと思った。だけど、それなら。

　どうして普通の人間みたいにあっけなく殴り倒される？

　どおっと重たい音がして、男が地面に叩きつけられるように倒れた。そのまま動かない。

　純は呆ぼう然ぜんとして、倒れた男の前に立ちつくしていた。

　しばらくそのまま待ったが、男が立ち上がる気配は一切ない。それどころか、倒れた男の頭の下から、じわりと黒い物が流れ出した。

　血だ。頭から血を流して倒れている。ぴくりとも動かない。

　ざあっと純の全身が冷えた。指先が強こわばる。

　やばい。やばい。と、頭の中で言葉がぐるぐる回る。

　人間だった。ただの人間だった。ただの人間を、人じん外がいの力で殴り飛ばした。

　純は周りに視線を配る。まだ人の気配はない。だが、さっきの女がすぐに人を呼んでくるだろう。警察にもすでに通報したかもしれない。

　どうする。

　純の額に嫌いやな汗がにじんだ。

　その時、倒れていた男が「うっ」と短く呻うめいた。頭がわずかに揺らめく。

（生きてる）

　純の体から力が抜ける。安あん堵どしきるには早いが、それでもほっと息がもれた。

　遠くから、何人かの声高なやりとりが聞こえてきた。純は慌あわてて踵きびすを返す。

　運び込まれた先で男がなんと証言するかはわからないが、純がバットを持った男に襲おそわれている様は目撃されているし、落ちているバットについている血が男自身のものではないのは調べればすぐにわかるだろう。明日にはきっと、通り魔ま強盗犯逮捕のニュースが聞こえてくるはずだ。関かかわりを避けるためには、純じゆんもまた身を隠す必要があるかもしれないけれど。

　慎重に人目を避けながら家に向かう途中、遠くにパトカーのサイレンを聞いた。その音からも逃れようとするように、純は懸命に足を動かしながらも考えていた。

（あの通り魔まが、ただの人間だったっていうのなら……）













　　　第二章　ハーメルン〈冬〉







「力がなくなった？」

　水み藤とうの問いに、純は濡ぬれた髪をタオルでがしがしとふきながら頷うなずいた。

「そうとしか思えないんだよ。最初は、俺おれを殴なぐり倒した通り魔が、ただ者じゃないんだと思った。だけど違う。あれは普通の人間だった。だとしたら……あの一瞬、俺の力が普通の人間並みに弱くなっていたってことだろ」

「今は？」

「元通り。というか、戻らなかったら俺あそこで殺されてたかも」

　純は左手を明かりにかざした。手の甲には赤黒い痣あざが残っているが、手の指はすべてきちんと動くし、痛みもさほど残っていない。

「目がよく見えなくなったり、気温に敏びん感かんになることは、最近は時々あった。あれって、普通の人間みたいになってたってことなのかもしれない」

　一時間ほど前、純がぼろぼろの姿で帰ってくると、綾あや佳かはしばしの間呆ぼう然ぜんとし、水藤は開口一番「差し迫った状況か？」と訊きいた。どう答えたものかと純じゆんが迷っていると、綾あや佳かが一つ息をついて、「ならまずその身なりをなんとかしてきなさいよ」と言ってバスルームを指さしたのだ。今現在危機が迫っているのでないのなら、とにかくシャワーを浴びてこいということだ。まったくもって、腹の据すわったすばらしい仲間だ。

　シャワーを浴びて血と汚れを落とし服を着がえると、一度は動けなくなったほどだった傷も、目に見えてよくなってきているのがわかった。人じん外がいの強きよう靱じんさと回復力が戻ってきている。

　純は二人にさっきのいきさつと自分の体の状態について話し、ようやく一息ついたところだった。

　綾佳は純の体を上から下まで見回しながら訊く。

「怪け我がの具合は？」

「もうだいぶんいい。回復力も戻ったみたいだからな」

「目がよく見えなくなるっていうのは、力がなくなることと関係あるの？」

　純は髪の毛の中に手を突っ込んで後頭部の傷を探りながら、帰り道にずっと考えていたことをぽつりと語る。

「俺おれ、こんな体になる前は、視力〇・〇三くらいしかなかったんだよ。……だから、もし人間に戻る瞬間があるんだとしたら、目がかすんでよく見えなくなっても、おかしくないと思う」

　高校三年生の初夏、エレベーターの中で〈モノ〉と融ゆう合ごうしてしまったとき、まず最初に純を戸惑わせたのは、ほとんど傷を負わない体と、急激に回復した視力だった。そして今、それと逆の現象が起きている。

「人間に戻る瞬間、か」

　水み藤とうがつぶやく。純は水藤と綾佳を等分に見た。

「二人はないわけ？　そういうこと全然」

「多分ないとは思うけど。でも純だって襲おそわれるまでは気づかなかったんだし、もしかしたら私たちもわかってないだけかもしれないわよね」

「そうでないなら、純が……十じゆう文もん字じを喰くったこととも関係しているのかもしれない」

「俺一人の体じゃ、『二人分』は荷が重いってこと？」

「わからないけれど、純の中で同化した〈モノ〉の塊かたまりが大きくなった分、人間の部分と〈モノ〉の部分のバランスがとれなくなってきたと考えることもできるかもしれない」

　綾佳は純の隣で膝ひざを抱かかえながら唸うなり、そわそわと窓の方をうかがった。

「ところで、純がぶっ飛ばしちゃった通り魔まの件、大丈夫かな。警察は純のことも……捜したりするのかしらね」

　ふっと水藤が顔を伏せた。何か考え込むように、じっと手元に目を落としている。ふつりと外界とのつながりを遮しや断だんしたような、自分の中の何かと会話をしているような、そんな考え込み方だった。

「水み藤とう？」

　純じゆんは声をかけてみる。綾あや佳かも彼の方を見る。

「どうした」

「いや」

　水藤は首を横に振った。

「なんでもないよ。……それより、確かに今後のことを考えなきゃいけないな。純が公おおやけの場に引き出されるようなことになるとまずい。また、ここから逃げ出すことも覚悟しておかないと」

「悪いな」

「君のせいじゃない」

　水藤の口調はきっぱりしていた。水藤は「ひとまず様子を見てくる」と言い、部屋を出ていった。




　　　　　　＊




　六年二組の生徒たちが、おかめ──沢さわ村むら圭けい吾ごの行方ゆくえ不明を正式に知らされたのは、二時間目が始まる前の休み時間だった。

　担任は神妙な顔をして、「昨日の夜、沢村くんがいなくなった」と話した。

　麻生あそう穂ほ高だかはその時、頭の血がすうっと下がるのを感じた。

　みんなざわめいたが、すでに前情報は得ていた。今け朝さ、息子むすこがいないことに気づいたおかめの母親が、仲よしの友達に電話をかけまくったので、噂うわさは、高い場所からこぼした水が飛び散るような勢いで同級生たちの間に広まっていた。もう一つの噂と一緒に。

　けれど穂高は、正式に公式に、担任教師がそのことを口にするまで、おかめの行方不明を心の底から信じてはいなかった。

　沢村くんは、どうやら夜中に家を抜け出したらしい。今先生たちやＰＴＡの方たちが協力して捜索している。少しでも心あたりのある人は教えてほしい。何か事件に巻き込まれた可能性もあるので、君たちも気をつけるように。今日の帰りは集団下校を徹底して……。

　そんなようなことを担任が話すのを、穂高は片耳で聞いていた。なんだか現実感がなかった。

　心あたり？　ないわけじゃない。だけど、わざわざ先生に報告するようなことでもない。くだらない話だ。大人おとなに話したって仕方がない、馬ば鹿か馬ば鹿かしい話。

　ちらりと視線を斜め後ろの席にやると、紺こん野の勇ゆう輝きが呆ぼう然ぜんとした視線を返してきた。視線を交わしてもお互いの戸惑いを交換するばかりで、穂高はすぐに目をそらした。そして、教卓の前の、主人不在の机に目をやった。クラス中の視線を浴びて、その机は不安げに縮こまっているように見えた。




　おかめがいなくなったらしいという話と手を取り合ってクラス中を駆けめぐった噂うわさ。それは、昨夜例の通り魔強盗が怪我をしたらしいというものだった。

「すごかったらしいぜ。頭からいっぱい血を流してたんだって。最初死んでるんじゃないかと思ったくらいだって。でも近づいてみるとそいつ急に目を覚まして、血のついたバット振り回してさ。ふらふらしながら逃げ出したんだ。やっぱり凶器を持ってたから、追いかけるのも怖かったんじゃないの。それに、すぐ近くにバイクを停とめてたみたいで、それに乗って逃げちゃったってよ」

　穂ほ高だかは、情報収集にあちこちのクラスを飛び回ってきたクラスメイトの一人が、朝の会の前にみんなにそう報告しているのを聞いた。どうやら隣のクラスの誰だれぞの父親が、夜中に「人が襲おそわれている」と言って飛び込んできた女の人に連れられ、現場へ行ったらしい。そうしたらそこに人が倒れていて、てっきり通り魔まに殴なぐり倒された被害者だろうと思って近づいたら通り魔ご本人だったらしく、血を流しながらも暴れられたらしい。そのまま逃げられ、まだ捕まっていないらしい。

　らしいらしいで何一つ確かなことはない。まだニュースにもなっていないその情報を、穂高は頭から信じる気にはなれなかった。こちらも、正式に公式に発表されるまでは鵜う吞のみにはできない話だ。

　だから、おかめの失しつ踪そうと通り魔が怪け我がをした話を結びつけられても、今の段階では穂高には何も言えないし、ましてや責任を追及されても困る。大体、おかめがいなくなったことを穂高のせいにするというのは、お門かど違ちがいもいいところだ。そんな奴やつらには、こう言ってやるしかない。

「馬ば鹿かじゃないの」

　穂高は目を細めて顎あごを少し持ち上げて、人を見下すときの見本みたいな顔を作った。

　周りの少年たちがカッといきりたつ。木き田だが一歩踏み出して、穂高の肩を強く突いた。

「だってお前が！　お前がおかめをけしかけたから、あいついなくなっちゃったんだろ！」

「俺おれは別にけしかけたつもりなんかないよ。おかめが『そこまでして叶かなえたい願いなんか別にないし』、なんてぐずぐずしたこと言うから、正当で人の役に立つ願い事を考えてやった。それだけ」

　昼休み。日直が面倒くさげに決めた「今日の目標」が「外で元気に遊ぶ」だった効果もあるのか、教室の中に残っている人は少なかった。校庭では、子供たちが走り回りながらあげる声が混ざり合い、渦巻いている。その悲鳴みたいな声の塊かたまりが窓から入り込んで、静かな教室の空気を外からゆっくりとかき乱していた。

　教室内は次の掃除の時間に備えて、机を前に寄せておいてある。がらんとあいた教室の後ろの空間で、穂高はクラスメイトの数人に囲まれていた。前のドアの近くでは、二人組の女子が心配そうにこちらの様子をうかがっている。

　いじめられているんじゃないかなんて勘かん違ちがいされても鬱うつ陶とうしい。穂ほ高だかは威い圧あつし返すように殊こと更さら胸を張った。

　自分を刺す周りの視線が、ややたじろぎながらも鋭さを増す。

　ふと、廊下からばたばたとやかましい足音が聞こえてきた。穂高は舌打ちする。引っ込んでいればいいのに、あの馬ば鹿か。

　がらりと教室の後ろのドアを開けて、よく日に焼けた少年が駆け込んできた。ぐるりと中を見回して、肩を怒らせる。

「何いじめてんだよ！」

「誰だれがいじめられてるってんだ」

　穂高が嫌いやそうに言うと、紺こん野の勇ゆう輝きはむっとふてくされた顔をした。お前、俺おれがいじめられてた方がよかったのか、と、穂高は内心嘆息する。

「おかめのことだよ。こいつらが、おかめがいなくなったのは俺のせいだとか言いがかりつけてんの」

「やっぱいじめられてんじゃん」

「うるさいよ」

　穂高が横目で睨にらむと、勇輝は軽く肩をすくめたあと、穂高を囲んでいる奴やつらの方に向き直った。

「なんだよ、みんなして一人を取り囲みやがって。大体、もしおかめがお告げの意味を突きとめて階段を上ったんだったら、通り魔まは逮捕されてるはずだろ！」

「『逮捕されること』が願い事じゃなかったはずだ」

　勇輝の言葉を、穂高は間髪容いれずに否定する。「通り魔に罰を与えて下さい」と、穂高は呪じゆ文もんを唱えるように言った。勇輝は口を尖とがらせる。

「同じことだろ。とにかく捕まえなきゃ罰は与えられないんだから」

「まあね。もし通り魔の噂うわさが本当だったとしても、ちょっとした怪け我がくらいで罰だとか言われても困る。誰かに殴なぐり殺されたってんなら別だけどさ」

　穂高が言うと、勇輝を含め、周りの連中はどこかぞっとしたような顔をした。

「じゃっ、じゃあ、麻生あそうはおかめのことと通り魔のことが同時に起こったのはただの偶然だって言うのかよ！　本当は……本当はおかめ、びびってたんだ。お告げが示している内容はわかったけど、それはもしかしたら危ないことかもしれないって言ってたんだ！」

　おかめの親友の木き田だ洋よう介すけが、泣きそうな顔をして怒鳴った。穂高は顔をしかめる。

「俺はそんなこと聞いていない」

「麻生はすぐ馬鹿にするからだろ！　こんなこと言ったらきっと、意気地なしだなんだって馬鹿にされるから、おかめも言えなかったんだ」

「俺はおかめが、何もわかってないくせに知ったかぶってんじゃないかと思ったんだよ。だからあいつ、そこまでして叶かなえたい願いなんかないし、とか言い出したんじゃないかってさ。本当に危ないことだって思ったんなら、そんなぐちゃぐちゃした言い訳しないで、正直にそう言えばよかったんだ。俺おれはそういう奴やつを馬ば鹿かにしたりはしない。危ないってわかってることをやる奴の方が、ずっと馬鹿だ」

「お前！」

　木き田だの顔がかっと赤くなった。そのまま飛びかかられそうになって、穂ほ高だかは一歩足を引く。だがその前に、勇ゆう輝きが間に入って木田を押しとどめた。

「まあ待て待て待て。心配すんなって！　おかめは俺が捜す。ちゃんと見つけて助け出すから、俺を信じろ！」

　穂高には勇輝の後ろ姿しか見えていなかったが、奴があの猿さるっぽい顔を崩して笑ったであろうことはわかった。前に並ぶ同級生たちの尖とがった気配がふにゃりと緩ゆるんだからだ。結局みんな、この馬鹿で無む謀ぼうな自称勇者を心のどこかで信じているのだ。屋根の上を走ったり、二階から飛び降りたり、川沿いのフェンスの上を歩いたりしている様を日常的に見ていれば、本当にこいつはすごい奴なのかもしれないと考えてしまう気持ちは穂高もわからないではない。わからないではないけれど、それでも、こんなときにこんな馬鹿を信じてしまう奴らは、やっぱり馬鹿だと思う。

　本当だな？　本当におかめを見つけ出せよ。元はといえばお前と変な勝負をしたせいでこんなことになったんだからな。がんばれよ、勇者殿。

　勇輝にそんなふうに声をかけながら、穂高の周りを取り囲んでいた奴らはだらだらと散っていく。勢いで穂高を責めてはみたものの、途中から気まずくなっていたのかもしれない。

　ただ、おかめの親友の木田だけは、硬い表情を崩さなかった。だがそれ以上つっかかってくることもなく、穂高を下から見上げるように一ひと睨にらみすると背を向けた。

　みんなが散ってしまうと、勇輝はふうっと鼻から息を吐き出す。その顔から笑みが消えた。

「本当だと思うか？　本当に、おかめは階段を上ったせいでいなくなったんだと思う？」

「知らないよ」

「どうやっておかめを捜すかな」

「……なんのあてもないのに安請け合いすんな。わかってるのかよ。危ないってわかってることをやる馬鹿の筆頭はお前だぜ」

　穂高が言うと、ようやく勇輝の顔に笑みが戻る。

「大丈夫だって。クリスティーンが逃げたときも、俺ちゃんと捕まえたじゃん。あの時クリスティーンが逃げ込んだ場所を見つけ出したのは穂高だったし。だから今回も頼むぞ！　幽ゆう霊れいだろうと化け物だろうと、立ちふさがる奴は俺が倒すからさ」

　クリスティーンとは、近所の小お母ばさんが飼っていたワニのことだ。去年そいつが脱走して、大騒ぎになったことがあった。勇輝は穂高を引っぱってクリスティーンを捜しに行き、川で捕ほ獲かくしたのだ。口を縄なわ跳とびで縛しばって無事捕まえた勇ゆう輝きはお手柄だったはずだけれど、大人おとなたちにこっぴどく叱しかられた。けれど勇輝はちっともこたえてなくて、クリスティーン捕獲を自分の武勇伝の最も輝かしいものとして誇っている。

　実際、クリスティーンの事件ののちしばらく、勇輝は子供たちの間でヒーローとしてもてはやされた。

　だが、客観的に見てみれば、彼はヒーローというよりもただの馬ば鹿かだった。

　だけど、穂ほ高だかとて別に、そんな彼が嫌いなわけではない。嫌いだったらとっくに友達をやめている。

　二年前のあの日から、勇輝の馬鹿は日に日にレベルアップしていく気がするけれど。

　勇輝の馬鹿さ加減について考えるとき、穂高はよくイカロスを思い出す。ギリシャ神話の登場人物。音楽の時間に、彼のことを歌った曲をやった。イカロスはロウで作った羽で空を飛ぶが、結局は太陽に近づきすぎて羽が溶け、墜つい落らく死しするのだ。

　いつだって太陽を目指しているような友人を見ながら、穂高は時々思う。

　俺おれはもしかしたら、いつかこいつが墜落する様を見たいんじゃないだろうか、と。

「お前さ……」

　穂高は言いかけて止まる。勇輝は問いかけるような目をして穂高を見ていたが、結局何も言わずに首を振った。

　穂高はポケットに手を入れる。冷たい感触が指先に当たった。肌身離さず持ち歩いている、壊れた腕時計だ。女物の、細身の時計。それは六時二十五分を指したまま、もう一秒も先には進まない。







　久く保ぼ田たまなみは廊下の角で、教室の方から走ってきた少年に撥はねられた。

　まさしく撥ねられたという感じで、まなみは軽く後ろに飛ばされて尻しり餅もちをつく。突進してきた少年は、少しつんのめっただけだった。

「痛あ……。何するのよ！」

　怒鳴りながら顔を上げると、木き田だ洋よう介すけの泣きそうな目と合ってしまい、まなみは息を吞のむ。

（そうだ、木田はおかめと仲がよかったから……）

　こんなふうにいきなりおかめが行方ゆくえ不明になって、混乱しているのかもしれない。実際、おかめとたいした接点のなかった子たちの中にさえ、行方不明の知らせを聞いたときにはパニックを起こすのが何人かいた。さっきの時間、隣のクラスではちょっとした騒ぎが起こっていたらしい。みんな、あの「お告げ」とおかめの行方不明を結びつけて、混乱しているのだ。

　まなみは立ち上がりスカートのお尻を払って、そっと木田の顔をのぞき込んだ。木田は黙ったまままなみをうかがい見ている。

「木き田だ、あのさ、ええと……。おかめのこと、びっくりしたね」

　うまい言葉も思いつかず、まなみが不器用に声をかけると、木田はそれには答えずにぼそりとつぶやいた。

「久く保ぼ田たさ、紺こん野のとわりと仲いいよな」

　意味がわからないのと不本意なので、まなみは顔をしかめる。

「別に仲よくなんかないよ。たまたま一年から六年まで同じクラスだったからそれなりに知ってはいるけどさ。腐くされ縁ってやつ？　でも、なんでよ」

「紺野はお告げのこと、どのくらいわかってるのかな」

「知らない。でも、考えるのは麻生あそうくんの担当なんじゃないの。麻生くんは、お告げの言葉は何かの比ひ喩ゆかもって思ってるっぽいよね」

「ふうん。じゃあ、何も知らないんだな」

　木田の独り言のような言葉に、まなみは眉まゆをひそめた。

「何それ。木田、何か知ってるの？　おかめから何か聞いてたとか？」

「いいや。だけど、お告げの言葉は比喩なんかじゃないよ。おかめ、『どこの階段なのかわかった』って言ってたから」

「ええっ、そこまで言ったくせに教えてくれなかったの？」

「むやみに話すと、お告げの力がなくなっちゃうかもしれないって思ってたんだろ。みんなそうだよ。本気で願いを叶かなえようって思ってる奴やつらは、お告げに対する自分の考えを簡単に他ほかの人に言っちゃったりしない。……久保田だってそうだろ」

　ぎくりとした。まなみはそんなにおおっぴらにお告げを信じている派を名乗っているつもりはなかったのに。

　木田は笑った。

「見てればわかるよ。お告げを信じている奴は、お告げの意味について人と話し合ったりはほとんどしない。……だからさ、本当は紺野や麻生は本気で信じていないんじゃないのかな」

「そんなのわかんないけど」

　木田はどこか思いつめた様子で、まなみはなんだか無性に不安になった。

「ねえ、木田はこれからお告げの意味を探すの？　おかめはいなくなっちゃったってのに？　まだ、叶えたい願い事があるの？」

「願い事なんて、別にない」

　木田は吐き捨てるようにそう言った。

「願い事が叶う物語はたくさんあるけどさ、大たい抵ていろくな話じゃないんだ。お金が欲しいと願ったら、大事な人が死んでその保険金が入ってきたりとかさ」

「ああ、『猿さるの手』？」

　まなみは本が好きで、よく図書館で借りて読んでいる。三つの願いを叶える『猿の手』は、怖くて悲しい話だった。

「俺おれは、そんな気味の悪いものに願い事をしたりはしない。けどさ、お告げを信じてた奴やつじゃなきゃ、お告げのせいでいなくなったおかめは見つけられないと思うんだ」

「おかめを捜すの？　そのために、階段を探す？」

　木き田だは頷うなずかなかった。けれど否定もせず、じっと床に視線を落とした。

「紺こん野のは遊び半分だ。自分との勝負のせいでクラスメイトが消えたってのに、へらへら笑ってる。何が勇者だ馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「でも、でもさ。まだお告げのせいでおかめがいなくなったとは限らないじゃない」

「そう思ってるなら、いいよ。それで」

　木田はまなみから顔をそらし、歩き出そうとする。まなみは慌あわてて引きとめた。

「待ってよ！　なんでいきなり、私にこんなこと話したのよ」

「もしもの時に、ちょっとは何かを知ってる人が必要かなと思って」

「ず、ずいぶんカッコつけたことを言うじゃんか。でも、なんで私？」

「お告げを信じている人に言わないと意味がないから。それに、久く保ぼ田たも馬鹿な願い事のためにお告げを追ったりしない方がいいんじゃないかなと思っただけだよ」

　それだけ言うと、今度こそ木田は歩き出した。まなみはそれ以上かける言葉を持たず、呆ぼう然ぜんとその背中を見送った。
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　階段、階段、階段。

　勇ゆう輝きは呪じゆ文もんのように唱えながら階段を探し回る。

　おかめこと沢さわ村むら圭けい吾ごがいなくなってから三日。怪け我がをした通り魔ま犯と思われる人物が一度見つかり、そのまま逃亡したという情報は、すでに正式なニュースとしてテレビでも流れた。

　勇輝は毎日学校が終わったあと、あちこちの階段を回っていた。学校内の階段はもちろんすべて制せい覇はしたし、町中の階段も手当たり次第上ってみた。けれど、収しゆう穫かくはなし。大体、階段を上ってどうすればいいのかもわからない。

　穂ほ高だかはこんな状況でもいつものように塾に行ってしまった。本当は今日は勇輝も塾の日なのだが、それどころじゃない。大体、勇輝は塾は嫌いで、もともとさぼりがちだった。剣道と空手の教室には欠かさず通っているけれど。そもそも塾に通うはめになったのは、勇輝が空手教室に通いたいと言い出したとき、親がその引き換えに塾にも行くことを条件として出したからだ。

　勇輝は歩道橋の上で手すりに寄りかかり、下を流れる車を見下ろした。日が落ちて暗くなった空気の中を、自動車のテールランプがキラキラと流れていく。

（数打ちゃ当たるってのは甘かったかなあ）

　勇ゆう輝きはため息をついて、がしがしと頭をかく。大体、階段探しはお告げの謎なぞを解こうとしていたときに散々やっていた。

　そもそも、あのお告げに「正解」なんてあるのだろうかと根本的なことを考えてしまう。

　他ほかの学年では、あのお告げはすっかり変形されて、「西校舎の屋上への階段を午前二時に上ると願いが叶かなう」だとか、「深夜に学校の階段を数えながら上ると、四階までしかないはずが幻まぼろしの五階が現れて、願いが叶う場所へとつながる」などという説が次々と生み出されている。

　願いを叶えてくれる相手も様々に創作されていて、階段から落ちて死んだ心優しい女の子説や、暴漢に襲おそわれて、階段の上へと逃げる途中に殺された女性説など、勇輝が聞いた限りでもかなりの数がある。これに関してはどれを信じるかは重要問題で、優しい女の子説の場合は善意で願いを叶えてくれるのだから、みんな一生懸命階段を探すが、恨うらみを持った女説の場合、願いを叶える代だい償しように魂たましいだとか体の一部だとかをとられると考えられているので、こちらを信じる人たちは不用意に願いを訊きかれたりしないよう、階段を避けたり、びくびくと上ったりする。

　こんなふうに尾ひれがつくと、とたんに噓うそくさくなっちゃうよなあと、勇輝は少し白けた気持ちになっていた。

　お告げから生まれた様々なバリエーションの噂うわさは、色々な理屈や背景など詳細がつけ足されてストーリー性豊かになっていたけれど、勇輝が手にしたあの紙に書かれていた、たった一行の文が持っていたインパクトも不思議な吸引力も失われていた。

（それにしても、お告げの紙をなくしちゃったのは痛かったな）

　勇輝は深く息を吐いて、今はもう何も入っていないポケットの中を探る。どこかで落としてしまったのか、それとも誰だれかにとられたのか。いずれにせよ、あの紙が再び勇輝のもとに戻ってくる可能性は少ないだろう。ずっと、ポケットの中に入れて肌身離さず持ち歩いていたのに。

　おかめがお告げの紙を拾ってから三週間。勇輝のポケットからも見つかり、学校中に広まってからはまだたったの二週間だ。その短い間に、よくもまあこれだけの異説が生まれたものだと思う。お告げを信じている派でも、本当に純粋に、『願いがあるならば、階段を上れ』という言葉だけをよりどころにしている者は少ない。

（みんな、怪談話とか都市伝説とか大好きだもんな）

　もともと、勇輝の学校ではそういった類たぐいの話には事欠かなかった。怖い話系の民話がたくさんあって、様々な場所に様々のいわれがある土地柄のせいもあるのだろうか。土ど壌じようがよいと、子供たちが植える新しい説話もすくすくと育つのかもしれない。

　おかめはどうだったのかな、と勇輝は考える。

　おかめを捜す上で重要なのはそこだ。奴やつは、お告げの文章の他にも、どれかの説をよりどころにしていたのだろうか。

　おかめと仲がいい奴だったら知ってるかな、と思い、勇輝の頭におかめの親友の木き田だの顔が浮かんだ。

　しばらく考える。おかめの行方ゆくえ不明を知った日、木き田だは穂ほ高だかや勇ゆう輝きに対してえらく怒っていたから、協力してくれないかもしれない。

　勇輝は軽く頭を振ると、携帯電話を取り出した。駄だ目めでもともと。向こうだってこんなときに、自分が知っていることを隠したりはしないだろうし。

　木田は携帯を持っていないので自宅にかけた。けれど話し中の反応が返ってくる。少し時間をおいてもう一度かけてみるが結果は同じ。

（ちぇ。あいつの姉ちゃんが長電話でもしてるのかな）

　今日のところは仕方ないと諦あきらめた。もうどうせ、塾が終わる時間になってしまう。親には、今の時間勇輝は塾に行っていることになっているのだ。そろそろ家に向かわないと、勇輝まで行方不明人にされかねない。

　家に向かってぶらぶらと歩きながら、おかめは本気でお告げを信じていたのかな、と考えた。

　信じていてもいなくても、どっちにしろ、おかめには特別に叶かなえたい願いなんてなかった。おかめがあんなふうに一生懸命階段を探したのは、自分が最初に「選ばれた」という思いと、勇輝への対抗心からだったのだろう。それは勇輝だってたいして変わらない。

　本当にお告げを信じているのかと訊きかれたら、勇輝は返答に困ってしまう。ただ、本当だった方が絶対におもしろい。そう思っていた。

（それだけ……なのかな）

　おかめとの勝負を始めたのは、ただの勢いだった。最初に「お告げ」を見つけたおかめがあんまりにも自分が選ばれた人だってふうをよそおうものだからおもしろくなくて、つい「俺おれが先に階段を見つけてやる！」なんて言ってしまったのだ。

（でも、本当に願いを叶える階段があるのなら、勝負なんてどうでもいいくらいに、願いたいことはある）

　家の前まで来て時間を見ると、八時半だった。頃ころ合あいの時間だ、と思い、勇輝はいつものようにチャイムを鳴らした。

　すると、家の中から廊下を走る音が聞こえてくる。なんだ？　と首を傾かしげると、玄関のドアが勢いよく開いて、母親が血相を変えて飛び出してきた。

　塾をさぼったことがばれたか、と身構える。以前にも何度か、塾から電話がかかってきてさぼりがばれ、帰ってくるなり叱しかられたことがあった。

　だが、母親は勇輝の姿を見てほっとした様子は見せたものの、とがめる気配はなかった。

「なんだよ。どうかしたの」

　訝いぶかしく思って勇輝が訊くと、母親は何から言い出したものかと迷うように視線を揺らめかせた。直感的に嫌いやな感じがして、勇輝は体を強こわばらせる。

「今、木田くんのお母さんから連絡があってね。木田くん、まだ帰ってきてないんだって」

　きいん、と耳鳴りがするほどの沈黙が落ちた。

　木き田だくん、まだ帰ってきてないんだって。

　さっき電話したとき、木田家は話し中だった。あれはおしゃべりの長電話などではなく、木田洋よう介すけを捜すために、親があちこちに連絡をしていたためだったのか。

　木田は塾も行ってないし、習い事もしていないはずだった。一緒に遊んだことは少ないが、馬ば鹿かがつくくらいに真ま面じ目めな奴やつだということは知っている。きっと遅くなるときは連絡の一本くらい入れるだろう。

　いや待て。それでも騒ぐのは早すぎる。まだ八時半だ。夜のほんの入口じゃないか。

　けれどどうしても、勇ゆう輝きの頭の中にはおかめと木田の顔が並んで浮かぶ。おかめに続いて木田までも。どうしてもそう思ってしまう。

「勇輝？」

　あまりに勇輝から反応が返ってこないので不安になったのか、母親が首を傾けながらそっと名を呼んだ。

「え？」

　遅れて、間の抜けた声を返してしまう。

　母親の眉まゆがきゅっと寄る。

「まだ、いなくなったって決まったわけじゃないのよ。もしかしたら誰だれかの家で遊んでるのかもしれないし」

「遊んでそうな奴の家にいなかったから、うちにまで電話がかかってきたんだろ」

　跳はね返すように言う。勇輝の頭の中には同じ考えがぐるぐる回る。

　木田が帰ってこない。おかめとしょっちゅうつるんでいた木田までが、いなくなってしまった。

「それとね、まなみちゃんが来てるわよ」

　混乱しているところを母親に百八十度違うことを言われ、勇輝は「は？」と声をあげた。

　その声に応こたえるかのように、居間の入口から久く保ぼ田たまなみがそっと姿を見せる。

「お前、何しに来たんだよ」

　まなみとは家がわりと近いので、小さい頃ころは何度か一緒に遊んだこともあった。だが高学年になってからは学校以外で顔を合わせたことなどほとんどない。

　まなみは泣きそうな顔をして、ゆるゆると首を振った。二つに結んだ髪が揺れる。

「……ちょっと、外に出ない？」

「外は駄だ目めよ。もう暗いし、今は何があるかわからないから……ちょっと、勇輝？」

　母親の言葉を無視して、勇輝はまなみの腕を引っぱって外に出た。

　ひんやりとした空気が首筋にふれる。さっきまでは平気だったのに、何な故ぜか今は鳥肌が浮いた。

「それで、一体どうしたんだよ」

「木き田だが、帰ってこないって……」

「今聞いたよ。何、お前なんか知ってんの？」

　まなみは洟はなをすすった。よく見たら、ほんの少しだけ泣いている。

「木田は、階段を上ったんだ」

　ぎょっとした。思わずまなみの肩をつかむ。

「何。木田から何か聞いてるのかよ？　階段ってどこにあるんだ？」

　まなみはただ首を振る。いらいらして、勇ゆう輝きはその肩を揺さぶった。まなみも揺すぶられながら苛いら立だたしそうな声をあげた。

「木田は、行方ゆくえ不明のおかめを捜すために階段を上ったのよ！」

　はっとした。教室で言い合いをしたとき、木田が真剣な目をして勇輝と穂ほ高だかを睨にらんでいたのを思い出す。

　あいつは本気だった。勇輝がヒーロー気取りでおかめを捜し出すなんて豪語している間、木田は本気で、勇輝とは別におかめを見つけ出す算段をしていたんだ。

　勇輝は携帯電話を取り出すと、穂高にかけた。だが、電波か電源のせいでかからないといった趣しゆ旨しのことを女の声で告げられて、勇輝は大きく舌打ちする。

　そのまま走り出そうとした。まだ塾には穂高がいるかもしれない。一刻も早く、このことを伝えようと思った。

　背後で、まなみが泣き叫ぶような声で何かを言っていたが、振り返らずに走った。







「麻生あそうくん」

　帰ろうとして自動ドアを開かせたところで、水み藤とうに呼びとめられた。穂高は足を止め、顔を振り向ける。

「なんですか。紺こん野のなら今日もさぼりみたいですけど」

　学校でも塾でも、教師はみんな紺野勇輝のことについて穂高に問いかけてくる。いい加減にしてほしい、と穂高はちょっとうんざりした。俺おれは別に、勇輝の兄貴でもなんでもないんだ。

　水藤の用件もまさに図星だったようで、考えるような間があった。

「落とし物をあずかっていたんだけどな」

「紺野のですか？」

「いや、もしかしたら君のかもしれない」

　意味がわからず穂高は首を傾かしげる。水藤はほんの少しためらうような様子を見せたあと、小さく折りたたまれた紙をゆっくりと取り出した。穂高は目をみはる。開かなくても、それが何であるのかはわかった。何度も目にしたものだ。

「それは……」

「三階から飛び降りた紺こん野のくんを受けとめた女の人、覚えている？」

　穂ほ高だかは頷うなずいた。忘れるわけがない。あれは衝しよう撃げき的な光景だった。勇ゆう輝きも、憧あこがれのヒーローとライバルとお姫様に同時に出会ってしまったような複雑な顔をしばらくしていた。

　髪の長い綺き麗れいな女の人だった。水み藤とうの何番目かの彼女だって噂うわさだったけれど。

「彼女が、君たちが去ったあとにこれが落ちているのを見つけたんだ」

　穂高は少し迷った末、言った。

「紺野のです。渡しておきます」

　手を出したが、何な故ぜか水藤はその紙を遠ざける。怪け訝げんに思って水藤の顔を見上げると、彼は感情の読み取れない静かな表情をしていた。

「沢さわ村むらくんが行方ゆくえ不明になったそうだね」

「……先生、お告げのこと、知ってるんですか」

　水藤は頷いた。

「沢村くんと紺野くんが、競ってこのお告げとやらを追っていたんだろう？」

　穂高は内心舌打ちした。久く保ぼ田たまなみだ。と、即座にわかる。あいつは本気でこの塾講師に惚ほれているのだ。きっとなんとしてでも気を引きたかったんだろう。端はたから見ていれば、望みなんてひとかけらもないことはわかりきっているのに。（むしろあったら困る。ロリコンの塾講師なんてまっぴらごめんだ）

「ただの、遊びですよ」

「……でも実際、一人いなくなっている」

「偶然だ」

　水藤は静かに穂高を見つめている。

　穂高は、水藤が嫌いではない。授業はわかりやすくおもしろいし、押しつけがましいところもない。教師らしからぬ浮うき世よ離れした雰囲気にも気を引かれるところがあった。

　けれどこうして一対一で向き合っていると、何故かぞくりとするものを感じて、穂高はすっと片足を引いた。

　そのとたん、いきなり背後から誰だれかに肩をつかまれた。不覚にもひどく驚おどろいて、体を震ふるわせた。

「穂高！」

　けれど振り向いたそこにあったのは見慣れた顔で、穂高は安あん堵どすると同時に腹が立った。

「勇輝、何お前。授業ならもうとっくに終わったけど？　来る時間間違えてんじゃないの」

　勇輝は荒い息を繰り返していた。ここまでずっと走ってきたらしい。そこでようやく、穂高は勇輝の様子がおかしいことに気づいた。

「何かあった？」

　勇ゆう輝きは水み藤とうに一いち瞥べつをくれたが、さほど気にした様子もなく穂ほ高だかに向き直り、息を整える。

「木き田だ、が」

「うん？」

「木田がいなくなった」

　また、穂高は血が下がる感覚を覚えた。おかめの行方ゆくえ不明を聞かされたときと同じ感覚。

「行方、不明？」

「まだわかんないけど、今んとこは」

　穂高はゆっくりと頭をめぐらせて、水藤の方を向いた。勇輝もつられて同じ方向を見る。穂高は視線で水藤の手元を示した。

「あれ、お前の。三階から飛び降りたお前を受けとめた女の人、いただろ。あの人が拾ったんだって」

　勇輝はあっと叫んで、水藤の手に取りついた。今度は水藤も素直に渡してやっている。

「あ、ありがとうございまス」

　勇輝が少し気まずそうに頭を下げる。水藤はそれに対して軽く頷うなずきながら、探る視線で勇輝を見た。

「また、誰だれかがいなくなった？」

「いなくなったのかはわかんないけど、クラスメイトの一人が、まだ家に帰ってこないんだって」

「その紙と関係しているの？」

　水藤の問いに、勇輝は詰まる。答えあぐねている勇輝に、穂高は横から追加情報を入れる。

「先生はお告げのこと知ってるよ。多分、久く保ぼ田たにでも聞いたんじゃないの」

　勇輝は目を見開いた。さらにしばらく答えに迷い、水藤の顔をじっくりと観察しながら、勇輝は不必要に大きな声で、一言だけ訊きいた。

「信じる？」







「俺おれは、クビになるかもしれないな」

　水藤はそうつぶやいてため息をついた。純じゆんはそんな彼の様子を横目で見ながら、同じように嘆息する。

　綾あや佳かが働いている店の中。綾佳は料理を運んだり注文を取ったりと動き回っている。そして純たちの向かい側の席には、二人の子供。

　今日は純のバイトは休みだった。負傷したまま逃亡した通り魔ま強盗がどこぞで逮捕されたというようなニュースが流れないかどうか一日中テレビを気にし、夕食時にはすっかり気持ちが疲れて何を作る気力も起きず、綾佳の店に来ていた。

　そこに、水み藤とうが子供を二人連れてやってきたのだ。紹介されたのでこっちも名前だけを名乗り返し、なんとなく相席をする流れになってしまった。

「こんな物ぶつ騒そうな時期のこんな時間に、小学生の生徒を飲食店に連れ込んだと知れたらかなり問題だ」

「大丈夫です。勇ゆう輝きの家には、勇輝は俺おれの家にいるってことにしておきましたから」

　穂ほ高だかはしれっとしてそう言う。

「あんたの方は大丈夫なの？」

「俺は父親と二人暮らしだから。父親は夜遅くならないと帰ってこないし」

　純じゆんの問いに穂高がそう言ったとたん、何な故ぜか勇輝の顔がひくりと震ふるえた。純は少し首を傾かしげる。

「それで、一体なんだって自分のクビをかけてこの子らを連れてきたんだよ」

「子供が二人消えたらしいんだ」

「はあ？」

　子供たちの間で、妙なものが流は行やっているらしいと水藤は言った。『願いがあるならば、階段を上れ』と書かれた紙。小学生同士の、階段探しの競争。通り魔まに罰を与えて下さいという願い。

　純の脳裏に、通り魔の頭の下に広がった血の染しみが浮かぶ。嫌いやな感じがした。

　淡々と語られる一連の事実を、純は黙って聞いていた。少年たちは、水藤が純にそのことを話すのを最初不満そうな顔で見ていたが、勇輝の方は途中から黙っているのがつらくなったのか、水藤の話に時々口を挟はさみ、事実を補足し始めた。

「消えた子っていうのは……あれか。通り魔に罰を与えてくれっていう、そういう願いをした子？」

　一通りの話を聞き終わって純が尋たずねると、水藤より早く勇輝が頷うなずいた。

「そう。……ところでさ、矢や代しろさんって何？　先生の友達？」

「いとこだよ、いとこ。ちなみにそこで働いてる彼女もそう。三人で暮らしてんの」

「へえ。親しん戚せきなんだ。あの人もそうなんだ。へえ」

　勇輝は料理を運ぶ綾あや佳かを目で追いながら、しきりに「へえ」と繰り返した。

「じゃあさ、先生や矢代さんも強いの？」

　無む邪じや気きな顔で訊きかれて、純はぎくりとした。助けを求めるように水藤を見る。

「綾佳、何かやったわけ？」

「三階から飛び降りた彼を受けとめたんだ」

　そのエピソードを聞き、純は笑った。

「まあ、俺たちも、降ってきたあんたをキャッチすることくらいはできると思うよ」

　勇輝は、笑われたことに不満半分よろこび半分の顔をした。基本的に、笑われるのは嫌いじゃない質たちなのだろう。

　穂ほ高だかは純じゆんと水み藤とうの顔を見比べながら首を傾かしげた。

「いとこがどうして一緒に暮らしてるんですか」

「色々事情があるんだよ」

　詳細設定は考えていなかったので、適当にお茶を濁にごした。だが少年は二人とも、それ以上追及してくることはなく押し黙る。

　色々な事情、というやつに弱いのだろうかとふと思った。

「お待たせしました」

　慇いん懃ぎんに言って、純たちのテーブルに綾あや佳かが料理を運んできた。温かな匂においがテーブルに満ちる。

「やあ、飛び降り少年」

　綾佳がそう言って笑うと、勇ゆう輝きは尻しり込ごんだ。

「どうしたことなの、今日は」

　綾佳は純と水藤を見ながら言う。純は軽く肩をすくめ、水藤は「あとで話すよ」と苦笑した。

　穂高は勇輝を横目で見て、少し意地の悪そうな顔をした。

「どう？　憧あこがれの彼女に再会して」

「何が憧れだよ」

　勇輝は鼻にしわを寄せて嫌いやがる。そのままスプーンを手に取ると、すごい勢いで目の前に置かれたシチューを食べ始めた。肉や野菜が、少年の口の中に消えていく。がつがつしているが汚い食べ方ではなく、むしろすがすがしささえ感じた。食べた側そばから、血肉になりエネルギーになって、彼の体を力づけているように見える。穂高はその隣で、なめらかな手つきでパスタをフォークに巻き取っていた。

　純はなんとなくぼんやりと、少年たちの食事の様子を見守る。

「それで、もう一人クラスメイトが消えたんだったな」

　しばらく黙っていた水藤が、ぽつりと言った。勇輝がぱっと顔を上げる。スプーンが音を立てて皿の上に置かれた。

「そうだ。久く保ぼ田たが」

「久保田さん？」

「そう。あいつが、わざわざ俺おれの家まで来て言ったんだ。木き田だはおかめを見つけ出すために階段を上ったって」

　穂高が怪け訝げんな顔をして勇輝を見る。

「なんで久保田が？」

「よくわかんないけど、何か木田から聞いたんじゃないのかな」

「久保田さんはどうしてる？」

　水み藤とうが言う。勇ゆう輝きは首をひねった。

「さあ。ちょっと様子は変だった気もするけど、たいして話さないままこっち来ちゃったから、そのあとのことは知らねえや。家に帰ったんじゃないの」

　それより。と言って、勇輝は水藤と純じゆんを睨にらむような強さで見つめる。

「ねえ、どうなの。先生たちさ、お告げとおかめが消えたことの関係について、本気で信じてるわけ？」

　純は返答に困って水藤を見た。

　抱かかえている事情の非現実さ加減では、純たちの方が圧倒的に上回るだろう。目の前の現実に対して「信じられない」などというセリフを口にする機会は、もう自分の人生にはないかもしれないとさえ思う。

　水藤が、純に任せるとでも言うように目をそらしたので、純は頭をかきながら軽く言う。

「うん、まあ、そういうこともあるんじゃないかと思うよ」

「本当に？」

　穂ほ高だかの疑わしげな視線に、純は苦笑した。

「世の中には意外と噓うそみたいなことがあふれかえってるもんだろ」

「じゃあ、この話、警察に話すんですか」

「なんで俺おれが。言うべきだと思うなら自分で言えよ。……というより、もうみんな知ってるんじゃないのか。それだけ広く知られた噂うわさなら、絶対誰だれかが話してるよ」

　この非常事態だ。警察でもそうじゃない大人おとなでも、子供たちの話を真剣に聞いただろう。今現在も、捜索の手がかりの一つとされているかもしれない。

　行方ゆくえをくらませた子供はお告げに従って階段を上り願いを叶かなえ、そして消えてしまった。

　その言葉をそのまま信じた可能性は限りなくゼロに近いとしても。

「あのさ、俺たちに対して信じるのかって訊ききたくなる気持ちはわかるけど、そっちはどうなの。あんたらは、俺たちが『信じる』って言ったら、その言葉信じるの？」

　勇輝と穂高は顔を見合わせる。答える役を押しつけ合うような視線のやりとりのあと、穂高がしぶしぶといった調子で口を開いた。

「なんでそんな簡単に信じるなんて言えるのか、それは、訊きたいです。信じろって言ってるくせに、矛む盾じゆんしてるかもしれないけど」

　純はしばらく考えた。幾通りか答えを考え、結局一番率直なものを選ぶ。

「別に、理由は単純だよ。俺たちは、あんたらの話よりもずっと、信じがたい出来事に何度も直面しているから。それだけだ」

「信じがたい出来事って？」

　水藤がとがめるような視線を向けた。純はそれを無視して、せいぜいうさんくさそうな口調で言った。

「テレビなんかで見たことあるだろ。除じよ霊れいのようなことをする人たち。ああいう仕事、やったことあるんだ。モノ祓ばらい師っていうの」
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　まなみは震ふるえていた。

　こんなつもりじゃなかった。まなみだってお告げを追っていたし、叶かなえたい願い事だってあった。けれどそれは、まなみくらいの歳としの子なら誰だれだって願ってみたいたわいないものでしかなくて。

　それなのに。

「先生、私、階段を上ったよ」

　まなみは塾の横手にしゃがみ込んでいた。

　水み藤とうはもう塾を出たあとだった。おそらく穂ほ高だかに知らせるために塾に向かったであろう勇ゆう輝きの姿も、塾内には見られなかった。

　まなみは自分の足を抱だきしめるようにしてしゃがみ込み、すり傷を作った膝ひざの上に顔を伏せる。鼻を寄せると血のにおいがした。寒い。さらに体を縮めるが、寒さむ気けは治まらない。薄桃色のやわらかいダウンジャケットは、一向にまなみの体を寒さから守ってくれない。風か邪ぜをひいたのだろうか。恐怖のせいだろうか。それとも、何かがまなみの背後に取り憑ついて、まなみの体から魂たましいを引っぱり出そうとしているためなのだろうか。

　ぽつりと足あし下もとに水滴が落ちた。まなみは顔を上げる。次の一滴は、まなみの頰ほおの上に落ちた。それは涙のようにまなみの頰をすべる。ずいぶんと大粒の雨だ。

　降ってくる雨粒は数秒のうちに数を増し、本格的に降り始めた。それでも移動するのがおっくうで、まなみはそのまま動かずにじっとしている。そうしているうちに、雨にまぎれて本当に涙が流れ始めた。

　木き田だがいなくなった。まなみはその現場を見てしまっていた。

　半分土に埋もれたような、長い階段。木田はそれを上っていき、そして戻ってはこなかった。

「階段を見つけた？」

　放課後の教室。まなみの問いに、木田は硬い表情で頷うなずいた。

「おかめのばあちゃんから、聞いたんだ」

　俺おれはこれから、その階段を上るよ。

　まなみは止めた。またもう一人、クラスメイトが消えてしまったらと思うと、恐ろしくて仕方がなかった。けれど木田は、まなみの制止を聞かなかった。

　まなみは木田のあとについて、そのお告げの階段の下に行った。階段を覆おおい隠すように茂っている木々は、夕暮れの光を浴びてオレンジ色に染まっていたけれど、木の陰になっているその古びた石の階段は薄暗かった。半分土に埋もれかけた階段。忘れられた階段。ものすごい段数があるというわけではないのに、階段の一番上を見上げていると、いくら上ってもそこに着かないのではないかというような気がした。

「本当に、ここなの？」

「ここだ」

　木き田だは即答した。

「ここだよ」

　まなみの心臓の辺りが、じんと痺しびれた。心が震ふるえる。あの「お告げ」の言葉を信じ続けていた自分の心と、この階段が持つ不可思議な空気が共振していた。

　そうして、木田は階段を上った。何が飛び出してきても対処できるように身構えながら、慎重に、ゆっくりと。

　まなみは力ずくで止めることも追いかけることもできず、呆ぼう然ぜんと木田の後ろ姿を見つめていた。

　階段を半分あたりまで上ったとき、ふと木田の足が止まった。何かを探すようにきょろきょろと辺りを見回している。その様子が、見えない誰だれかに声をかけられたかのように見えて、まなみは恐ろしくなった。

　木田はしきりに頭を動かして周りの様子をうかがっていたが、突然すうっとその動きを止めた。まなみからは木田の顔は見えなかったけれど、その木田の様子の変化は奇妙に映った。

　立ち止まっている時間は、さほど長くなかった。しばらくすると、木田は残りの階段を上り始めた。それまでの慎重な足取りではない、ふわふわと浮かび上がっていきそうな上り方だった。木田は階段のてっぺんまで上り、見えなくなった。

　そして、戻ってはこなかった。

　おそらくまなみは、そのまま引き返して、誰かに知らせるべきだったのだろう。

　けれどまなみは階段を上った。木田の名前を呼びながら。そして、出会ってしまったのだ。

　──あなたも、願い事をしにきたの？

　ぞっとした。だけど、魅み入いられた。

　その時のことを思い出して、まなみは雨の中、ぎゅっと膝ひざに顔を押しつける。

　私は間違ったことをした。わかっている。だけど、じゃあ、どうすればよかったというのだろう。あいつは、私の体の中から願いを引っぱり出した。

　私はどうなるんだろう。

　まなみは震えながら考える。

　木田はどうなったんだろう。私は、どうなるんだろう。

　誰かにあの階段のことを話し、調べてもらうべきだとはわかっていた。実際、まなみは一度家に帰り、母親に相談しようとした。けれど、何な故ぜか言えない。口に出せない。言葉が喉のどでからまり、出てこない。

　まなみは一人きりで、雨の中塾の脇わきに座り込み続けていた。早く帰らないといけないことも、親が心配しているだろうことも、こんなところにいたって先生は決して迎えに来てくれないこともよくわかっていたけれど、なかなか動き出す気にはなれなかった。

　馬ば鹿かで無鉄砲な、腐くされ縁のクラスメイトのことを思った。

「勇者なんでしょ。……助けてよ」

　膝ひざに顔を埋うずめたまま、まなみは小さくつぶやく。
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　俺おれは一体何をやっているのだろうと、水み藤とうは片手を顔に当てた。

　二人の少年を穂ほ高だかの家に送り届けたところで、雨が降り出した。穂高は傘かさを貸してくれようとしたが、返すのが面倒だったので断り、水藤は一人雨の中を歩いた。

　ぐったりと疲れていた。体ではなく、精神が疲ひ弊へいしきっている。

　視界の端に、電話ボックスが立っているのが見えた。水藤は思わず足を止める。そうしてから、足を止めてしまった自分にちりちりとした苛いら立だちを感じた。

　ここ一ひと月つきほど、水藤はずっと戸と塚つかを避けていた。自分から彼女を頼ったくせに、結局彼女に自分の内面を見続けられることに耐えられなくなって逃げ出した。

「話をしてよ」

　そう言ったときの、戸塚の飄ひよう々ひようとした微笑を思い出す。彼女は時々車に乗ってやってきて、水藤を助手席に乗せると海沿いを走った。そうしながら、水藤に話をすることを求めるのだ。

「私だって、なんでもわかるわけじゃないのよ。だから、あなたのこと、何か話してよ」

　そう言われても何を話せばいいんだろうと水藤が困っていると、彼女は「なんでもいいのよ」と言って笑った。

「小さい頃ころの話とか、好きなものや嫌いなものの話とか、あなたの仲間の話とかね」

　自分の話をするというのは結構難しくきまりの悪いものだった。けれど、水藤がぽつぽつと話すのを、戸塚はいつだって楽しそうに聞いていた。

「まるでカウンセリングだな」

　水藤が自じ嘲ちよう的に笑うと、戸塚はあらと言って首を傾かしげた。

「一方的に話をするのが嫌いや？」

「そういうわけじゃないけど」

「私のことも知りたい？」

「……知りたくないこともない」

　冗談めかした戸塚の問いに水藤も同じような調子で返すと、彼女はふふっと笑った。

「なら、なんでも訊きいていいわよ。どうぞ？」

　どうぞと言われると質問にも困った。苦笑しながら、じゃあ、戸と塚つかさんの実家はどんなところと尋たずねると、彼女は屈くつ託たくなく答えた。

「青森よ。あなたと初めて会った場所から、そう遠くないところ。土地がたくさんあって、古くからのなんたらが色々伝わってるらしいリッチな農家だったわ。おばあちゃんがイタコをやってて、私は小さい頃ころからおばあちゃんと一緒に口くち寄よせの仕事をしてた」

「どうして東京に？」

「田舎いなかの霊れい媒ばい師しだって、都会に憧あこがれてみることもあるんです」

　おどけた笑顔で言って、戸塚は「それに」とつけ加えた。

「仙せん谷たにの件が片づいたあと、あなた連絡くれたじゃない。これからまた別の場所に行くって。なんかあの時、つまらないなと思ったのよ。あの頃あなたたちがどこに住んでいたかなんて知らないし、どっちにしろまた会う可能性なんてほとんどなかっただろうけれど、これから旅立つって連絡を受けて、なんだかおいていかれるようなつまらなさを感じたの。それならいっそ、私もどこかへ旅立つかって思ってね」

　結果としては成功ね。

　その時のことを思い出して、水み藤とうは苦く笑った。

（成功だなんて、言わない方がいいよ）

　気がつくと、水藤は電話ボックスに近づいていた。中に入り、扉を閉める。体にかかる雨の感触がなくなって、とたんに濡ぬれた服が重みを持った気がした。

　目の前の電話機を見つめる。戸塚の番号は、すでにそらんじていた。

　会いたいと言えば、きっとすぐに会ってくれるだろう。水藤が連絡をしなくなってからも、戸塚はよく塾の前で待っていた。その姿を見るたびに、会ってしまわないようこそこそと逃げ回っていたけれど。

　水藤は受話器を取り上げた。小銭を吞のみ込ませ、ボタンを押す。

　彼女は、今の俺おれを見たらなんと言うだろう。

　思って、ボタンを押す指が止まった。

　そもそも彼女は、俺と言葉を交わしながら、いつも何を思っていたのだろうか。

　人さし指を番号のボタンに向けたまま、水藤はしばらく固まっていた。けれど結局続きを押すことはできず、受話器を戻した。カシャンと軽い音がして、小銭が戻ってくる。

　小銭を取ることもせず、水藤はぼんやりと電話機を見つめた。

　晩夏のあの日、戸塚に再会してから、水藤は彼女と様々な話をした。自分のことを語り、彼女の話を聞いた。お互いに関する情報は増えた。けれど、何かわかり合えることはあっただろうか。

　水藤は自分のことがわからなくなって、戸塚に会うことを求めた。けれど彼女は、そのことについてほとんど何も言わない。

　電話機を見つめながら、水み藤とうは口元だけで笑った。

　笑ったまま、後頭部をガラスにつけて、小さくつぶやいた。

「助けてくれ」

　電話ボックスの外では、大粒の雨が降り続けている。
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「それで、純じゆんはどう思ってるわけ」

「まあ、五分ぶ五分かなと」

　大粒の雨が傘かさを叩たたく。夜になってから降り出した雨に、店の人が貸してくれた傘だった。

　綾あや佳かが勤める店からの帰り道、純は二人の少年との会話の内容を彼女に話した。

　水藤は少年たちを送っていくため、先に店を出ている。

「事故や事件の可能性五分、〈モノ〉が関かかわっている可能性五分ってこと？」

「そんなもん」

「それにしてもあんたは子供をなめてるわけ。余計なことまでぺろっとしゃべっちゃって。子供の噂うわさは雪だるまらしいわよ。変な話が広がったら、ここにも居づらくなるじゃない」

「大丈夫だろ、あの子たちは。秘密と秘密の交換の場合は、結構大事にそれを守るもんだよ。そういうところ、子供は結構律りち儀ぎだ」

　綾あや佳かは呆あきれた顔をする。

「で？」

「で、って？」

「関かかわるの？」

　綾佳の問いに、純じゆんは一瞬黙る。

　子供が二人も消えたということならば、騒ぎはこれから加速度的に大きさを増すだろう。そこに首を突っ込むのは、あまり賢いこととは言えない。

「……子供の安否が関わってるんだ。できるもんならなんとかしたいだろ」

　もし〈モノ〉関係なら、俺おれたちにしか対処できないかもしれないんだし。

　そうつけ加えると、綾佳はふっと笑う。

「七なな倉くらさんに連絡して逃亡、という手もなくはないけど」

「おいおい、いい加減にしろよ」

「まあね。あの人をそんな便利屋あつかいには確かにできないけどさ」

　綾佳は純を一いち瞥べつして、ため息と一緒に──どこかうらやむような色を込めて言った。

「あんたは、自分の手の届く範囲のことは、なんとかしたいのよね。逃げ出してきたあの日から、いつだってさ」

「綾佳？」

「いいわよ。つきあう。もし本当に、この件に〈モノ〉が関わっているのなら、なんとかしましょう」

　そう言って笑った綾佳の顔が妙にやわらかくて、純は何な故ぜか少しうろたえた。

　通り過ぎる家々が、キラキラと光っている。この季節、住宅街は競ったようにきらびやかになる。クリスマスに向けて、庭の木という木には電飾が巻きつけられ、とりどりの色の光を放っている。派手な家では発光するサンタや雪だるまの置物を据すえ、ベルやプレゼントの形の電飾を外壁にはりつけて、おもちゃ屋のような外観になっている。

　綾佳はその平和そうな光景を眺ながめながらつぶやいた。

「子供が消えていくなんて、まるでハーメルンね」

「あれは、鼠ねずみ退治をした笛吹き男が、謝礼を払ってもらえなかったのに腹を立てて、子供を大量にさらったんだっけ？」

「お話ではそうよね。でも実際は、子供たちがたくさんいなくなったって記録があるだけで、詳細はわからない。……ハーメルンの子供たちは帰ってこなかったけど、この町の子たちは、取り戻さなきゃね」

　きらびやかな住宅街を抜けて、暗い海岸線の道に出た。綾佳は傘かさをくるりと回す。傘の上にたまった水滴が飛び散った。
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　目をつぶると、あの時まなみが階段の途中で聞いた、透き通った女の声が耳の中によみがえる。

　──あなたも、願い事をしにきたの？

　まなみはベッドの中で手足を縮めて、頭から布ふ団とんをかぶった。

　あのあと、雨の中傘かさもささずに塾から戻ってきたまなみは、泣きそうな顔をした母親に叱しかりとばされた。気がつけばもう、十時近くになっていた。木き田だに続いてまなみまで行方ゆくえ不明になったのではと、騒ぎになりかかっていたらしい。

　母親はさっきまであちこちに電話をかけ、まなみが無事に帰ってきたことを伝え、しきりに謝っていた。

　けれど、木田は帰ってはこなかった。まなみの耳にまでは届いてこないが、きっと騒ぎは今でも続いている。

　──あなたも、願い事をしにきたの？

　消えろ、消えろとまなみは小さくつぶやく。

　どうしてあの時、私はあの声に応こたえてしまったのだろう。まなみはさっきから何度も自分に問いかけていた。

　戻ってこない木田を追って上った階段。その途中で聞いた、透き通った女の声。幽ゆう霊れいっていうのは声まで透き通っているものなのだろうかと馬ば鹿かなことを考えた。

　──あなたも、願い事をしにきたの？

　繰り返された問いに、まなみは無意識のうちに頷うなずいてしまっていた。操られるように、ゆっくりと大きく。

　そのとたん、声の主の見えない手が、まなみの体の中に潜もぐり込み、心に収めていた願い事をわしづかみにして引っぱり出した。そうとしか考えられない。まなみの唇くちびるは、まなみの意思とは切り離されて、ゆっくりと動いていた。

（恋をしてるの）

　私は何を言っているんだと、まなみは愕がく然ぜんとする。木田を捜さなきゃいけないのに、私まで何をやってるんだ。

（恋を叶かなえたいの）

　自分のその言葉が、呪じゆ文もんになったかのようだった。その言葉を吐き出したとたん、何かのスイッチが入ったように、まなみの足が勝手に、上りかけの階段の次の段にかかった。ふらりと一歩上る。そのまままなみの足はだんだんと速くなり、石段を踏みつけていく。心の片隅で、ほんの一つまみの理性が、駄だ目めだ上っちゃいけないと叫んでいたけれども、その声はまなみの耳までは届かなかった。

　古びた石の階段を、上る、上る、上る。

　一段上がるごとに、靴くつの下で砂をすりつぶす音が響ひびく。

　もうすぐ一番上に着くというところまで上ったとき、まなみの足は階段を一段踏み外した。あ、と思う間もなくバランスを崩し、そのまま転げ落ちる。

　数段転がり落ちたところで、まなみの体は段の途中に引っかかるようにして止まった。亀かめのように丸くうずくまるような格好になっていた。

　ひりひりと両りよう膝ひざが痛んだ。見ると、黒くすりむけて血がにじんでいた。血を見ると尚なお更さら痛くなってきて、まなみは目をそらして階段の下を見た。下まで転げ落ちていたらただではすまなかったと思い、そこでようやくはっとする。

　私は、何をやっているんだ。

　階段を上ってしまったこと、願い事を訊きかれ、答えてしまったことを思い出して、まなみは青くなった。階段の上を振り返ることはできない。そこには、あの声の主が立って、まなみが上ってくるのを待っているかもしれないから。

　気がつくと、まなみは階段を駆け下りていた。ほとんど落ちるような勢いで駆け下り、一番下まで着くとそのままの勢いで走り出した。

　木き田だのことも、膝の痛みも、その時は吹き飛んでいた。

　ただただ、その場から逃れることだけを心に念じて、走った。




　眠れるわけがないと思っていたのに、ベッドの中で丸くなっていたまなみは、いつの間にかうつらうつらしていた。

　まなみは、夢の中で空を飛んでいた。

　夢の中の空は、現実と同じで大粒の雨をしたたらせていた。まなみは自分の体の中を、冷たい雨がすり抜けていくのを感じる。

　まなみは両手を広げ、鳥のように飛んでいく。眼下には町明かりがこまごまと光っており、その向こうには黒い海が広がっている。

　私はどこに向かっているんだろう。

　現実そっくりの町の上空を飛びながら、まなみはぼんやりと考える。

　やがて、海に近いマンションが見えてきた。夢の中のまなみの体は、そのマンションの方へ引き寄せられていく。

　そのマンションの窓には、ぽつぽつと明かりが灯ともっていた。白い清潔な明かりの部屋もあれば、少し黄色がかった温かい明かりの部屋もある。けれど、明かりが消えている黒い窓の方が多い。その部屋の住人は、もう眠っているのだろう。

　まなみは、明かりがもれている窓の一つに近づいた。五階の角部屋。レースのカーテンの上に、ライトブルーのカーテンが三分の二くらい引かれている。まなみはその隙すき間まから部屋の様子をのぞき込んだ。

　すっきりとした部屋だった。フローリングのリビングには、ソファーとテーブル、テレビがあり、ベージュ色の床が白い照明に照らされて光っている。

　かちゃり、と音がした。視線を向けると、リビングの入口のドアが開いて人が入ってきたところだった。その人物を見て、まなみは息を吞のむ。

　先生だ。

　夢の中だというのに、まなみは慌あわててカーテンの後ろに身を隠した。そっと顔だけをのぞかせて、部屋の中をうかがい見る。

　水み藤とうは少し疲れた様子でソファーの上に腰を下ろすと、テーブルに載せてあった新聞に手を伸ばした。いつも塾で見せる「先生の顔」とは違う動きと表情。まなみは不思議なものを見る気持ちで、水藤の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見守った。

　恋を叶かなえたいなんて願い事をしたから、こんな夢を見たのかな。

　ふとまなみはそう考える。夢は夢だけれど、現実では決してあの人のプライベートの空間になんて入れないから、これは少しうれしいかもしれない。

　さっきまでの焦しよう燥そうや恐怖が薄れて、まなみは幸せな気分になってきた。

　物の細部までよく見える、色つきの夢の中で、まなみの感情だけがリアルから離れていた。

　こんな時に、こんな夢を見たくらいで幸せになるなんておよそ現実的じゃない。

　そう自覚しながらも、夢でくらい笑っていてもいいじゃないかと思う。罪悪感は現実の方に置いてきて。

　だが、突然まなみの笑顔は凍った。

　新しい人物が、リビングに入ってくる。髪の長い、綺き麗れいな女だ。襟えりぐりの広いシャツとジャージというラフな格好で、風呂あがりらしく濡ぬれた髪をタオルでふいている。

　あの人だ。水藤に会いに、塾に来た人。落ちてきた紺こん野のを受けとめた人。

　彼女は冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し、コップに注つぐとそれを飲みながら水藤の横に来た。慣れた動きで隣に座り、水藤に何か話しかける。水藤は顔を上げ、少し笑う。生徒に向けるのとは違う、自然な微笑ほほえみ。

　やっぱり彼女だったんだ。それも、ただの彼女じゃない。一緒に住んでいるんだ。

　かっと怒りが頭に上った。それは理り不ふ尽じんな怒りだった。

　普段のまなみなら、こんな場面を見たとしても怒ったりはしない。そのはずだ。ショックを受けたりめそめそ泣いたりはするかもしれないけれど、こんなふうにむやみに攻撃的な感情を向けたりはしない。

　まなみは怒りを感じながらも、自分の感情にひどく戸惑った。制御できない。憎い憎いと思いながら、私は誰だれに、何に対して怒っているのだと混乱する。

　いつの間にか、まなみは隠れるのをやめていた。カーテンの隙すき間まから全身を見せるように立って、食い入るように二人を見つめていた。

　ふと、彼女の視線が上がった。まなみと目が合う。彼女は驚おどろいた顔をして立ち上がり、ベランダに駆け寄ってくる。

　窓が開いた。風に煽あおられて、彼女の濡ぬれた髪が踊る。

　これが夢ではなく現実だったら、お互いの息がふれ合うだろうという至近距離で、まなみは彼女と向き合った。

　大きな瞳ひとみと長い睫まつ毛げ。なめらかな白い肌。とても綺き麗れいな女の人。

　まなみはその綺麗さにさえ憎しみを覚えた。

　両手を伸ばし、彼女の白い喉のどをつかむ。雨はすり抜ける体なのに、まなみの手はしっかりと彼女の喉の感触をとらえていた。そのまま力を込める。いや、自然にまなみの手に力がこもっていく。自分でも恐ろしいくらいの力で、まなみは彼女の首を絞め上げていく。実際のまなみには、こんな力はない。

　嫌いやだ。こんな夢は嫌だ！

　まなみは叫ぼうとした。泣きわめいてしまいたかった。けれど、自分の顔が泣き顔からは程遠い、怒りに満ち満ちた表情になっているのがわかる。
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　違う私はこんなことしたくないこんなこと望んでいない。

　まなみの心の叫びとは裏腹に、夢の中のまなみの手は、彼女の体が浮き上がるほどに強く首を絞め上げる。首をつかんだまま、まなみの体はじりじりと後ろへ下がってゆき、彼女の体が手すりに乗りかかる。

　覚めろ。覚めろ覚めろ覚めろ。

　まなみは念じ、ベッドの感触を必死に求めた。けれど悪夢は途切れることなく、目の前の彼女の苦しげな表情が鮮明にまなみの瞳ひとみに焼きつけられる。

　彼女は苦しげな表情の下から、鋭い視線をまなみに投げた。まなみの手首をつかんでいた手を伸ばし、逆にまなみの喉のど元もとをつかみ返そうとする。

　殺される。

　とっさにそう思って、ぞっとした。

　今、彼女を殺しかかっているのはどう考えてもまなみの方なのに、彼女が手を伸ばした一瞬、まなみは凍りつくような恐怖を感じた。

　だが彼女の手は、戸惑うように空中で止まる。

「あなた……生きてるわね？」

　彼女の声が、まなみの耳を打った。それは夢にしてはあまりに生々しい「肉声」だった。

　ぐらりと世界が傾かしぐ。

「綾あや佳かさん！」

　彼女を呼ぶ水み藤とうの声が響ひびく。その瞬間、まなみの中でふつりと何かが切れた。

　まなみはつかんでいた彼女の首を、叩たたきつけるように空中で振り捨てた。

　ベランダの手すりに乗り上げていた彼女の体は、外側へと放り出される。

　あっ、と、彼女の短く小さな悲鳴があがった。その声だけが五階の高さに残り、彼女の体は下へと落ちていく。

　なびく髪がまなみの鼻先をかすめた。

　こんな夢は、嫌いやだ。

　まなみは両手で顔を覆おおい、喉が破れるような声で叫んだ。下から、重いものが叩きつけられるような音が聞こえた。

（恋をしてるの）

（恋を叶かなえたいの）

　その願いの結果が、これか。

　邪じや魔まな人間は消してやったということか。

　叫びながら、まなみは逃げ出した。空を、矢のような勢いで飛ぶ。

　自分がどこに向かっているのか気づいたときには、もうその場所は目前に迫っていた。

　階段が、見えた。
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　少女の絶叫が聞こえて、純じゆんはぎょっとして飛び起きた。

　慌あわてて部屋を出ると、リビングの方から走ってきた水み藤とうとぶつかりそうになる。

「なんだよ今の？」

「綾あや佳かさんが落ちた」

「は？」

　わけがわからないまま、純は水藤のあとを追って走る。外へ飛び出し、階段を下りるのが面倒で、手すりを乗り越えて一階ずつ飛び降りる。

「さっきの悲鳴、綾佳の声じゃないだろ」

「俺おれの教え子だ」

「はあ？」

　一向に事情がわからない。

　地上に着くと、純と水藤はマンションの周りを半周して、ベランダの下にあたる場所へと走った。

「綾佳！」

　彼女の姿を見つけ、純は声をあげて走り寄る。

　綾佳は路面に座り込み、左手で肩の辺りを押さえていた。けれど、純たちが近づいてくるのを目にとめると、軽く片手を上げて無事を示す。

「痛あ……。着地しそこねた」

「怪け我がは？」

「打ち身。でもすぐ治るわ」

　純はほっと息をつこうとし、逆にその息を吞のみ込んだ。

「お前、それ」

　綾佳の首を示す。そこには、誰だれかに絞め上げられたような、赤い手のあとがついていた。

　綾佳は純の視線で理解したようで、顔をしかめて自分の首をさする。

「霊れい的てき〈モノ〉みたいな女の子に襲おそわれたのよ。首を絞め上げられて、叩たたき落とされた」

「喰くわなかったのか？」

「完全な霊的〈モノ〉じゃなかった。異様に濃かったの。多分、あの子まだ生きてる。いわゆる『生き霊りよう』ってやつじゃないかな」

　純は水藤の方を振り返る。水藤は完全に表情を消していた。

「お前の教え子だって言ってたよな」

「そう。塾の生徒だ。久く保ぼ田たまなみ。さっき、あの二人の少年の会話に出てきただろう。今日行方ゆくえ不明になった木き田だという子が、階段を上ったらしいと紺こん野のくんに伝えた女の子だ」

「それって……」

　純じゆんは顔をしかめる。綾あや佳かは肩を押さえた姿勢のまま、一つ頷うなずいた。

「〈モノ〉が関かかわっているのは、確実みたいね」

　どうする？　と問いかけるように綾佳が純を見上げた。

　純の耳の中には少女の叫び声が残っていて、なかなか離れてはくれなかった。
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「意識不明だそうだ」

　水み藤とうは受話器を置くと、純たちの方を振り返らないまま言った。

　朝を待って、水藤は麻生あそう穂ほ高だかに連絡をし、久く保ぼ田たまなみの様子を探ってもらうよう頼んだ。穂高はクラスの連絡をよそおってまなみの家に電話してみることを約束してくれた。今水藤は、その折り返しの電話を受けたところだった。

　まなみは朝、いつもの時間には起きてこなかったという。けれど、最初は家族の誰だれも、さほど気にはしていなかった。

　彼女の異常が明らかになったのは、穂高の電話を受けてからだった。母親は、クラスメイトから電話だと伝えるため、コードレスフォンを手に持ったまま、まなみの部屋に入ったらしい。まなみ、まなみと呼ぶ声が、だんだん切せつ羽ぱ詰まったものに変わっていくのを、穂高は電話越しに聞いた。

　電話口に戻ってきたまなみの母親の声はひどくとり乱しており、まなみの意識がないことと、これから病院に連れていくことを口早に告げ、電話は切れたそうだ。

　水み藤とうは壁に背をあずけてため息をつく。

「『何があったんですか』って、今にも説明を求めてここにやってきそうな声で訊きかれたよ。まあ、当然だろうけど」

「どうするの。昨夜のこと、あの子たちに話すわけ？　……いえ、その前に、本当にこの件に関かかわるの？」

　綾あや佳かは腕を組んで、純じゆんと水藤を見る。水藤は軽く目を伏せた。

「君たちの判断に任せるよ」

　綾佳は唇くちびるを引き結び、考えているようだった。純は彼女の言葉を待った。自分の答えはすでに出ていた。

「昨夜のあの子は、わざわざこの部屋までやってきて、私を襲おそった。もう他ひ人と事ごとじゃないわよね」

　綾佳はそう言って、今度は純に回答権を譲ゆずるように視線を寄よ越こす。

「……俺おれは、あのガキどもに言っちゃったからな。モノ祓ばらい師だって。言ったからには、それらしい働きをしないといけないだろ。久しぶりの、仕事だよ」

　綾佳は唇の端を少し持ち上げた。

「報ほう酬しゆうは出ないわよ？」

「馬ば鹿か言え。俺たちがモノ祓いの仕事をしてきた第一の目的は、金じゃないだろ」

　もし、子供たちが上ったという「階段」に〈モノ〉がいるのならば、今三人の体を襲っている飢うえを、多少なりともしのぐことができるかもしれない。このような手の込んだことをする〈モノ〉が、ただの霊れい的てき〈モノ〉であるとも思えない。おそらく、ある程度の力がある半物質的〈モノ〉であると考えていいだろう。

「こんな事件に関わるからには、本当に覚悟しなきゃなんないわね」

「見つかる覚悟？」

「そう。それからまた逃げ出す覚悟と準備」

　綾佳は言って、少しだけ笑った。

　純は水藤に視線を移す。水藤は黙ったまま、純の視線を受けて軽く頷うなずいた。その表情からは、内面は読み取れない。

「水藤は？　いいのか、それで」

「いいよ」

　水藤は静かに答えた。純はふと、理由のわからない違和感を感じる。

「お前、大丈夫か」

　考える前にそう問いかけていた。水藤は驚おどろいた顔をする。

「何が？」

「いや……」

　何がと訊きかれると答えに困る。ただ、今感じた違和感の正体を逃がすまいとして、一時は挨あい拶さつと化していた──最近ではほとんど使わない問いかけを口にした。

「元気か？」

　少しの間があった。だがすぐに、水み藤とうは苦笑する。

「元気だよ」

　水藤が蠱こ毒どくのダメージからほとんど回復したことはわかっている。けれどその回復と同時に、純じゆんは正体のつかめない不安感を時折感じるようになっていた。

　結局違和感の理由はつかめず、純は諦あきらめて息をつく。

　その時、小さな音量で流しっぱなしにしていたテレビから、少し急せいたようなアナウンサーの声が聞こえてきた。
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「おかめと木き田だが見つかったんだって！」

　勇ゆう輝きが、塾の講師室に駆け込んでくるなり息をはずませてそう言った。

　今日は勇輝は授業のない日だ。ただこのことを知らせ、水藤たちからも話を聞くために走ってきたのだろう。水藤は一つ頷うなずいた。

「知ってるよ。朝のニュースで見た」

「じゃあ、二人の状態も？」

「うん。……意識不明なんだってね」

　そこで、遅れて穂ほ高だかが入ってくる。こちらも息を切らせていた。

　水藤は立ち上がり、二人を部屋の外に出した。周りの視線が気になった。ついこの間まで、担当の生徒でもない勇輝との間にはほとんど接点がなかった。今日突然こんなふうに話していては、他ほかの講師たちから注目を浴びてしまう。

　水藤は二人を連れて廊下に出ると、他の人間に聞こえないよう、落とした声で言った。

「昨日久く保ぼ田たさんは、木田くんが階段を上ったと言ったんだね？」

「うん。ああくそ、もっと詳しい話聞いときゃよかった！」

「木田くんは階段で、いなくなった沢さわ村むらくんを取り戻すことを願い事として口にしてしまったのかな」

　穂高は息を整えながら、慎重に一つ頷いた。

「多分。本当は願い事を言う気なんてなかったと思いますけど、もし何かを願っちゃったんだとしたら、それしかないと思います。そうだとしたら……木田の願いはある意味叶かなったといえるのかな」

「二人は、三み森もり公園の池の近くで一緒に倒れているところを発見されたんだって！　意識がなくて……久く保ぼ田たと同じような状態みたい」

　穂ほ高だかは大きく息を吸って吐き、目に力を込めて水み藤とうを見た。

「先生。どうして今け朝さ、俺おれに久保田の様子を探らせたんですか」

　水藤は腕時計に目を落とす。

「僕が話している時間はない。……二人とも、今日は塾の授業はない日だったな。もし話を聞きたいのなら、そこの角の喫茶店に行くといい。純じゆんと綾あや佳かさんが来ている」

　勇ゆう輝きと穂高は顔を見合わせ、一つ会え釈しやくをすると走り去った。その後ろ姿を見ていると、こめかみの辺りが刺すように痛んだ。
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　純は二人の少年が店に入ってくるのを見た。軽く手を上げ、合図する。入口に背を向けていた綾佳も、二人の方を振り返った。

「やっぱり来たな」

「来るに決まってるじゃん。話、聞かせてもらわなきゃ」

　勇輝が早口に言った。穂高は黙って頭を下げ、純が手で席を示すのを待って腰を下ろす。

「それで、今朝の電話はなんだったんですか。久保田があんなふうになったこと、知ってたんですか」

「その前に」

　純は語調を強めて穂高の言葉を遮さえぎった。

「昨日のあんたたちのセリフをそのまんま返すことになるけど、一つ訊きいてもいいか」

　二人の顔に不思議そうな色が浮かぶ。

「信じるか？」

　純の言葉に、彼らは一瞬面食らった顔をした。だが勇輝はすぐに表情を引きしめ、大きく頷うなずく。

「信じるよ。全部信じる。だから、噓うそはつかないでよ。俺たちもつかないから」

　穂高はちらりと勇輝を見、純に視線を戻すと頷いた。

「矢や代しろさんたちが本当に除じよ霊れいなんかをする人だっていうなら──正直うさんくさいとは思っているんだけど──今は、あなたたちみたいな人の力が必要なのかもしれない」

　店の一番奥の席。周りに客はおらず、話を聞かれる心配はない。

　純は二人に飲み物を注文させると、昨夜の久保田まなみの生き霊りようの件を手短に話した。もちろん、綾佳が五階から落ちた件は抜きにして。当事者の綾佳は純に説明を任せて、ゆっくりと紅茶を飲んでいる。

　純じゆんの話を聞く少年たちの表情はとても素直に心情を表していて、勇ゆう輝きは驚おどろいたり不思議がったりしているのに対し、穂ほ高だかは明らかにうさんくさいものを見る顔をしていた。けれど、信じると言った手前か、異論を差し挟はさむことはなかった。

「じゃあ、久く保ぼ田たの……魂たましいは、早はや瀬せさんを襲おそったあとどっかに飛んでっちゃって、帰ってこなかった。だから、久保田は意識不明になっちゃったって、そういうこと？」

「まあ、そうだろうな」

「なんでそんなことになったんだよ」

　勇輝は顔をしかめ、持って行き場のない腹立ちを持て余しているような声を出す。穂高は、運ばれてきたカフェオレに目を落とし、つまらなそうにつぶやいた。

「久保田も、木き田だと一緒に階段を上っちゃったってことだろ。きっと」

「それで、久保田も願い事を言っちゃったっての？　久保田の願いって、なんだったんだよ。大体なんで早瀬さんを襲ったわけ。それが願い事だったってこと？　そんなに仲悪かった？　っていうかそもそも知り合い？」

　勇輝の矢継ぎ早の疑問に、綾あや佳かは首を横に振った。純も、水み藤とうと綾佳の話から大体の予想はついていたけれども口をつぐむ。

「それはどうだっていいわよ。何を願ったかなんて、その子のプライバシーだし」

　穂高はくだらないとでも言いたげな顔をしている。彼も久保田まなみの願い事に関しては予想しているのだろう。

「でも、私を襲ったのは、久保田まなみさんの意思や願いじゃないと思うわ。階段にいる誰だれかさんは、歪ゆがんだ形で願いを叶かなえてるみたいじゃない」

「そうなの？」

「最初に消えた子は、通り魔まに罰を与えてくれって願ったんでしょ？　でも、結局通り魔は怪け我がをしただけで逃げちゃった。二番目に消えた子は、最初の子を取り返そうとしたのよね、多分。その結果、確かに二人の体は発見されたけど、意識はとられたままじゃない。願いが叶ったなんて言えないわ。階段にいる誰かは、告げられた願いを適当にねじ曲げて叶えてるんじゃないの」

　勇輝は唸うなった。穂高は正面に座る友人に向き直る。

「昨日、久保田はお前に会いに来たんだろ。その時はもう、階段を上ってたのかな。それとも、お前と別れたあとに上ったのかな」

　勇輝は一瞬、ぐっと腹が痛むような顔をした。

「多分、あの時にはもう、上ってたと思う」

「なんで？」

「変だったんだ。何かにびびってる感じだった。木田が階段を上っていなくなったせいだと思ってたけど、きっとそれだけじゃなかったんだ。自分もどうにかなっちゃうんじゃないかって、怖がってたんだと思う。なのに俺おれ、ろくに話も聞かないであいつのことおいてっちゃった……」

　勇ゆう輝きは空気が抜けたようにしおしおとしぼんでいった。

「とにかく、階段がどこにあるのかを探り当てたのは、最初の子供だろ。その子がどうやって階段を探したのか、考えるべきはそこだと思うけど」

「おかめの周辺を探れってことですか？」

　純じゆんは頷うなずき、おかめと呼ばれる少年の家がどこにあるのか尋たずねた。ひとまずその周辺の階段を調べてみると言うと、勇輝が不満そうな顔をする。

「それならもう俺が調べたんだけど」

「俺たちなら、本当に〈モノ〉がいればすぐわかるから」

「ホントかよ」

「『信じる』んだろ？」

　勇輝は頰ほおをふくらませながらもしぶしぶと引き下がる。

「じゃあ、俺たちはおかめのことを調べればいいんですね」

「共同戦線張ってくれるならね」

「やる！　絶対久く保ぼ田たたちを取り戻すんだ」

　妙に意気込む勇輝に不安を感じて、純は綾あや佳かと視線を交わした。彼女も苦い顔をしている。

「ちょっと、無茶はしないでよ。何かわかったら勝手に行動しないで必ず連絡すること」

「この馬ば鹿かにそんなこと言っても無理ですよ」

「あんたまさか、また三階から飛び降りるような無茶苦茶なことしないでしょうね」

「無茶苦茶じゃねえよ。あの時だって、早はや瀬せさんが余計なことしなきゃ、きっちり着地できてたんだ。けっ、なんだよ、おせっかいの怪力女め」

　悪態をつきながらも、勇輝の顔は少し赤い。綾佳は処置なしというようにため息をついた。

　純は鼻の頭にすり傷をこさえた勇輝の顔を見ながら、こいつは本当に危険な真ま似ねをするんじゃないかと少し焦あせった気持ちになって口を開く。

「そういや言い損ねてたんだけど、お告げに関して、一つだけ信じていないことがある」

「何？」

　勇輝がむっとした顔を作る。

「お告げとやらを書いた紙、あれをばらまいたのが、階段にいる誰だれかさん自身だとは信じられない。〈モノ〉が新聞の文字を一字一字切り抜いて手紙を作ったりするかよ」

「じゃあ誰が？　……階段を上って願いを叶かなえたことがある誰かが、噂うわさをばらまいたってことですか？」

「それも考えにくいな。今のところ、階段を上った子たちは、遅かれ早かれみんな『中身』を奪うばわれている」

　純は言うべきかどうか迷った。こんなことまで話すべきではないと思うが、放っておくとこの子たちが……特に、勇者少年がどんな危険に首を突っ込むか知れない。

「口は堅い方？」

　純じゆんが訊きくと、二人はそろって一つ頷うなずき、同時に口を開いた。

「堅い」

　ぴったりとそろったその声に、うわあ噓うそくせえと心中で嘆く。

「ああ……じゃあ、まあ、このことは秘密にしてもらうってことで一つ頼むけど。実は俺おれたち、ちょっと追われてたことがあるんだよ」

　穂ほ高だかが思いきり体を引いた。

「まさか、犯罪者なの？」

「違うって。ただ……なんと言ったらいいか……。そう、同業者？　同業者に命狙ねらわれちまったことがあるんだよ。何しろ俺たち、力が強いから」

　綾あや佳かが白い目で純を見やる。今のところ明確な噓はついていないじゃないかと、弁解がましい気分になった。

「考えすぎだとは思うけど、今回のお告げも、そういった類たぐいの奴やつらが仕組んだ可能性だってないわけじゃない」

「あなたたちをおびき出すために？」

　穂高はこれ以上ないほどに疑わしい顔をした。至し極ごくもっともな反応だと思う。気まずくなって、一つ咳せき払ばらいをする。

「まあ、可能性の話としてだ」

　実際そういった罠わなを仕掛けられた経験があるのだけれど、そんな詳細を話しても仕方がない。

「前に狙われたとき、その時親しくしてた子が人ひと質じちにされたんだよ。だから、今回も万一そういう奴が関かかわってたりしたら、深入りすると危険だから……」

　話の途中で、勇ゆう輝きが大きなため息をついた。呆あきれたため息ではない。むしろ、感嘆のそれだ。

「すげえ。ホント、カッコイイ」

　勇輝は夢見るような顔をして、そうつぶやいた。そうして、目を輝かせて身を乗り出してくる。

「大丈夫だ、もしそんなことになっても、俺も戦うから。加勢する！」

　危険回避のために言ったはずなのに、火に油を注いだらしい。

「あのな、もしあんたらに意識不明になられたり怪け我がされたりしたら、すごく困るんだよ」

「そんなの、こっちだって一緒だ」

　思わぬ強い声で返されて、純は驚おどろいて勇輝を見直した。さっきまでの生き生きとした表情は消えていた。勇輝の目はぎらぎらとしていて、白目が光を反射して、青く燃えているようにさえ見える。

「俺だって、あんたらに何かあったら困る。危ないからって俺たちを遠ざけて、もしもあんたや早はや瀬せさんや先生に何かあったら、ものすごく嫌いやだ」

　昨日顔を合わせただけの少年にそんなふうに言われて、純じゆんは目を瞬しばたたかせた。家族や大事な友人に対して言うのならばわかるけれども。

　ふと、純粋な疑問がわいてきて、純は訊きいた。

「なあ、飛び降り少年。あんたはなんで、そんな無茶やりながら暮らしてるんだ？」

　何な故ぜか穂ほ高だかはうつむき、勇ゆう輝きは真ま面じ目めな顔をして答えた。

「強くなるんだ。俺おれは、勇者みたいに強くなる。戦うべきときに、ちゃんと戦うことができるように」
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　喫茶店を出て二人と別れたあと、作戦会議だと言って、穂高は勇輝を家に誘った。

　ほんの一瞬だけ、勇輝は尻しり込ごんだ。けれどすぐに、そのことを気づかれないように明るく「おう」と答えた。

　穂高の家は白っぽい。外壁や壁紙の色のせいもあるけれど、空気がまず白っぽい。昔はそんなことを思ったことなどなかったのに。

　がらんとした家の中には、冷たい空気が凝こごっていた。家に誰だれもいないのだから当然なのだけれど、勇輝はこの家に足を踏み入れるたびに、体の芯しんが冷えるような寂しさを感じる。勇輝の家では、チャイムを押せば母親がドアを開けてくれるのが当然だから。

　穂高は、勇輝に先に部屋にあがってろと言った。勇輝は言われた通りにする。穂高は多分、ジュースとお菓子を持ってあとから来るだろう。けれど、勇輝を先に部屋に追いやるのはそのためだけじゃない。

　勇輝は知っている。穂高が、家に帰ったらまず仏ぶつ壇だんに手を合わせていることを。

　穂高は何も言わないけれど、部屋にやってきた穂高からはいつも、線香の匂においがする。

　穂高は、勇輝に線香をあげさせようとはしない。家に入って一緒に仏間へと行けば、自然と二人で手を合わせる形になるだろうに、穂高はそうはせず、必ず勇輝を先に二階へ上げる。

　二人で仏壇に向かうのが気まずいだけなのかもしれない。もしかしたら、いちいち辛しん気きくさい儀式をさせるのを悪いと思ってくれているのかもしれない。

　けれど勇輝は、先に部屋にあがってろと言われるたび、許されていないのだと感じてしまう。お前には、仏壇に手を合わせる資格などやらないと言われているような気持ちになる。

　勇輝の方から手を合わせたいと言ったことはない。拒絶されるのが怖いから。こういうところは、勇者を目指しているくせに意気地がない。

　麻生あそう家の仏壇には、二枚の遺影と位い牌はいがある。一つは、穂高の母親のもの。穂高が小学校に上がった年に病気で亡なくなった。そしてもう一つは、穂高の姉、麻生美み花かのもの。

　勇ゆう輝きは美み花かの明るい笑顔を思い出す。

　美花は、穂ほ高だかの七つ年上の姉だった。母親が亡なくなってからは、彼女は麻生あそう家の主婦をしていて、勇輝の目にも、友達の姉兼母親として映っていた。

　優しくて、時々怖い人だった。勇輝も彼女に、手作りのお菓子やご飯を食べさせてもらったことも、いたずらをして叱しかりとばされたこともある。危ないからと禁止されていた川遊びをしたときは、容よう赦しやのないげんこつをもらった。

　美花は、顔は穂高とよく似ていたけれど、性格は全然違った。よく笑って、表情をくるくると変えた。大人おとなぶりたがる穂高を甘えさせるのが上じよう手ずだった。

　けれど、彼女はもういない。二年前にこの世を去った。

　殺された。

　最後に彼女と一緒にいたのは、勇輝だった。

　夏休みが始まったばかりの日。勇輝は四年生で、美花は高校二年生だった。日が空の真ん中にある時間は立っているだけで汗が出てくる暑さだったけれど、夕方になって日が隠れ出すと、暑さも一緒に沈んだように急に涼しくなったのを覚えている。

　勇輝はその日、友達と遊んでいた。その友達が誰だれだったのかは覚えていないけれど、その中に穂高はいなかった。じりじりと太陽に焼かれながらサッカーをしてアイスを食べて、子供の帰宅を促うながす放送が流れ出すとじゃあなと声をかけて家に向かった。

　その途中で、美花に会った。

「勇輝くん、今帰り？」

　美花は重そうな買い物袋をいくつも提さげながら、小走りで勇輝に近づいてきた。がさがさと袋が音を立てながら揺れる。勇輝はひょいと手を出して、「一つ持ってやろう」と恩着せがましく言った。

「あはは、ありがとう。今日はたくさん買い物しちゃった。さっき今月分の生活費を下ろしてきたんだ。お父さんのボーナスが入ったから、ちょっとリッチよぉ」

　思えば、あのセリフがまずかったんだろう。

　勇輝も美花も少しも気にしていなかったけれど、その時近くに、美花が発した言葉を聞きとがめた人間がいたらしい。

　二人は夕方の色に染まった道を、ゆっくりと歩いていた。小さな橋を渡り、車が行き交う音が喧やかましい、国道の下のトンネルに入った。そこは、麻生家に行く近道だった。

　トンネルといっても、暗い穴ではない。距離が短いので光は両側から射さし込むし、中は広々としている。ただ人通りが少ないので、夜一人のときは使わない道だ。国道を通る車の音がうるさくて、もし何かがあって叫んでも聞こえないし、民家までは少し距離がある。

　けれどその日は夕方とはいえまだ十分明るかったし、何より一人じゃなかった。

　トンネルを通り抜けながら、美花は歌を歌った。彼女のように歌うのは恥ずかしかったので、勇ゆう輝きは鼻歌だけで伴奏した。

　日常は、そこまでだった。美み花かが歌を歌うところまでで、あの日の勇輝の日常は両断された。

　その後のことは、何度思い出しても夢に見ても、勇輝にはどうしてもそれが、本当に本当のことだという気がしない。あの出来事を過去の一部として積み上げ、その上に載せられた現在という時間に立っている今でもなお、勇輝は信じられない気持ちでいる。

　突然、美花の歌がぷつりと途切れた。それと同時に、美花は前のめりに吹っ飛んだ。

　買い物袋が宙を舞う。中身がぶちまけられて、アスファルトの上にネギやら豆とう腐ふやらつぶれた卵やらが散乱した。

　勇輝はぎょっとして背後を振り返った。そこには自転車に乗った男がいた。この自転車が美花を撥はねたのだと気づくまでしばらくかかった。

　男は奇声をあげて自転車を放って横倒しにし、棒立ちの勇輝を思いきり蹴け飛とばした。邪じや魔まなゴミを蹴るようなやり方だった。勇輝は蹴られた脇わき腹ばらを抱かかえて道路に転がった。

　男はそれきり勇輝には興味を失ったように顔を背そむけ、美花の方を向く。同時に、尻しりの後ろから、何か光るものを取り出した。ナイフだった。

　美花は悲鳴をあげて飛び起きた。男は美花を追い、勇輝に背を向ける格好になった。

「逃げて！」

　美花が叫んだ。勇輝があまりに怯おびえきっていたせいかもしれないが、美花の声はこんな状況下でもしゃんとして聞こえた。

「逃げて人を呼んできて！　早く！」

　その声に、男が勇輝の方を振り返った。ナイフの光がこちらを向く。だがそれは一瞬のことだった。美花が叫びながら男の背中に体当たりをしたから。男は大きく前によろめき、だがすぐに体勢を立て直すと美花に向き直った。美花は背を向け逃げ出した。踵きびすを返す前にもう一度、勇輝に向かって「早く！」と叫んだ。

　何度考えても、勇輝はあの時、自分が迷ったのかどうか思い出せない。美花をおいて逃げるのか、彼女とともに戦うのか、一瞬でも迷ったのかどうか。かけらでも、あの男に立ち向かう勇気があったのかどうか。

　勇輝は痛む脇腹を押さえて立ち上がり、逃げ出した。声の限りに助けを求めながら走った。けれど勇輝の声は、上を通る国道の車の音にまぎれて消えてゆく。

　自分の頭上をこれだけ多くの人間が行き交っているというのに、どうして誰だれの耳にも届かないのだろう。どうして俺おれはたった一人で走り、どうして彼女はたった一人で命の危機にさらされているのだろう。

　いくら走っても人に出会わなかった。もしかしたら自分は無人の街に迷い込んでしまったのだろうかと思うくらいに、誰もいなかった。

　ようやく民家があるところまでたどり着き、混乱しながらも必死に窮きゆう状じようを訴えると、その人はすぐさま警察を呼んでくれた。けれども勇ゆう輝きと一緒に現場に行ってくれる人はなかなか出なかった。ちょっと待って。今誰だれ々だれさんを呼んでくるから。ナイフを持ってるんでしょ。もう一回話を……。

　最後には耐えきれなくなって、引きとめる大人おとなたちを振りきり、勇輝はあのトンネルへ戻った。近づくにつれ、心臓が壊れそうな勢いで走り出し、汗が噴き出し、何かを引きずっているかのように足が重くなった。それでも勇輝は走った。全身が訴える恐怖と拒否感を振りきって、勇輝は助けを待っているはずの美み花かのところへ走った。

　けれど、勇輝がたどり着いたときにはもう、すべてが遅かった。

　勇輝は生まれて初めて、人の死を目の前にした。

　今でもあの時の光景は鮮明に思い出せる。きっとこれからも忘れることはないのだろうし、忘れるつもりもない。

　美花を殺し、金を奪うばって逃げた男は、そのわずか三時間後に捕まった。行き当たりばったりの、無計画な犯行だった。

　誰もが勇輝を慰なぐさめた。おそらく、穂ほ高だかが受け取った量と同じくらいの同情を、勇輝ももらっていた。

　美花をおいて一人で逃げた勇輝を、誰も責めなかった。仕方がなかったのだと説き伏せるように言われ、お前はよくがんばったとさえ言われた。

　仕方がなかった。それは多分その通りなのだろう。あの時、勇輝が美花の言うことを聞かずに犯人に向かっていったとしたら、二人とも殺されていた可能性が高いと思う。けれど。

　穂高も、勇輝を責める言葉は吐かなかった。けれど、ただ一度だけ、勇輝は穂高に恐怖を感じた。

　美花の葬式のとき、勇輝は穂高に声をかけた。何を言おうとしたのかはわからない。多分、その時言える言葉など何も持っていなかっただろうが、それでも声をかけずにはいられなかったのだと思う。

　勇輝は穂高の名を呼んだ。穂高はキッと鋭く顔を上げた。その瞬間、穂高の中から憎しみの飛ひ沫まつが飛んで、勇輝の顔にぴしゃりとかかったのを感じた。

　穂高のあんな顔を見たのは、後にも先にもあれ一回きりだ。喧けん嘩かのとき、相手を睨にらみつける顔とはまったく違う。勇輝はあの時、人の顔に浮かぶむき出しの憎しみを初めて見たのだ。

　なにも、穂高の憎しみはまっすぐに勇輝に向けられたのではないだろうと思う。おそらく、姉を殺した犯人や、姉の人生をこんなところでぶった切った運命だとかいうものに対して憎しみをぶつけている最中だったのだ。穂高の憎しみの剣は、その対象をめった刺しにし、剣を引き抜くたびに返り血が飛んだ。勇輝は多分、その返り血を受けたのだ。

　それからきっちり一週間、穂高は学校を休んだ。

　自分の中で壊れた何かを、その間に立て直していたようだった。

　一週間経たって学校にやってきた彼はいつもと変わらない表情を勇ゆう輝きに向けて、「おはよう」と言った。

　勇輝は勇者を目指すことにした。

　誰だれよりも強くなるように。

　せめて、いざというときに「戦う」という選せん択たく肢しが存在するように。

　そして、戦うことを選んだとき、それがただのわがままにならないように。




「何ぼんやりしてるんだよ」

　不意に声をかけられて、勇輝は思わず肩を震ふるわせた。いつの間に入ってきたのか、穂ほ高だかがコーラとポテトチップスが載った盆を持って立っていた。

　目ぇ開けたまま寝てた、と言って、勇輝はへらっと笑った。

「それでだ。おかめの周辺を探る作戦だけど、やっぱおかめの家族と仲のいい友達への聞き込みははずせないよな」

「聞き込みかよ。地味」

「基本だろ。ゲームに出てくる勇者だって、村人の話を聞くところから冒険を始めるんだ」

　主に、友達関係は勇輝。家族関係は俺おれ。と、穂高は割り振る。

「なんで分けるの？　一緒に行けばいいじゃん」

「二人がかりで問いつめるより、一人の方が向こうが話しやすいだろ。割り振りは、同級生相手だったらお前の方が……色々話してもらえるだろうし。大人おとな相手ならお前みたいな馬ば鹿かより俺の方が向いてるから」

「ふうん。まあいいけど」

　穂高はポテトチップスの袋を開けながら、ところで、と言った。

「お前、本気であの人の言うこと信じたの？」

「あの人？」

「矢や代しろ純じゆんって人。うさんくささ爆発なこと言ってただろ」

「信じるよ。そういう約束じゃん」

　言うと、何な故ぜか穂高は少し悔しそうな顔をした。

「いいよなお前は。一度決めたら猪ちよ突とつ猛もう進しんだもんな。時々馬鹿がうらやましいよ、俺は」

「何それ、超失礼」

　言いながらも、別に腹は立っていなかった。穂高の「馬鹿」は口くち癖ぐせのようなもので悪意はないのだ。

　穂高とて別に、口で言うほど勇輝を馬鹿だと信じているわけじゃないだろう。勇輝が考えなしの勇者役をやるので、穂高は頭脳キャラを演じてくれているだけだ。

　勇輝はポテトチップスを一枚つまんだ。ぱりりと口の中で砕ける音がする。指先に濃い塩がついた。

　穂ほ高だかは、俺おれが考えるからお前は走っていいよと言ってくれる。
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「時限爆弾のカウントダウンを横目に火薬の取扱書を読んでいるような気分だわ」

　綾あや佳かが半眼になってぼそりとつぶやいた。彼女の指がページをめくる。

　純じゆんは綾佳と二人で図書館の閲えつ覧らん室に座り、郷土史の資料をひっくり返していた。

　勇ゆう輝きと穂高と話をしてから二日が経過した。

　純たちはその間、一人目の失しつ踪そう者しやの自宅近くを捜索した。けれど、目の届く範囲に〈モノ〉の姿はなかった。

　依い然ぜんとして、階段を上ってしまった三人の子供たちの意識は戻らない。「中身」なしであまり長く時間が経過してしまうと危険だった。

　純はひとまずむやみに歩き回るのをやめて、綾佳と二人でこの辺りに伝わる民話の類たぐいを洗うことにした。今、子供たちの中身をつかんでいる〈モノ〉が、昔からこの地に存在し、認知されていたという保証はないが、この辺りは場所にまつわる怪談話めいた民話が豊富にあった。階段にまつわる話を選び出せば、場所の特定の助けになるかもしれないと考えたのだけれど。

「これ、この辺りの土地に伝わる昔話集。ほとんどが子供向けのやつね。階段が出てくる話は一つだけ。願い事が出てくるものならいくつかあった」

　綾佳が本を何冊か積み重ね、その間に挟はさまれている数枚の付ふ箋せんを指さした。

「どんなやつ？」

「お寺の階段を上って雲の上のお城に行く話。……願い事関係だと、おじぞうさんの不具合を直してあげた若者が願いを叶かなえてもらうっていう笠かさ地じ蔵ぞうみたいな話とか、お百度参りで願いを叶えてもらった女の人の話とか、正直なおじいさんのもとに願いを叶えてくれるという子供がやってくる話とか。まあ、どっかで聞いたことがあるようなのが多いわね」

「外れくさいな」

「……やっぱり無理があったんじゃないの。〈モノ〉を図書館で探そうって発想は」

「かなあ……。手当たり次第でも足使った方がましかな」

　綾佳は新しい一冊を広げてぱらぱらとページをめくりながら、硬い声でつぶやいた。

「『中身』をとられた子、どのくらいもつかな」

　最初の子供が消えてから、すでに五日経たってしまっている。彼らの体の状態に変化は見られないようだが、それは「中身」も無事である保証にはならない。

　純は答えられないまま、自分の手元の本に目を落とした。この土地の歴史の本。

　カウンターから聞こえてくる事務的な会話と、本や新聞をめくる音だけが控えめに部屋に響ひびき、窓ガラス越しに聞こえる車の音は妙に遠く感じられる。鼻がむずがゆくなるような本のにおいに包まれて、時間がゆるゆると流れていく。

「あ」

　突然綾あや佳かが小さく声をあげた。

「何。なんかあった？」

　身を乗り出すと、綾佳は期待しないでというように首を振りながらも言う。

「これ、願い事が叶かなう話じゃないんだけど、ちょっと気になるわね。『願い事をとられるな』」

「とられるな？」

「聞き書きの、すごく短い文章だけどね」

　それも、子供向けの昔話の本らしい。本当にわずかな文章の横に、着物姿の娘の切り絵が載っている。綾佳はその中の一文を読みあげた。

「『お社やしろにお参りに行くときにゃ、決して途中で願い事をとられちゃならねえ』……神社にお参りに行った娘が、途中の道で化け物に願い事を訊きかれて答えたために死んでしまったっていう話みたいね」

「……それじゃないのか」

　綾佳は腕を組む。

「可能性はあるかもしれないけど……。これが本当だとしたら、どこかの神社の階段に〈モノ〉がいるかもしれないってことになるのかしら」

　純じゆんは頷うなずいて、立ち上がった。この辺りにある神社をすべて調べあげるつもりだった。
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　芝しば生ふが日に照らされて緑の光を放つ。穂ほ高だかは勇ゆう輝きと並んでベンチに座って、辛しん抱ぼう強くおばあさんに話しかけ続けていた。

「だからさ、ばあちゃん。一週間くらい前に、おかめ……圭けい吾ごくんにさ、何か話をしなかった？」

　勇輝の言葉に、おばあさんはきょとんと首を傾かしげ、「圭吾？」と問いかけた。勇輝はうんざりした顔を隠せずに、それでも声は荒げずに言う。

「ばあちゃんのひ孫だよ。沢さわ村むら圭吾。一週間前にばあちゃんに会いに来たんだよね？　職員の人が言ってたよ」

　うんうんと、おばあさんはうれしそうに頷く。わかって頷いているわけではなく、勇輝が一生懸命話しかけてくるのがなんとなくうれしいだけだろう。

　記憶がぽろぽろとこぼれ落ちてしまって、家族の名前さえ時々わからなくなってしまう彼女との会話はちっとも先に進まずもどかしかったが、穂高は不快ではなかった。おかめの曾そう祖そ母ぼは、記憶をつなげる力を失った代わりに、何か神聖な──巫み女このような雰囲気をまとっているように穂ほ高だかには見えた。




「昔話？」

　穂高が問い返すと、勇ゆう輝きは一つ頷うなずいた。

「そう。おかめや木き田だと仲よかった奴やつの話だと、おかめはあのお告げを、大昔からいる神様とか精せい霊れいみたいなものがくれたものなんじゃないかと思ってたっぽいって。それで、昔話に出てくるそういったものを探し出してみるって言ってたらしいよ」

「でも、おかめは階段を上ることを『危ないことかもしれない』って言ったんだろ」

「じゃあ、危ない神様だ」

「危ない神様、ねえ……」

　穂高が考え込んでいると、勇輝が思い出したように言った。

「あと、木田がいなくなる前の話なんだけど、あいつ、おかめが消えた日、おかめの家に行ったらしいんだよな。家族の人から何か聞いてない？」

「ああ、おかめの母親に言われたよ。君もなの、って。あの日の放課後、木田がやってきて、色々訊きいてったみたいだ。でも、家族の人もおかめがいなくなったばかりで混乱してて、ろくな対応ができなかったって言ってた。そのあと木田まであんなことになっちゃったから、すごい気にしてたよ。君は何か知ってるのかって逆に問いつめられて、絶対危ないことはするなって、まだ何もしてないのに説教まで食らった」

「家族の人みんなに話聞けたのか？」

「いや。母親と姉ちゃんだけ。父親は昼間家にいないから仕方ない」

「ばあちゃんがいるだろ」

「ばあちゃん？　一緒に暮らしてるのか？」

「わかんないけど……。おかめがばあちゃん子だったって話も聞いたんだよ」

　穂高がもう一度おかめの家を訪れてそのことを尋たずねると、おかめの祖母はおかめが生まれる前に亡なくなっていると聞かされた。けれど曾そう祖そ母ぼならば老人ホームにいて、おかめはしばしばそこに通っているとも教えてくれた。木田もそのことは知っていたらしく、穂高たちは期待を込めて彼女のもとを訪れたのだけれど。

「……なあ、無理じゃないかな。一週間前におかめにしゃべったことなんて、絶対覚えてないって」

　勇輝が少し疲れた様子で穂高に顔を寄せ、低く耳打ちした。そうだな、と答えながらも、穂高は何な故ぜか、心のどこかでまだ期待していた。

　心の半分を異世界とつなげているように見えるこのおばあさんが、ふとした拍子に、それこそお告げのように真実を告げてくれるんじゃないか。

　ふわふわとした笑顔を浮かべるおばあさんを見ながら、穂高はなんとなくそんなふうに考えていた。

「あの、階段についての話、何か知りませんか」

　唐とう突とつな話題転換と漠ばく然ぜんとした質問。普通の人だったら眉まゆをひそめるところだろうが、おばあさんは変わらずにこにこしている。

「昔、ちっちゃかった大だい助すけが、ちょっと目を離した隙すきに家の階段から落ちたっけねえ。まだはいはいしかできんかったのに、どうやって階段を上ったんだろうって不思議だったよねえ」

　誰だれだよ大助。勇ゆう輝きが小声でつぶやいている。穂ほ高だかは構わず、そっとおばあさんの昔話に言葉を割り込ませる。

「そうじゃなくて、こう……昔話とか怖い話とかで……」

「大助は怖い話を聞くと、夜一人でお手洗いに行けなくなってたっけ」

「穂高。駄だ目めだよ、から振り。そろそろ行こう」

　勇輝がささやいて、穂高の脇わき腹ばらを肘ひじで小突く。だが穂高はさらに食い下がるように身を乗り出した。

「願い事にまつわる話でもいいんです。何か、何かありませんか？」

　おばあさんは小さな目をぱちぱちと瞬しばたたかせた。

「願い事？　……何か、お願いしたいことがあるのかい？」

「穂高」

　再度勇輝に促うながされて、穂高は小さく息をついた。

　おばあさんに向かってなんでもありませんと言うように首を振り、礼といとまを告げて立ち上がった。

　穂高が背を向けようとしたとき、おばあさんの声が──先程までのふわふわとした声ではない、低く響ひびく声が聞こえた。

「願い事を、決して途中で取られなさるな。ちゃんと神様のところまで持っていけ」

　穂高と勇輝は同時に振り返った。

　神しん託たくを下す聖職者のような声を出したおばあさんは、先程と少しも変わらない、浮うき世よ離れして見えるほどのにこにこ笑いを浮かべている。そしてその笑顔のまま、言った。

「気をつけなさい」

　穂高と勇輝は、数秒の間ぽかんと口を開けておばあさんの顔を凝ぎよう視しした。そして、勇輝よりほんの少し早く我に返った穂高は、すがりつくように言う。

「その話、詳しく聞かせて下さい！」
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　今さらなんだと、心の底が笑う。




　今回の事件が起こってからずっと、子供たちの様子は落ち着かなかった。お告げのことはほとんどの者が知っている。皆、三人の六年生の少年少女がいなくなったり意識不明に陥おちいったりしているのには、そのお告げが何かしらの形で関かかわっているのではないかと疑っているだろう。けれどもそうであるともそうでないとも信じきることはできず、ただ、一緒にお告げのことで騒いでしまった手前、なんとはなしにうしろめたい共犯者意識を抱いだいているようだった。

　授業を終えると、生徒たちはそそくさと帰っていく。今ではほとんどの親が、授業が終わる時間に迎えに来ていた。

　水み藤とうはずきずきと痛む頭を押さえて教室を出た。久しぶりにこんなに痛む。最近ではもうずっと、頭痛すら感じなくなってきていたけれど。

　感情も感覚も、すっかり鈍どん麻ましていた。少し前までは、痛みがやってくると同時に自分を見失うような感覚を覚えていたが、今では時折来る痛みによってのみ、かろうじて自分をつなぎとめているような気がする。

　帰り支度をすませると、水藤は追っ手を気にする逃亡者のように、正面の道路に面した窓からそっと外をうかがう。この行動は、ここしばらくすっかり水藤の習慣になっていた。

　今日は戸と塚つかの姿は見えなかった。堂々と人間らしく、エントランスを通って帰宅できそうだ。

　外に出ると、奇妙なほどに人ひと気けがなかった。最近立て続けに起こった妙な事件のせいで、皆警戒しているのかもしれない。

　純じゆんたちは勇ゆう輝きと穂ほ高だかと協力して、階段を探している。

　タイムリミットはあとどれくらいだろうかと、水藤は考える。

　最初の子がいなくなってから、もう一週間経たつ。子供たちの体は戻ってきたが、「中身」は失われたままだ。きっと、あと二、三日が限度だろう。それ以上経ってしまえば、子供の「中身」は完全に〈モノ〉に取り込まれ、喰くわれてしまう。

　頭の血管が波打つような、ひときわ強い痛みが走った。水藤はぎゅっと歯を食いしばる。

　自分の痛みと考えにかまけていて、外側への注意が完全に途切れていた。突然肘ひじをつかまれ、水藤はびくりと体を強こわばらせた。振り返る。

「……ストーカーみたいな真ま似ねさせないでくれない？」

　戸塚が、少し怒った顔をして水藤を見上げていた。

　数秒間固まった。どうしたらいいのか考え、考えあぐねて逃げ出した。戸塚の手を振り払って走り出すと、「往おう生じよう際ぎわ悪っ」と声をあげられ、足音が追ってくる。

　本気で走れば、彼女を振りきるくらいわけないはずだった。けれど何な故ぜかそれができず、だらだらとした追いかけっこを演じてしまう。

「あっ」

　後ろで声があがり、どさりと音がした。思わず立ち止まる。

　戸と塚つかが地面にうずくまっていた。うなだれた頭から垂れた黒髪が、地面についてしまっている。そのまま動かない。

　迷いながらも、どうしても気を引かれて、水み藤とうは彼女のところまで戻った。そっと彼女の前に膝ひざをつく。

　とたん、手首をすばやく、強い力でつかまれた。もちろん振り払えないようなものではないけれど、無理に振り払えば怪け我がをさせてしまうかもしれないくらいの力で。

　戸塚は顔を上げると、にいっと笑った。

「案外ベタな男ね」

　水藤は舌打ちした。けれど、彼女から逃げ隠れし続けていた無ぶ様ざまさも理解しているので、これ以上の逃亡は諦あきらめて、逆に彼女の手をつかんで軽く引き、立ち上がらせる。

「隠れてたんですか」

「だって正面切って待ってると、あなた逃げるじゃない。窓から出てるのか屋上からでも飛んでるのか知らないけど、女一人相手に、ずいぶんなやりようよね」

「そっちこそ、待ち伏せて追いかけてくるなんて、ずいぶんと執念深い」

「私に会いたい気持ちはあったんでしょ？　……会うのが怖い気持ちが六十パーセント、それでも会いたかった気持ちが四十パーセントってところかしら」

「ストーカーで捕まったときには通用しない言い分だ」

　水藤は言ったが、実際戸塚の言葉はかなり的を射ていた。戸塚の見透かすような目がこちらを向いている。

　逃げるのを諦めたとはいえ、戸塚の目と向かい合うことにはどうしても恐怖を覚え、水藤は彼女に背を向けて歩き出した。彼女がついてこられる程度の速さで歩く。

「それで、大丈夫？」

　水藤の後ろを歩きながら、戸塚が言った。

「何が？　あなたには言わなくてもわかるだろうけど、気持ちはすさんでますよ。あまりあなたに見られたくなかったくらいに」

「それで私を避けてたの？」

　水藤は思わず笑ってしまった。乾いた笑いになった。額に手を当て、まずいなと胸中でつぶやく。

　線路沿いのフェンスの脇わきで、水藤は足を止めた。

　ごうっと大きな音を立てて、二人の脇を電車が通り過ぎていく。夜の空気の中に、電車の窓からもれる光が、太い一本の線を引く。巻きおこる風に水藤の髪が煽あおられ頰ほおにはりつく。

　電車が遠ざかっていったあとには、より一層の静けさが戻ってきた。

　水藤はフェンスに背をあずけ、覚悟を決めて正面から戸塚と向き合う。

「私ね、一度口にした約束は守ることにしているの」

　きっぱりとした口調で戸と塚つかが言った。

「約束？」

「あなたの味方でいるって言ったでしょう」

　ああ、と水み藤とうは軽く声をあげた。忘れていた、そんなこと。

　目を伏せ、少しの間考えてみる。ふと、問いかけてみる気になった。

「じゃあ……もし、俺おれが一緒に死んでくれと言ったら、あなたはどうする？」

「死なないわよ。でもお一人でどうぞとも言わないわ。当たり前だけど。もしあなたが入じゆ水すいしたら、私もあとから飛び込んで首根っこつかんで泳ぐつもりよ。そのくらいの覚悟だってこと、覚えておいてね」

　戸塚の表情は笑みを含んでいたが、その目は力強かった。きっと彼女はやると言ったらやる。そのことはありがたいようであって、実際はただただ重たかった。けれどその重みが、水藤をかろうじてつなぎとめているものの一つであることも確かなように思えた。

（自分を思っている人は一人でも多い方が、踏みとどまれるものだから）

　戸塚の言葉を思い出す。なんだか、泣きそうな気分になった。

　踏みとどまりたいと思う。まだ踏みとどまれているのだろうかと疑問に思う。今さらなんだと、心の底が笑う。

「何な故ぜですか」

　水藤は思わず問いかけていた。

「何故、そこまでして俺に関かかわってくれるんですか」

「そうね。……会いたいって言われたから来たのに途中で逃げられた腹立たしさが三十パーセント、ほっとけない気持ちが三十パーセント、成り行きと意地が十パーセントずつ」

「……あと二十パーセント足りない」

　うつむいたまま苦笑交じりに言うと、奇妙な間が生まれた。

　ふと、戸塚が下からのぞき込んできた。あ、と思う間もなく距離がなくなり、口にやわらかいものがふれた。そのまま数秒。

　ちろりと、唇くちびるを湿ったものがなぞる。性的ではなく、猫の子がそうするようなやり方だった。

　離れた、それでも十分近い距離にある戸塚の顔を、水藤は目を見開いて見つめる。彼女は笑ってはいなかった。

「なに、を。いきなり」

「残りの二十パーセント」

　真ま面じ目めな顔で言われて、水藤は言葉を失った。間近から、戸塚の強い視線が向けられている。

「……忘れないで。私はあなたの全部を許すわけでも、受け入れるわけでもないから。それでも、味方でいるわ。それだけ忘れないで」

　水藤は手を伸ばしてみた。そっと戸塚の背に腕を回す。戸塚は水藤の胸に額をつけた。

　すがりつくように、水み藤とうは彼女の背中を抱だいた。
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　足あし下もとで土が鳴った。

　かちかちと音がして、汚れた街灯が点滅している。勇ゆう輝きと穂ほ高だかはゆっくりとその場所に歩み寄った。

「……階段だ」

　二人の目の前に伸びる石段の大部分には土が覆おおいかぶさり埋もれて見える。階段の脇わきには、半ばで折れた柱があった。元は鳥とり居いを形作っていたのかもしれない。

　久しく忘れ去られていた場所だった。勇輝は息を吞のんだ。ごくりと唾つばが喉のどを通る音が、耳に伝わる。

　穂高はゆっくりと階段に近づく。段に足はかけず、その表面にじっと目を凝こらしている。

「足跡がある」

「え？」

「足跡がある。ずっと埋もれていたふうなのに、誰だれかが最近上った跡がある」

　勇輝は穂高の横から階段の表面をのぞき込んだ。ホントだ、とつぶやく。

「あの三人のだよな」

「多分。ここが……おかめのひいばあちゃんが言っていた、元神社の階段だ」

　穂高が言ったとたん、階段が命を持って鼓こ動どうしたような気がした。二人の前に細く長く伸びる土まみれの階段が生き物のように見える。沢さわ村むら圭けい吾ご、木き田だ洋よう介すけ、久く保ぼ田たまなみはこの階段に喰くわれ、吞み込まれた。

　おかめの曾そう祖そ母ぼが二人に話してくれたのは、彼女が子供の頃ころ親に言い聞かせられた言葉だった。

　──願い事を、決して途中で取られなさるな。

　──ちゃんと神様のところまで持っていけ。

　おかめの曾祖母が子供の頃住んでいた家の近くには、古い神社があったという。そこは、昔はたくさんの人が詣もうでた場所だったらしい。その参さん詣けい者しやの間で、この言葉がささやかれていた。

　願い事を胸に神社に向かう途中、もし誰かに願い事を訊きかれても、決して答えてはならない。もし答えてしまうと、恐ろしいことになる。そう信じられていたそうだ。

（だから、人に願い事を訊くっちゅうのは、やっちゃいけないことだったなあ）

　おかめの曾祖母はにこにこ顔のままそう語った。

　不吉なにおいのする噂うわさのせいもあったのか、その神社に詣でる人は次第に減ってゆき、やがて神かん主ぬしが亡なくなりその跡継ぎもいなかったために、神社は半ば打ち捨てられたような形になったという。

（それからしばらくして、地震でお社やしろが壊れちゃったんだっけねえ。直したって話は聞かなかったから、そのままになっちゃってるのかもしれないよ）

　子供の頃ころのことに関しては、何な故ぜか彼女の記憶は鮮明だった。ただ、その元神社の場所を聞き出すのには四苦八苦させられた。場所に関してのおかめの曾そう祖そ母ぼの説明は、あっちに行ったりこっちに飛んだりとうろうろして、聞いているだけで迷まい子ごになりそうだった。結局詳しい場所を訊きくのは諦あきらめて、彼女が住んでいた家がどの辺りにあったのかだけをなんとか聞き出し、あとは自分たちで探すことに決めたのだ。

（ねえ、ばあちゃん。その神社には、階段があった？）

　別れ際ぎわ、勇ゆう輝きがした最後の質問に、おかめの曾祖母ははっきりと答えた。

（あったよ。長い長い階段が）

　長い階段のてっぺん。今の時間では、そこはもう闇やみに溶けてよく見えない。

　ここを見つけ出すのに丸二日かかった。おかめの曾祖母の実家があったらしい場所は、勇輝の家から自転車で二十分くらい走ったところにあった。勇輝と穂ほ高だかはそこで、昔神社だった場所はないかと聞き込みをしながら、ひたすら探し回ったのだ。

　先生たちに連絡をすればよかったのかもしれないが、確信はなかったし、自分たちで見つけ出すんだという意地が心の底にあった。

「ようやく見つけたな」

　勇輝は言った。

　あの三人の魂たましいは、まだこの中にいるだろうか。まだ、体に帰れる状態で待っているだろうか。

「俺おれが行く」

　勇輝は背筋を伸ばす。階段の上を睨にらみつけ、心中で待ってろとつぶやく。

　だが穂高は顔をしかめた。

「ちょっと待てよ。お前まで上ってどうすんだ。四人目になりたいのか。階段は見つけたんだ。あとはあの人たちに連絡して……」

「俺たちが見つけたんだ。俺が助けに行く」

「あのなあ！」

　穂高は声を荒げて、勇輝の肩を強く突いた。本当に怒った顔をしていた。

「無茶はしない。そういう約束だろ」

「俺みたいな馬ば鹿かにそんなこと言っても無む駄だだって言ったのは穂高だろ」

「大体お前が一人で階段上って、何ができるっていうんだよ。行き当たりばったりで上って、それから具体的にどうするつもりだ？　言ってみろよ！」

　勇輝はぐっと言葉に詰まった。返せる言葉なんてない。ないけれど、それでもここまで来て何もせずに助けを呼びに行かなければならないなんて、どうしても嫌いやだった。

「幽ゆう霊れいだか化け物だかわかんないけど。本当にそんなのがいるのかどうかも正直半信半疑だけど。確かなのはクラスメイトが三人も魂たましい抜かれたような状態になってるってことで、この階段にいるのは、飼い慣らされたワニなんかじゃないってことだ。お前が一人でここを上ったってなんの解決にもならない。もしお前まで魂を抜かれるようなことになったら、下へ手たしたら、あの人たちの助けも間に合わずに、お前死んじゃうかもしれない。栄光の死じゃないぜ。無む駄だ死じに、犬死にだよ。それでも上りたいわけ？　お前、本当にそこまで、正しよう真しん正しよう銘めいの馬ば鹿かなわけ？」

　勇ゆう輝きは唇くちびるを嚙かんだ。穂ほ高だかには時々こうやって、徹底的にやり込められることがある。普段は勇輝が無茶をやっても、ただ馬鹿を見る顔で見守るだけだけれど、年に一回くらい、こんなふうに容よう赦しやがなくなる。

　こういうときの穂高は、俺おれをやり込めながら何を考えているんだろうと、勇輝は唇を引き結んで考える。

「それとも」

　穂高は突然声のトーンを落として言った。

「それとも勇輝にも、願い事があるのか。自分の魂と引き換えにしてもいいと思えるくらいの願い事が、さ。だから、上りたいのか」

　穂高の目が変なふうに光って見えた。勇輝には一瞬、目の前にいる友人の首が別のものにすげかえられてしまったように感じられた。

　階段の魔ま物ものが穂高に乗り移って、穂高の口を借りて言葉を発しているのではないだろうか。

　そんなふうに思えてしまうほどに、穂高の口調は妖あやしく、挑発するようだった。血が下がって青っぽく見える穂高の顔が、点滅する街灯に照らされて浮かび上がったり沈んだりする。

「それなら、上れよ」

　突き放すように穂高は言う。

　勇輝は穂高の顔を睨にらみ返し、声をあげた。

「上るよ。でも、俺は魂と引き換えに願いを叶かなえてもらうために上るんじゃない。三人を助けるために上るんだ！」

「勝手にしろ」

　勇輝は意地になっていた。もしかしたら、穂高もそうだったのかもしれない。

　二人は口を引き結んで、これから対決するかのようにじりじりと間合いを取った。勇輝は穂高から顔を背そむけ、階段に足をかける。

　土の感触が足の裏に伝わった。

　勇輝はいつだって、戦いたいと思っていた。もう二度と逃げないですむように、強くなりたいと思っていた。

　一段一段を踏みしめて上る。空気は冷たい。それなのに、勇輝の背中からは変な汗がにじみ出していて、背中全体がちくちくと痛んだ。

　足が重かった。一歩上るごとに重力が増していくようだ。

　勇ゆう輝きの手の甲がクモの巣に引っかかったようで、細い糸の感触がからみつく。反対の手で払うけれど、感触が離れない。足の下からは、時々ぱりっと何かを踏む音が聞こえるが、闇やみに埋もれて自分が何を踏んでしまったのかも見えない。何もかもが不気味だった。

　何段目に足をかけたときだろうか。突然、空気が震ふるえた。

　来た。

　勇輝は身構えた。

　──あなたの願い事は何？

　甘い女の声が耳元でささやく。優しい声なのに、体の内側を抉えぐられるような気持ちがした。酔よっ払ったかのように頭がくらりとする。勇輝は腹に力を込め、唇くちびるを引き結んだ。

　乗せられるものか。

「三人はどこだ」

　勇輝は言った。女の声は答えない。

「三人を返してもらいに来た」

　ふわりと風が吹いた。勇輝の視界の端を、白い布が横切る。だが視線を向けるとそれはふうっと消えてしまう。

　──願い事は？

　繰り返される声。頭の芯しんを痺しびれさせる、よくないものだ。

　思い通りにはなるまいと思いながらも、何な故ぜか勇輝の頭の中にあの光景が浮かぶ。

　彼女の笑顔。悲鳴。逃げてという叫び。後ろ姿。血。

　勇輝は口を開く。何を言おうとしたのかわからない。だがその瞬間、勇輝の目の前に白くなめらかな女の手が現れた。その手は勇輝の背後からすうっと伸ばされ、勇輝の口をふさぎ、後ろに引き寄せる。

「何やってるのよ！」

　頭の上から声が降ってきた。目だけで見上げると、三階から飛び降りたあの日のように、彼女が勇輝の体を抱かかえていた。

　そのすぐ横を、別の人物が駆け抜けていった。何かを追いかけているように、迷いなくまっすぐ階段を上っていく。

「この、馬ば鹿か！　ほんっとに馬鹿！」

　早はや瀬せ綾あや佳かは勇輝を怒鳴りつけて、その体を半ば抱えたまま階段から引きずり下ろす。勇輝はわたわたと足を動かした。

「あれ、は」

　何を尋たずねたいのか自分でもよくわからないまま、口がそう動いた。ふっと綾佳の表情が少しだけ緩ゆるんだ。

「……大丈夫よ。〈モノ〉は今、純じゆんが追ってる。きっと、三人を取り返すわ」







　純は〈モノ〉を追って階段を駆け上がる。

　あのガキども。見つけたならとっとと知らせろと心中で毒づく。

　綾あや佳かが見つけた昔話をよりどころにして、純と綾佳は片かた端はしから神社を回って〈モノ〉の気配を探っていた。それでも見つけられず、一から出直しかと思った矢先、水み藤とうが借りてきた寺社の歴史の本から、この滅びた神社の存在を見つけ出したのだ。

　純は目を細め、先を行く〈モノ〉の姿を凝ぎよう視しする。

　その〈モノ〉は、白い着物を着た女の姿をしていた。ふわりふわりと飛ぶように階段を上っていく。

（三人の子供の「中身」はどこだ）

　まさか、もう喰くわれたのではないかと考え、内臓が冷える。

　階段を一番上まで上りきると、そこには半壊した社殿があった。数十年前に打ち捨てられた神の居城。

　その場の暗さは、純には何かじめじめとした沼のように思えた。

　ここがまっとうに神社として機能していたときがどうであったかなど知るべくもないが、もしかしたら神社としての命を失うと同時に、この場所も死に始めたのかもしれない。

　淀よどんだ暗くら闇やみの中で、〈モノ〉の姿だけが白く浮かび上がっている。まるで清浄な、人を救おうとする女神のように。

　あの女の姿の〈モノ〉は、神の模も倣ほう者しやだ。純は思った。

　昔からこの地に棲すみついていた半物質的〈モノ〉は、この神社が生きていたとき、そこに祀まつられていた神を模倣したのだ。

　そして、願いを抱かかえて階段を上る者たちが神の社やしろへたどり着く前に、階段の途中でその願いを横取りし、歪ゆがんだ形で叶かなえる代わりにその人間の「中身」を喰らってきたのだろう。

　そんな、神に寄生するようにして生きていた半物質的〈モノ〉など、神社の生命が終わるとともに衰弱し、やがては消える運命だったのではないか。

　それがどうして今さら、願い事で子供をおびき寄せ、喰らうような真ま似ねができる。

　純はそこまで考えて、子供たちの間で流は行やったお告げのことを思った。

　あのお告げ。あれを流行らせた奴やつは、この半物質的〈モノ〉に「食糧」を供給することが目的だったのだろうか。けれど、一体なんのために。

　純の頭には、以前〈モノ〉を利用して純たちを嵌はめ、捕らえようとした仙せん谷たに由ゆ紀き夫おの姿が浮かんでいた。

「お前。……誰だれに助けられた」

　純じゆんは目の前に立つ女の姿の〈モノ〉に声をかけた。

　けれど、女の姿の〈モノ〉は、やはり何かを答える気配は見せない。純は会話を諦あきらめて、一歩前に踏み出した。

　その時、純は〈モノ〉の体の中で何か別のものがうごめくような気配を感じた。はっとして感覚を研とぎすませる。

　女の形をした〈モノ〉の中──腹部。そこに別の存在を感じた。三つの、霊れい的てき〈モノ〉にも似た、けれどもっと生々しい気配。

　子供たちだ。まだ、生きている。

　ほっとすると同時に生理的な嫌けん悪お感かんも感じて、純は顔をしかめた。

「なんちゅう悪趣味な」

　三人の「中身」は、女の姿をした半物質的〈モノ〉の腹の中にいた。文字通り「喰くった」のか。それとも、母親にでもなったつもりで、子供たちを自分の胎たい内ないに収めたのか。

　三つの気配はかなり弱っていた。早く助け出し、体に戻してやらなければ危ない。

　純は地を蹴けった。ざっと砂が鳴る。〈モノ〉めがけて駆け出す。〈モノ〉は白い着物の裾すそを翻ひるがえして逃れようとした。だが純はそれより早く〈モノ〉の腕をつかんで引き寄せた。

　明確な考えのないまま、その腹に手を伸ばす。

　ずっ、と、泥の中に腕を突っ込んだような感触があり、純じゆんの手が〈モノ〉の腹にめり込んだ。

　自分でやっておきながら、純はぎょっとした。反射的に手を引きそうになり、意思の力でそれを押しとどめる。
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（この中に子供がいるのか？）

　純は腕を動かし中を探る。どろどろとした感触が純の腕にからみつき、何か悪いものが腕の皮ひ膚ふから染しみ入り侵しん食しよくしてくるような気がして気持ちが悪い。全身に鳥肌が立つ。

　その時、純の指先に温かいものがふれた。

　子供の「中身」だ。即座にそう認識する。

　ふれた指先から、感情が流れ込んできた。恐怖と後悔と、申し訳ないという思い。そして、助けて、という弱々しい声が純の頭の中に響ひびく。涙交じりの少女の声。

　だが突然、純の視界がぼやけた。

（まずい）

　純は歯を食いしばる。

　あれが来た。こんなときに……！

　ぞくっと背中が凍こごえた。体が人間に近い状態になってしまったせいで寒さを感じたのか、〈モノ〉のせいで悪お寒かんを感じたのか。

　ぼやけた視界の中、〈モノ〉の姿もかすんで見えなくなっていきそうになる。

　ただ、〈モノ〉の腹に突っ込んでいる方の腕に、やわらかな手が添えられる感触があった。

　──あなたの願い事は何？

　頭の芯しんを痺しびれさせるような、甘い声が聞こえる。

　こいつ、俺おれからも願い事を聞き出して喰くおうっていうのか。

　馬ば鹿かじゃないのかと思う一方で、純は心の中から願い事を拾い出そうとしている自分に気づく。

　ちょっと待て。俺は何を考えているんだ。

　そう思う思考は、女の甘い声に溶かされ、ぐずぐずに崩れていく。経験がないからわからないが、危ない薬でトリップしたらこんな感じだろうかと思う。現実が遠くなり、夢想ばかりが迫ってくる。

　──願い事は？

　切実に。心から。願いたいことはある。胸の内から強い思いがわき上がり、純は口を開く。

　目の前の、もうほとんど見えない白い着物の女を見つめる。

　体が心を叱しかりつけるように、純の心臓の辺りがぎゅっと痛んだ。そのまま声を出す。

「お前に聞かせるような願いは、何一つねえよ」

　言うと同時に、純は吹き飛ばされた。女の腹から手が抜け、指先にふれた温かい命を取り返すこともできないまま、純は宙を飛ぶ。

　地面を飛び越して、純じゆんは階段の途中に落下した。そのまま数段転がり落ちる。

「純！」

　綾あや佳かが叫ぶ声が聞こえる。身を起こすと、肋ろつ骨こつの辺りがひどく痛んだ。

　まずい。今現在の自分は人間とほとんど変わらない。

　頭を上げて周りを見回すが、〈モノ〉の姿が見えない。

　突然、純の背中が裂さけた。鋭い痛みが走り、思わず呻うめく。〈モノ〉にやられたのだとわかるけれど、今の純には何も見えない。

　綾佳が駆け上がってくる。純は階段の下にいる二人の少年に向かって叫んだ。

「お前らは逃げろ！」

　見えないことは恐怖だった。

　今この瞬間にも、目に見えない〈モノ〉が宙を舞い、なんの対抗手段も持たない子供たちを襲おそうのではないかと恐れた。

　だが勇ゆう輝きと穂ほ高だかはすくんでしまったのか、その場から一歩も動かなかった。前にも後ろにも、足を踏み出そうとはしなかった。

　駆け上ってきた綾佳が、抱だきしめるように純の上に覆おおいかぶさった。その瞬間、綾佳の肩が少し裂け、細かな血が飛ぶ。

　綾佳はすぐに身を起こすと、純を跳とび越えてさらに階段の上へと走っていく。

　だが、一番上の段までたどり着いたとき、綾佳は仁に王おう立ちになって動きを止めた。

　しばらくそのままの姿勢で前を見み据すえていたが、やがていまいましそうな声こわ音ねで「逃げられた」とつぶやく。

「……消えたのか」

「悔しい。時間がないのに……！」

　綾佳は二、三秒その場で悔しさを嚙かみ殺すように踏みとどまったあと、ゆっくりと踵きびすを返して純のところまで下りてきた。

「悪い。ものすごく情けないことになって、取り逃がした」

　なんとか石段の上に座り込む格好に体勢を立て直し、純は低く言った。綾佳は静かに首を横に振る。

「私も忘れてたわ。純の体の状態。役割分担失敗したね」

　綾佳は純の肩の上に手を置いて、怪け我がの状態を検分する。その間に、勇輝と穂高が転びそうになりながら階段を上ってきた。

「お前らな。逃げろって言っただろ」

　怪我のせいではずむ息と一緒に、純は言った。二人は純が座っている場所のすぐ下まで上ってくると、言葉もなく膝ひざをつく。純は二人に向かって軽く目を伏せた。

「悪かった。失敗した」

「こんなふうに逃げられたあとじゃ、今晩私がここで見張ってても……多分、現れないわよね」

　純じゆんは口をつぐんだ。ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

「純はそんな状態だし、今日はいったん引こう。明日の夜、もう一度出直した方がいいわ」

〈モノ〉の腹の中から感じた、子供たちの弱々しい気配のことを思った。一日延びれば、また彼らの「中身」は削けずられてしまうだろう。

　けれど今ここでできることがないのも確かで、純は「そうだな」と小さくつぶやいた。

　明日までに体を戻し、手立てを考える。

　そして必ず、子供たちを取り戻す。もう失敗はできない。

　体を動かすと痛みが走った。そうひどく表情に出したつもりはなかったが、すぐ横にしゃがみ込んでいる勇ゆう輝きの体が、痛みが伝でん播ぱしたかのようにびくりと震ふるえた。

　顔を上げて彼の表情を見て、純は驚おどろいた。

　勇輝は泣いていた。拳こぶしを握りしめ、唇くちびるを嚙んで、声もなくぼたぼたと涙をこぼしている。

「おい、なんでお前が泣いてるんだよ」

　うろたえて声をかけても返事はない。勇輝の横で、穂ほ高だかは表情を凍らせていた。













　　　第四章　ゲームセット〈冬〉







「情けない話をしてもいいか」

　どうにかたどり着いた自宅のベッドの上。まだ回復力が戻らないので、ひとまず人間的な手当てをしたあと、純はベッドに横になっていた。

　ベッドの脇わきに腰かけた綾あや佳かと、純の部屋の入口に立っている水み藤とうが、それぞれに視線を向けてくる。綾佳が少し首を傾けた。

「何？」

「〈モノ〉に、願い事を訊きかれた」

「へえ。それって、あんたが逆に喰くわれるところだったってこと？」

　綾佳が軽く笑ったので、純も苦笑を返す。

「そう。ホント、情けない話だけど。……俺おれは、あとちょっとで言っちまうとこだった」

　綾佳はわずかに目を見開いた。けれどすぐに、すっと表情をやわらげる。

「何を言いそうになったの？」

「叶かなわないってわかりきってる女め々めしい願い事だよ。自力で叶える心意気でいる、未来に関する願い事ならあるのに、ああいう時って、ないものねだりな願い事しか浮かんでこないのな」

「あんたが自分で叶える気でいる方の願いはなんなの」

「キメラとしてでもいいから、平和に暮らしていくこと」

　綾あや佳かは笑った。

「最低限の願いね。でも、切実だわ」

「三人で。もう、誰だれ一人欠けずに」

　つぶやいた。最低限で、切実な願い。

　何な故ぜか、水み藤とうの顔がほんの一瞬歪ゆがんだ。その様子が少し気になったが問いかけるのもはばかられて、純じゆんは何も言わずに天井に視線を向ける。

「……それにしても、あのガキ、なんで泣いたんかな」

「泣いた？　どっちが？」

「無鉄砲な方」

　水藤の問いかけに答えて、純はさっきの出来事を簡単に話す。

「三人を助けられなかったからかとも思ったけど、そういう感じでもなかったしな」

　水藤は視線を落とした。そのまま表情は変えずに、静かに告げる。

「怪け我がをした純に逃げろと言われたのがこたえたんだろう」

「どういうことだよ」

「最近聞いた話だけど。あの子、前もそういう状況に陥おちいったことがあるらしいよ。強盗に襲おそわれて、その時一緒にいた人に、逃げろと言われた」

　あの明るい無鉄砲少年に似合わない過去に、純は眉まゆを寄せた。

「それで？」

「紺こん野の勇ゆう輝きは逃げた。警察に知らせ、急いで現場に戻った。けれどその時にはもう、彼を逃がした人は殺されていた」

　水藤は一度言葉を切った。そして、放り出すように一言つけ加える。

「紺野勇輝を逃がして殺害されたのは、麻生あそう穂ほ高だかの姉らしい」

　驚おどろいて、純はわずかに口を開いた。屈くつ託たくのない友達同士に見えた二人の少年の姿が頭の中に浮かび上がる。けれど同時に、時々感じた妙な引っかかりのことも思い出されて、純は何も言わずに静かに息を吐き出した。

　麻生穂高が提案した、「正当な願い事」のことを思った。そういうことかと、小さくつぶやく。

「わかったよ。目の前で思い出させるようなことをしちゃまずいよな。気をつける」

「でも、明日、あの二人はどうするの。多分、また夜中抜け出してくる気よね」

　水藤は頷うなずいた。

「だろうね。けどむしろ、そうしてもらわなきゃ困るだろう。……俺おれたちだけが行ったんじゃ、〈モノ〉は現れない可能性が高い」

　綾あや佳かは眉まゆを寄せて、うーと唸うなった。

「まあね。そうなんだけどさ……」

「悠ゆう長ちように現れる日を待っている余裕はない。『中身』を奪うばわれた三人を、これ以上このままにしておくのは危険だろう。多分、明日くらいが限界じゃないのか」

「あいつらをおとりにするってわけか」

　気が重くて、純じゆんは長く息を吐いた。

「仕方ねえか……」

「今のあんたが上れば〈モノ〉も出てくるんじゃないの。願い事言わされかかったくらいだし」

　綾佳がやけっぱちに言う。純は苦笑した。シャレにならない。

　その時、すっと痛みが弱まった。ようやく元の状態に戻り始めたらしい。純はゆっくりと体を起こす。

　願い事か。

　自分の手のひらを見下ろして、純は考える。

　──かえしてくれ。

〈モノ〉に願い事を訊きかれたとき、純はとっさにそう思った。

　失った人間のことなのか、失った当たり前の日常のことなのか、自分の人生が変わってしまう前の、あの日に帰りたいということなのか、自分でもよくわからないけれど。
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　穂ほ高だかが勇ゆう輝きを伴って家に帰りつき、手を洗っていると、玄関から鍵かぎの回る音がした。

　穂高はぎくりとしてそちらに向かう。見ると、父親が靴くつを脱いでいるところだった。

「おかえり。今日は早かったね」

　危ねえ。ギリギリセーフ。

　心中でつぶやきながら、穂高は何食わぬ顔で父を出迎える。

　まだ十時になったばかりだった。父は普通、日付が変わる頃ころにならないと帰ってはこない。

「ああ、たまにはな。……おお、勇輝くん来てたのか」

　廊下に出てきた勇輝は、こんばんはと言って頭を軽く下げた。いつもの覇は気きはなく、目元もまだ少し赤いが、父は気づかないのか気づかないふりをしているのか、笑顔でうんうんと頷うなずく。

「今日泊めていいよね」

「もちろん。ちょうどよかった。コンビニでケーキを買ってきたんだ。こんな時間だけど、三人で食べよう」

　父はビニール袋を掲げると、いそいそと台所へ入っていった。穂ほ高だかは苦笑してそのあとに続く。時々、父親はこうしてケーキやアイスを買って少しだけ早めに帰ってくる。そして、こんな時間だけど一緒に食べようと穂高を誘うのだ。

　夜に二人で甘いものを食べること。麻生あそう家ではそれが、たった二人きりの家族の静かな団だん欒らんのやり方だった。

　父は、二つ入りのケーキのパックを開け、包丁で無理矢理三等分して皿に載せた。穂高は紅茶を入れ、二つには牛乳と砂糖を、一つには牛乳だけを入れてテーブルに運ぶ。

　無理に分けたせいでぼろぼろになったケーキをつつきながら、父はあれこれと穂高と勇ゆう輝きに話しかけた。

　父は穂高の友達は誰だれでも歓迎するが、勇輝に対してはまた少し特別だ。よく笑い、よく話し、あれやこれやと気を遣つかう。穂高は、父があの事件についてどう思っているのか、はっきりと聞いたことはない。父が勇輝に気を遣う理由が、勇輝をいたわっているからなのか、心の底の鬱うつ屈くつした感情を隠すためなのか、それすらもわからない。

　仕事で忙しい父は、家のことのほとんどを美み花かに頼っていた。穂高も、父には言えないようなわがままを姉には言えた。美花は、この家を支える柱だった。

　母がいないことを不幸だと思ったことはない。寂しく思ったことはないでもないが、その寂しさも、大たい抵ていは美花が敏びん感かんに感じ取り、優しく埋めてくれた。穂高も、母がいないことで美花が苦労しているのを目にしたときは、できる限り力になろうとした。父があまり家にいられない分、穂高と美花は寄りそって生きていた。同級生にシスコンと馬ば鹿かにされようと、構いはしなかった。

　ケーキを食べ終えると、穂高と勇輝は寝る支度をして部屋に引っ込んだ。帰ってきてから、勇輝とはほとんどしゃべっていなかった。

　床に敷いた布ふ団とんの上に座る勇輝を見下ろして、穂高はぽつりとつぶやいた。

「悪かったよ」

　勇輝はきょとんとした顔で穂高を見、「何が？」と問い返した。

「階段とこで、俺おれ色々言ったろ」

「別に、間違ったことは言ってないじゃん。めずらしいね。お前がそうやって謝るの」

　勇輝に言われ、穂高は目をそらした。

「俺だって、人のこと言えないから」

　勇輝は不思議そうな顔をする。そうか、お前にはわからないんだな。と、穂高はうらやむようにその顔を眺ながめた。

「お前は健全だよ。さすが勇者だ」

「馬鹿にしてんの」

「まあね」

　穂ほ高だかはちらっと笑って、壁の方を向いてベッドの上に横になった。不審そうな視線が背中に刺さる。

　勇ゆう輝きは、馬ば鹿かだけど健全だ。あいつはあの時、本当にただ三人を救うために階段を上ったのだろう。

　穂高は目をつぶる。よみがえるのは、階段を上っていった勇輝の背中。そして。

　──あなたの願い事は何？

　その甘い女の声は、何な故ぜか階段の下にいた穂高の耳にまで届いた。いや、耳というより、頭の中に直接届いた。

　優しくて、頭の芯しんをじんと痺しびれさせるような、神秘的な声だった。

　──願い事は？

　階段の前に立つ穂高の足あし下もとはぐらついた。

　呼ばれているような気がして、足が勝手に段にかかりそうになった。

　あの階段では、願いは歪ゆがめられる。その上魂たましいまでとられてしまう。それがわかっていて、願いを胸に階段を上る奴やつなんていない。

　だけど。と、穂高は考えてしまう。

　だけど、歪められたとはいえ、願いはなんらかの形で叶かなっている。通り魔まは怪け我がをし、おかめと木き田だの体は帰ってきた。久く保ぼ田たの場合はどうなったのか知らないが、なんらかの結果は出たのだろう。

　俺おれの願い事の場合、あの階段に棲すむ魔物は、どんな結果をくれるのだろう。俺の魂と引き換えに、どんな形で願いを叶えてくれるんだろう。

　穂高はそっと枕まくら元もとに手を伸ばした。そこに置いてある壊れた腕時計を手のひらですくい上げ、きゅっと握りしめる。

　麻生あそう美み花かが死んだときに身につけていた、銀色の腕時計。彼女が死んだ時間を指したまま、もう決して先へ進まない。

　穂高はその姉の形見をいつも側そばに置いていた。出かけるときはポケットに入れ、寝るときには枕元に置く。

　もう持ち歩くのはやめようと、何度か思った。けれど、これが手を伸ばしてふれられる場所にないと、どうしても不安になった。

　穂高。

　姉の明るく優しい声が耳の奧によみがえる。

　幽ゆう霊れいでもいい。一目だけでもいい。声だけでもいい。願えば、何か一つでもくれるのだろうか。

「穂高」

　不意に呼ばれて、穂高は首だけで後ろを振り向いた。勇輝はまだ横になっておらず、布ふ団とんの上に座ったまま穂ほ高だかの方を見ていた。

「なんだよ。とっとと寝ろよ」

「『人のこと言えない』って、なんのことさ」

　穂高は答えず、ごまかすように笑った。うまくは笑えなかった。
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　電話が鳴った。

　純じゆんは目を開ける。カーテンの隙すき間まから射さし込む陽ひ射ざしが目に入ってきてしみた。いつの間にか寝入ってしまって、夜はすっかり明けたらしい。

　本当に最近、眠りが深い。これも、体のバランスがおかしくなった影えい響きようなのだろうか。

　ベッドを下りたところで、電話のベルが止まる。

　純はのろのろと立ち上がり、リビングに向かった。

　水み藤とうが電話に出ていた。綾あや佳かもその後ろで、水藤の背中を見守っている。そこに足を踏み入れた瞬間、その場の空気の緊張を感じて、半分寝ぼけていた頭が冷えた。

「わかった。今から行くから、そこを動かないで」

　水藤はそう言って受話器を置いた。純は彼が振り向くのを待って問う。

「誰だれ？」

「紺こん野のくんだよ。今、例の階段の近くにいるみたいだ」

「なんで」

「麻生あそう穂高がいなくなったらしい」

　純は目をみはった。

「どういうことだよ」

「わからない。とにかく行こう。紺野くんのことだ、また一人で階段を上りかねない」

　時計を見上げると、八時を回っていた。穂高がいなくなったことは、学校や家族に知られているのだろうか。また、新たな失しつ踪そう者しやということで、すでに騒ぎになっているのだろうか。

　勇ゆう輝きは階段の下で三人を待っていた。当然のことながら、もう泣いてはいなかった。焦あせった顔も、戸惑った顔すらしていなかった。ただ少し顔を強こわばらせ、理り不ふ尽じんな出来事に耐えているような表情を浮かべていた。

「何があったんだ」

　水藤が訊きく。勇輝は黙って首を左右に振った。

「朝目が覚めたら、いなくなってたんだ。家の中のどこにもいなくて……夜中に出ていったみたいだった。……今はまだ騒がれちゃまずいと思って、小お父じさんには、穂高は具合悪くて起きられないってことにしといた。部屋に様子を見に行こうとする小父さんを引きとめてごまかすの、大変だったけど」

「学校には？」

「風か邪ぜで休みますって連絡した」

　水み藤とうはふうっと息を吐き出した。勇ゆう輝きはぽつりとつけ足す。

「あいつが行くところ、ここ以外に考えられなかったから」

　いつもとは違う、平へい坦たんな声だった。感情が摩ま耗もうしてしまっているように見えて、純じゆんは心配になった。

「麻生あそうくんは、階段を上ったのか」

　水藤は静かに問う。勇輝は首を振り、「わかんないけど」と言った。

「でも、ちょっと変だった。普通なら絶対、こんな階段なんか上るような奴やつじゃないけど」

　そこまで言って、勇輝は水藤を見上げる。

「穂ほ高だかの姉ちゃんのこと、知ってる？」

　水藤は黙って頷うなずいた。そっか、と勇輝はつぶやく。それで十分だった。

　純は階段を見上げた。〈モノ〉の気配は残り香がのようなものしかなく、今は現れてくれそうにもない。

「あんたさ、怪け我が、どうしたの」

　勇輝は純を見上げて言った。純は、二、三秒言い訳を考え、結局簡潔に答える。

「治った」

　勇輝は怪け訝げんな顔をしたが、それ以上追及してはこなかった。代わりに階段に目を移し、疑問をこぼす。

「昼間は、階段上っても化け物は出てこないのか？」

「どうだろうな。夕方から夜にかけてが出やすいのは確かだけど。……お前、今け朝さは一人で上ったりしてないよな？」

「してない。今俺おれまで変なことになったらまずいのはわかってるから」

　勇輝は、昨日の涙で余計なものを全部流してしまったかのように、何か覚悟を決めたような顔をしていた。

「じゃあちょっと待ってろ。階段の上を調べてくる」

「待って！」

　勇輝が声をあげた。

「俺も一緒に上る。連れてってくれ」

「でも」

「一緒にいたら大丈夫だろ。もう迷惑はかけない。約束する。だから」

「いいよ」

　水藤が言った。勇輝と目を合わせず、階段の方を見やったまま続ける。

「麻生あそうくんを、捜そう」

　土にまみれた階段を四人で上った。覆おおいかぶさるように枝を伸ばした木々は、朝の日の光の多くを遮さえぎって、階段を薄暗く保っている。

　階段を上りきると、元は神社の境けい内だいだった場所に出る。もれ入る光にさらされた半壊の社殿は、不気味さよりも痛々しさが先に出る。

「誰だれもいないわね」

　綾あや佳かがつぶやいた。純じゆんは頷うなずく。

　あの半物質的〈モノ〉は、人間を体ごと喰くったりはできない奴やつだ。体はどこかに隠しているはずだと思うけれど。

　木の根をまたぎ越し、純は木々の間を捜す。山の中に捨てられたということは考えられるだろうかと、純は元神社の境内の端に立ち、木々が鬱うつ蒼そうと茂る方角を見る。

　山と呼ぶのもおこがましいような小さなものだが、隈くまなく捜すのはかなり骨が折れそうだった。もし山に捨てられていたとすると、それは体にとって優しくない状況だろう。雨が降ることもあれば、虫だっている。

　嫌いやな想像をしていると、後ろで勇ゆう輝きの声があがった。

「なあ、ここは？」

　振り向くと、勇輝は半壊の社殿の前にいた。純はそちらに近づく。

　拝殿の正面は完全につぶれていた。斜めに落ちた屋根の下に、錆さびた鈴が挟はさまっているのが見える。

「こりゃ、中には入れないだろ。入口がふさがってる」

　だが勇輝は、壊れた社殿の前にしゃがみ込み、そのまま這はうような姿勢で周りを注意深く観察し始める。純はその姿を見て、倣ならうように勇輝のあとについた。

「ここ」

　拝殿と本殿をつなぐ通路のようなところがつぶれていて、その通路とのつなぎ目であった拝殿の壁と、傾いた柱の間にわずかな隙すき間まがあった。勇輝はそこをのぞき込み、一つ頷く。

「俺おれならここから中にもぐり込めそうだ」

「待てよ、危ない。崩れたら生き埋めだぞ」

「そんな危ないところに、あいついるかもしれないんだろ」

　勇輝は言って、止める間もなく隙間から中へすべり込んだ。

「ちょっと、何してるのよ！」

　綾佳が慌あわてて駆け寄ってきて、勇輝が入り込んだ隙間の脇わきにしゃがみ込む。

「真っ暗でしょ！　ライトもないし、無理よ。いいからいったん戻っておいで！」

「手探りでなんとかする！」

　暗い穴から、勇輝の怒鳴り返す声が反はん響きようしながら聞こえてきた。続いて、ぎしぎしと板のきしむ音と、這はいずる音が聞こえる。純じゆんは綾あや佳かと二人で勇ゆう輝きが消えた穴を挟はさみ、ひやひやしながら反応を待った。

　ひっ、と、息を吞のむ微かすかな声が響ひびく。

「どうした」

　純が問いかけても、返事はなかなか返ってこなかった。

　不安に焦じれていると、ようやく吐息とともに声が聞こえた。

「見つけた。……生きてるよ。とりあえずは、生きてる」




　純は穂ほ高だかの体を脱いだコートでくるみ、拝殿の、崩れずに残っていた軒のきに寝かせた。彼の体を抱かかえて移動するわけにはいかなかった。意識不明の子供を運んでいるところなど見られたら、即通報ものだ。

　風が吹いて、意識を失っている穂高の前髪が揺れた。胸が微かに上下していて、確かに呼吸しているのがわかる。けれど、「中身」はない。

　半壊の拝殿の中から見つかった穂高の体は、なんとか勇輝が隙すき間ままで引きずってきて救出した。

　勇輝は、気が抜けて見えるくらいに感情の浮かばない表情で、意識のない穂高をじっと見下ろしていた。

「彼は」

　水み藤とうが倒れた柱の上に腰を下ろして、ぽつりと言った。

「彼は何を願ったのかな」

「姉ちゃんのこと。こいつの願い事なんて、それしかないよ」

　勇輝はつぶやくように答える。それから、何かに気づいたように急に不安そうな顔をした。

「あのさ、もし、穂高が姉ちゃんを生き返らせたいって願ったんだったら……どうなるのかな」

「死んだ人は決して生き返りはしないよ」

　水藤の静かな切り返しに、勇輝はもどかしそうに足で地を蹴けった。

「そうだけどさ。でも、願い事は何かの形で叶かなうんだろ。だったら……」

　勇輝は一瞬、言葉にすることをためらうようなそぶりを見せる。

「だったら、墓の下からよみがえってきたりとか、そういうこと、絶対にないって言えるの」

　勇輝が何を想像しているのかは、純にも容易にわかった。墓の下から這い出してきた朽くちた体が家に帰ってくる……。Ｂ級ホラー映画にでもありそうな光景だ。

「日本は火葬だよ。まさかしゃれこうべが歩いて帰ってきたりはしないだろ」

　冗談めかして答えると、勇輝に睨にらまれた。純は首をすくめる。

　馬ば鹿かな奴やつだと、純は穂高を見下ろしながら、自己嫌けん悪お半分に考える。

　もう絶対に戻らないってわかっているものを欲しがって、こんな相手に願ってしまった。

　昨夜、危うく口にしかけた自分の願い事を思い出し、純じゆんはため息をついた。

「……なんにしろ、今夜どうにかする。こいつの願いがどんなふうに実現されたのかはわかんねえけど、今夜中に全部終わりにするよ」

　勇ゆう輝きは数秒の間を置いてから、ぐっと顎あごを引いて言った。

「俺おれが上る」

　簡単な言葉だった。けれどそれは、おとりになるという宣言だった。

「誰だれかが願い事を持って階段を上らなきゃ、あいつは出てこないんだろ。だったら、俺が上る」

　純は、水み藤とうと綾あや佳かに視線を配り、一つ頷うなずく。

「お前、学校行け」

「は？」

「具合よくなりましたって言って今から行けよ。それで学校終わったらちゃんと家に帰る。……それで、夜になって抜け出せる時間に抜け出してきてくれ。俺たちはここで待ってるから」

　普段から一緒にいる友人同士がそろって学校を休んでいるのは、目を引いてしまうかもしれない。できる限りそれは避けたかった。今から行けば昼には間に合うだろう。

　勇輝は最初渋しぶったが、結局その言葉に従って階段を下りた。木に覆おおわれた階段を下りきったところで、勇輝が眩まぶしそうに空を見上げるのが、純の立つ場所からも見えた。木の影が途切れたところの路面が、日の光で白く光っている。

「たとえば」

　綾佳が言った。彼女は穂ほ高だかに視線を向けていた。ゆっくりとした口調で、さっきの話題を蒸むし返す。

「たとえば、幽ゆう霊れいでもいいからもう一度会いたいと願っても、無理なのよね。この子の近くに霊的〈モノ〉はいない」

　純は頷く。

　麻生あそう穂高の姉は、霊的〈モノ〉となってこの世にとどまることはなかったのだろう。どんな形であれ、彼はもう二度と、姉と会うことはできない。
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　勇輝が再び階段の下にたどり着いたのは、午前零時を回る頃ころだった。

　自転車をかなりのスピードで走らせてきた勇輝は、階段の前でぎゅっとブレーキを引き絞った。きゅうっと高い音が響ひびいて自転車が停とまる。空気は冷えきっているのに、生え際ぎわの辺りから汗が流れた。

　塀へいに寄りかかっていた純と綾佳に、息をはずませながら言う。

「ごめん。抜け出すのに手間取った」

　自転車を道の端に停とめると、勇ゆう輝きは息を整え、階段を見上げた。

「穂ほ高だかの体は？」

「上で、水み藤とうが見てる。階段の下に連れてきて、人目につくとまずいからな」

　勇輝は頷うなずいた。急いで自転車をこいできたせいとは違う理由で、鼓こ動どうが速くなる。

「……じゃあ、上るよ」

「気をつけろ。〈モノ〉が現れさえすれば、お前の仕事は終わりだ。願い事は、絶対口にするな」

「うん」

　勇輝は昨夜耳にした、女の甘い声を思い出す。優しくてやわらかくて、けれど考える力を奪うばうような声だった。

　あの声に誘われても、決して答えてはならない。

　勇輝はぐっと腹に力を入れた。息を大きく吸う。

　行け。あの日からずっとずっと、戦う日を待っていたんだろ。行け。

　勇輝は階段に足をかけた。

　ほとんど何も見えない真っ暗な闇やみの中、勇輝は感覚だけを頼りに階段を一段ずつ上がる。

　そうしながら、誘い出すように、餌えさをちらつかせるように、心の中で願い事を一心に唱える。

　勇者になりたい。力が欲しい。もう二度と、人が傷ついたり失われたりするのを見ないですむように。戦い、守る力が欲しい。

　ふわりと、香こうの匂においがした。

　勇輝は、麻生あそう美み花かの葬式のときに、美花の棺ひつぎの前で焚たかれていた香の匂いを思い出した。

　温かい香。指先でつまみ、額の辺りに掲げ、ゆっくりと香こう炉ろに投じる。見よう見まねで行ったその儀式。

　誰だれよりも直接的な場面を見ているはずなのに、勇輝には穂高の姉が本当に死んだなんてどうしても信じられなくて、粛しゆく々しゆくと行われるその儀式が何かの遊ゆう戯ぎのように思えて仕方がなかった。

　寺の中に満ちる香の匂いとすすり泣く声が重く苦しくて──。

　その匂いが今、からみつくように勇輝の周りに漂っている。その香の匂いを焚きしめた誰かが、すぐ側そばに立っているかのように。

　──あなたの願い事は？

　甘い声が、勇輝の耳をくすぐる。けれど、昨日とは少し様子が違った。ただ甘いだけじゃない。聞き覚えのある声。

　勇輝の横で歌を歌っていた、あのやわらかな声が、勇輝の頭の中に鮮やかによみがえった。

「美花さん？」

　思わず問いかけた。返事はない。

　唐とう突とつに、言い表しようのない感情が押し寄せてきて、心が吞のみ込まれる。泣きそうになった。

　あのさ、穂ほ高だか。お前が一人で階段を上った気持ち、俺おれはなんとなくわかる気がするよ。

　心の中で、勇ゆう輝きは友人に語りかける。

　いつだって、穂高は俺を恨まないようにがんばってた。

　隣で馬ば鹿かにした顔をしながらも、俺のやることを止めずに見守っていたお前は、本当は俺がしくじるのをちょっとだけ期待してたろう。俺が馬鹿やってしくじって、勇者なんかには絶対なれっこないんだって、そう思い知らされる日をこっそり待ってたろう。

　でも、そんなふうに思うことで俺を直接恨うらむのを避けてたお前だって、本当は、無む謀ぼうで無茶なことを、一度くらいやってみたかったんだ。

　冷静沈着の頭脳キャラの役割なんか投げ捨てて、がむしゃらに馬鹿みたいにあとのことなんて考えずに、願ってみたかったんだ。

　勇輝はぐっと歯を食いしばる。耐えなければならない時間はわずかだった。

　潮が引くように、すうっと香こうの匂においが遠ざかった。

　直後、勇輝の体を純じゆんの腕が後ろから抱かかえ、引き戻す。

　勇輝の脇わきを、黒くやわらかそうなものが流れていった。綾あや佳かの髪だった。彼女は階段を駆け上がっていく。勇輝は逆に階段を引き下ろされそうになって、慌あわてて純の腕をつかんだ。

「待てよ！　下りるのか？」

「下りるよ。よくやった」

「待てって。俺たちも行こう！」

　純につかまえられたまま、勇輝は声をあげる。

「行くって……」

「今日がタイムリミットなんだろ。逃げられちゃまずいんだろ。みんなの魂たましいが喰くいつくされちゃうかもしれないんだろ！」

　勇輝は必死だった。体をよじり、目に精一杯の力を込めて、純の顔を見つめた。

「俺はおとりだ。俺が願いを持って近くにいれば、きっとあの階段の化け物は俺を狙ねらってくる。俺は、ちゃんと最後までおとりをやるから！」

　純の腕から戸惑いが伝わった。

　なんで俺はこんなに一生懸命になっているんだろう。勇輝は純に取りすがりながらも、心の隅で疑問を覚えた。魂をとられたみんなを助けるため？　それとも、彼女の声をもう一度聞きたいから？

　勇輝の目の下がひくひくと痙けい攣れんするように引きつる。純は勇輝を見返して、ゆっくりと言った。

「危ないかもしれないぞ」

「あの魔ま物ものに喰われた四人の方が危ないんだ！　俺は、俺は勇者じゃない。今は勇者になんてなれない。俺の力じゃ誰だれも助けられない。わかってる！　でも、俺は俺にできることを最後までやりたいんだ！」

　そうだ、それが本音だ。

　勇ゆう輝きは自分に言い聞かせるようにそう考える。







　人間の姿をした半物質的〈モノ〉は嫌いだ。奴やつらは血のようなものを流し、痛みに顔を歪ゆがめる。人間を攻撃し、人間を喰くっているような気分にさせられる。

　綾あや佳かは嫌いやな気分で、女の姿をした半物質的〈モノ〉と向き合っていた。

　濃く立ちのぼる草のにおい。踏み出した足の下で、枝やカラカラになった葉がつぶれる。

〈モノ〉の腹の中に、別の生命体の気配を感じていた。綾佳はじっとそこに意識を集中する。確かにそこにある。四つの気配。そのうち三つはひどく弱っているように感じられた。

　急がなきゃならない。

　綾佳は勢いよく足を踏み出し、数歩で〈モノ〉に接近した。〈モノ〉の腕が上がり、しなる。曲げられた指先が空気を引き裂さく。一瞬、〈モノ〉の爪つめが描えがいた五本の軌跡が宙に光る。

　空気が裂ける気配を肌で感じ、綾佳は足は止めないまま腕で顔を庇かばった。肘ひじから手首にかけて鋭い痛みを感じた。一瞬冷たく、すぐに焼けるように熱くなる。血が流れるくらいの傷を負ったようだったが、深手ではない。綾佳はそのまま〈モノ〉に向かって飛びかかる。

〈モノ〉は綾佳に背を向けた。髪と裾すそが翻ひるがえり、白い脛すねがむき出しになるのが見える。

　綾佳は右手を持ち上げ、その手に全身の力を集中させ、横よこ薙なぎに払う。一瞬白い光がひらめき、〈モノ〉の背が裂けた。

　血が飛ぶ。返り血が綾佳の顔にかかった。

（だから人間の姿をした奴は嫌なんだ）

　綾佳は腕を伸ばし、後ろから抱だきつくように、半物質的〈モノ〉の体を拘こう束そくする。そのまま右手を〈モノ〉の腹に突っ込んだ。

　腕を吞のみ込まれる感触に、綾佳は微かすかに呻うめいた。

「気持ち悪っ」

　おぞましい何者かの舌に、腕をねとねとと舐なめられているような気になる。込み上げてくるどうしようもない嫌けん悪お感かんを嚙かみ殺し、泥水の中を泳ぐように手を動かし探す。

　中身のわからない箱の中に手を入れるときのような恐怖感があったせいか、その温かい感触にふれたとき、綾佳は最初、びくりとして手を引っ込めそうになった。けれど同時に、ふれた指先からすがるような感情が流れてきて、綾佳ははっとする。

　これだ。これが、階段を上った子供の「中身」だ。

　どうすればいいのかよくわからないまま、綾佳はあらためてその温かい命の塊かたまりにふれ、すくい取るようにつかんだ。すると、綾佳の中に子供の恐怖と助けを求める声が流れ込んできた。

（大丈夫。今助けるから）

　力尽きかけて弱々しく鳴く子猫を手の中に抱だき取ったような気分だった。命の感触が弱まっている。かなりの程度「喰くわれて」しまっているのかもしれない。

　それでも、子供の「中身」は、すがるように綾あや佳かの手に吸いついた。綾佳はそれを包み込み、腕を〈モノ〉の腹から引き抜く。

　綾佳の手の中で、光の塊かたまりがきらめいた。それはすぐに、少年の姿を形作る。彼は高熱で寝ているところを叩たたき起こされたみたいに、力のない顔つきで辺りを見回している。

「帰りなさい。自分の体へ。早く！」

　綾佳が声をあげ、行けというように腕を振ると、少年の「中身」ははっとした表情になり、よろよろと、実体ではないくせに転びそうになりながら逃げてゆく。

　とたん、半物質的〈モノ〉の女の形相が変わった。

　優しい女の顔から般はん若にやのような顔になり、逃げていく子供を追って手を伸ばす。

　綾佳はその前に回り込んだ。

　般若と相対する。

　再び腹を狙ねらったとき、半物質的〈モノ〉が鋭い金属質な声をあげ、両腕を槍やりのように突き出してきた。その両手に強く肩を突かれて、綾佳は後ろによろめく。弱い箇か所しよを突かれたようで、腕全体が痺しびれてすぐには動かせない。

　半物質的〈モノ〉は腹を押さえ、せめて残った子供の「中身」は奪うばわれまいとするように綾佳から距離を取り、背を向けていた。そのまま逃げ去ろうとする。

「待っ……！」

　綾佳は突かれた肩を庇かばい、体勢を立て直しながら声をあげた。

　月明かりだけが頼りの闇やみの中。神の死体の腐ふ臭しゆうが漂いそうな、滅びた神域の暗闇に、化け物が溶けて消えていきそうになる。

　ここで逃がしたら、もう取り戻せないかもしれない。

　ぞっと首筋が冷えて、綾佳は〈モノ〉を追った。手を伸ばすけれど、その指の先から〈モノ〉の白い着物が黒の闇に溶ける。

「俺おれの願いを聞いてくれ！」

　その時、少年の声が響ひびいた。思わず綾佳は動きを止める。

　見れば、純じゆんと一緒に階段を上ってきたらしい勇ゆう輝きが、足を踏ん張って立っていた。

「俺の、願いを」

〈モノ〉は振り向いた。その顔は、さっきまでの般若のそれではなく、優しい、包み込むような女性の顔に戻っていた。

〈モノ〉がゆるゆると動き出した。勇輝に近づいていく。綾佳はまだ動かずに、その様子を見守る。

　もう少し。もう少しだけ引き寄せて、純じゆんと挟はさみ撃ちにする。決して逃げられないように。

　綾あや佳かは息さえひそめ、〈モノ〉と勇ゆう輝きの距離が縮まっていくのを見つめる。

〈モノ〉の白い手が、優しく勇輝の頰ほおにふれる。







　純が勇輝と一緒に階段の上に着いたとき、〈モノ〉は姿をくらまそうとしているところだった。

　逃げられる。純が思わずつぶやいたとき、勇輝が高らかに声をあげた。

「俺おれの願いを聞いてくれ！」

　姿を消そうとしていた〈モノ〉が、勇輝の方を振り返った。

　勇輝の目には、おそらく白い着物を着た女の姿は見えていないだろう。勇輝は体を強こわばらせ、暗くら闇やみの中で耐えるようにじっと立っている。

　女の姿をした〈モノ〉が、やわらかな微笑ほほえみをたたえて勇輝に近づいてくる。

　そうか、お前はそんなに腹をへらしていたのか。

　餌えさを見ればなりふり構わず、ふらふらと近づいてしまうくらいに。

〈モノ〉の手が、勇輝の頰に伸びる。

　──あなたの願い事は？

　純が動いたのは、綾佳とほぼ同時だった。

　勇輝の脇わきから、〈モノ〉の腹に手を突っ込む。またあの、気味の悪い感触があった。勇輝を挟んで反対側からは、綾佳が同じように女の腹を貫つらぬいている。

　女の腹は、異次元につながる穴のように、手を入れても奧がない。向こう側に突き出ることもない。他ほかの箇か所しよは傷つければ人間のように血を流すくせに、腹だけは沼のようにやわらかく手を吞のみ込む。ただ、表情だけは苦しげに歪ゆがめている。

　この腹は、この〈モノ〉の「口」か。

　こいつは、一見人間みたいな形をしているけど、実際は完全な異い形ぎようだ。

　純がそう思ったとき、手に何かがふれた。昨夜もふれ、けれど助け出すことはできなかった子供の「中身」。

　ごめんなさい。そう、声が聞こえた。少女の声だ。続いて、助けて、と請こわれる。

　この子は、綾佳を襲おそったという女の子だ。

　思うと同時に、引き抜いた。純の手から温かい光が上り、少女の姿を形作る。少女は、不安げに辺りを見回していた。その視線が綾佳の上にとまる。すると、少女の顔に安あん堵どと、泣きそうな色が広がった。

「行け」

　純は少女の「中身」に向かって低く言う。

「大丈夫だから、行け」

　綾あや佳かの手が引き抜かれ、その手からもう一人の子供の姿が浮かび上がった。下ぶくれた顔の、ぐったりと衰弱した様子の少年。二人の子供の「中身」が逃げ出すのを見届けると、純じゆんは再び〈モノ〉に向き直った。

　あと一人。

　麻生あそう穂ほ高だかが、まだ中にいるはずだった。







　水み藤とうは穂高の体につきそったまま、じっと事態の進行を見守っていた。

　手は出さない。純と綾佳が水藤に託した役割は、麻生穂高の体を守ることだった。彼らはいまだに、水藤の体調を気き遣づかっているのかもしれない。今はもう、純の方がよっぽど不安定な状態のくせに。

　横で眠るその少年の体を、水藤は見下ろした。

　いつもは小学生にしては大人おとなびた表情をする彼も、昏こん々こんと眠る姿はただの子供だ。

　もしかしたら、俺おれは君と同じなのかもしれないな、と水藤は思う。

　勇者になろうとする友を側そばで見つめ、馬ば鹿かにし、それでも憧あこがれた。

　水藤は、女の姿をした〈モノ〉と、それと対たい峙じする二人の仲間、そして立ちつくす一人の少年に視線を戻す。







　穂高の「中身」にふれた手ごたえはあった。けれどそれは、さっきの少女のものとは違い、ふれた純の手を焼くように熱を発した。

　思わず息を吞のむ。拒絶されたと感じた。

　最後の一つを取られまいと、〈モノ〉が抵抗しているのか。

　いや。

　純は舌打ちする。

　麻生穂高自身が、〈モノ〉から離れることを拒否している。

「なんで、お前……！」

　純がふれた穂高の「中身」は、自分を守るように、他人を拒否するように熱を発する。純はそれを無理矢理につかんだ。手が焼けるように痛むが構わない。

　力で引き離すことで穂高の「中身」が損なわれる不安もあったが、穂高の場合はまだ〈モノ〉に取り込まれてから一日しか経たっていない。他ほかの三人よりは衰弱の度合いは軽いはずだった。

　持ちこたえてくれよと念じながら、純はつかんだ手を引く。

　──やめて。

　女の声が、純じゆんの脳内に響ひびいた。なつかしい声だった。え、と思わず声をあげる。

　その瞬間、引こうとした手を逆に引っぱり返されるような感覚があり、それと同時に純の目の前で白い光がはじけた。

　光に目を焼かれるように視力を奪うばわれ、体の感覚が消える。体だけをそこに残したまま、意識が前へ引っぱり寄せられたような気持ちがした。

　一瞬だけ、意識も感覚も、すべてが途切れた。電源オフ。

　そして、再起動。最初に機能したのは聴覚だった。意識はぼんやりとかすんでいる。

「純」

　女の声が純の名を呼んでいる。けれど、目が見えない。体の感覚がない。ただ聴覚だけが残されていた。

　黒い黒い、何もない空間の中に、自分の耳だけがぽつんと浮かんでいる。そんな感覚。

「純」

　名を繰り返される。よく知っている声だ。決して忘れない声。ちょっとぼんやりした感もある、やわらかい声。

　彼女の声が、俺おれを呼んでいる。

「紗さ也や？」

　考える前に純は呼んでいた。

　そのとたん、視界が開け、体の感覚が戻ってくる。

　気がつくと、純は雑然としたダイニングに立っていた。乾燥機にはたくさんの食器が積まれ、調味料や調理器具が出しっぱなしになっている。

　純の実家だ。

「純？」

　肩にふれる手の感触に、純は体を強こわばらせた。

　視線をゆっくりとずらす。純をのぞき込んでいる小柄な人物の顔が目に飛び込んできた。

　やわらかな茶色の髪が頰ほおにかかっている。彼女は大きな瞳ひとみで純を見上げる。

　隣人で、幼なじみで、恋人だった女。

「紗也」

　乾いた声で呼ぶと、紗也はにこりと微笑ほほえんだ。

「どうしたの。変な顔して」

　あれ、と純は首を傾かしげた。

　俺は今、何をやっていたんだっけ。

「小お母ばさん、今日出かけてるんだってね。朝あさ美みちゃんに頼まれて晩ご飯作りに来たよ」

「朝美に？」

「うん。兄妹きようだいそろって料理がからっきし駄だ目めじゃ、小母さんも大変だよね。私は結構楽しいけどさ。……純じゆんは何食べたい？」

　紗さ也やは笑顔でくるりと背を向けると、冷蔵庫に向かった。紗也の背中が、食材を物色するため冷蔵庫の前に丸まる。

「なんか、変だな」

「何が？」

　紗也が首だけを振り向かせて不思議そうな顔をした。

　何が変なんだろう。

　頭がぼんやりしていて、思考がうまく働かない。ただ、ふわふわとした幸福感と、体の奥の方で棘とげを出している不安感を同時に感じる。

　……今、俺おれは何していたんだっけ。

「やばい薬でトリップしているような気分だ」

「えええ、何それ」

　紗也は笑ったが、今の自分の発言は、だいぶん的を射ているような気がした。

「ね、純」

　紗也が満面の微笑ほほえみを浮かべた。それは完かん璧ぺきな微笑みだったけれど、何な故ぜか奇妙に見えた。

「ずっとこのままでいたいね」
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　そうだなと頷うなずきそうになった純を、何かが引きとめた。

　俺おれは今、何を言わされそうになっている？

「このままって……」

「ずっと一緒にいよう」

　違和感がちくちくと純じゆんの腹の中を刺す。無む邪じや気きなはずの紗さ也やの笑顔に、何な故ぜか作意を感じる。

　ずっと一緒にいる。そんなことはできない。

（さよならだ、紗也）

　離れた場所で、幸せを信じ続けることにすると決めた。

「私はずっと純と一緒にいたいよ。……純は？」

　紗也は純の中から言葉を引き出そうと、答えを求める目をした。

　ぽっかりとあいていた違和感の中に、正気がカチリとはまる。

　そうか。

　純は開いた右の手のひらに顔を伏せた。

「純、大丈夫？　具合悪いの？」

　紗也が心配そうに声をかけてくる。もう二度と聞くことはないだろうと思っていた、耳に心地よい、やわらかな声。

　発作的な笑いが込み上げてきそうになる。薬で頭をやられたように何がなんだかわからなくなって、紗也の言葉を肯定しそうになったさっきの自分を、笑い飛ばしたいような、殴なぐりつけたいような、よくわからない気分になった。

　きっとここには、当然のように純の居場所があり、逃げる必要も戦う必要もない、飢うえとは無縁の生活が用意されているのだろう。

　紗也の手が、純の肘ひじにふれた。彼女はすがるような顔をしていた。

「ねえ、純。願って」

　目の前の紗也に対して、憎しみに近いほどの、ねばついた怒りを感じた。

「願わないよ」

　純は、はっきりと明めい瞭りように、声は荒げず、それでも叩たたきつけるように言う。

「俺はお前を願わない」

　紗也の表情が、泣きそうに崩れた。多分、自分も似たような表情をしているのではないかと思う。

　本当だったら、こっちが正しい現実だったはずだ。

　純は紗也とともにいたいと思っていたし、こんな運命望んじゃいなかった。当たり前だ。

　だけど、なかったことには決してできない。

　紗也の悲しい顔ごと、周りの景色が歪ゆがむ。電波の乱れたテレビのように、部屋の風景がざらりと乱れ、別の風景が浮かぶ。

　気がつくと、純は見知らぬ家の中にいた。白い壁紙の廊下。

「今度はなんだ」

　つぶやいた純じゆんの声が、白い廊下に反はん響きようする。廊下の先の部屋の中から、人の声がもれ聞こえてきた。会話の内容はわからないが、声は楽しそうな色を持っている。

　状況が予想できて、純は表情を曇らせた。

「麻生あそう穂ほ高だかの夢……か」

　白い廊下を進み、曇りガラスのはめ込まれたドアを押し開ける。そこは、広々としたリビングだった。ガラス板のテーブルを挟はさんで、麻生穂高と高校生くらいの少女が向き合ってソファーに腰かけていた。二人とも紅茶のカップを手に、楽しそうに言葉を交わしている。

　少女は、目鼻立ちが穂高とよく似ていた。彼女が穂高の姉なのだろう。

「おい」

　純は声をかける。二人分の視線が向けられた。今初めて純の存在に気づいたようだった。

「帰るぞ」

　純は穂高だけを見て言った。すると、穂高の表情が歪ゆがんだ。嫌けん悪おと恐怖と悲しみと、どれが一番前に出ているのかわからない、奇妙な歪み方だった。

「帰るぞ。夢はもう、おしまいだ」

　穂高は腰を浮かせた。へっぴり腰で立ち上がり、らしくもなくだだっ子のように穂高は首を横に振った。

　それだけで、純は穂高が本当は理解していることを悟る。

　わかっていても、出たくないのか。

　純は舌打ちした。自分が見せられた幻まぼろしの中で、紗さ也やをあんなふうに拒否しなければならなかった悔しさが尾を引いていた。不機嫌に穂高を見下ろす。

「わかってるんだろ、本当は。これが現実じゃないってことは」

　純はもどかしさと苛いら立だちを感じていた。けれどその隅に、少年を追いつめている罪悪感がちらりとわく。だが純は、はっきりと言った。

「お前の姉さんは、死んだんだ」

　その直接的な言葉は、発した純の喉のどをちりちりと焼いた。穂高の方は、さらにひどく痛めつけられた顔をして首を振る。

「姉さんはここにいる。俺おれがそうだと信じ続ける限り、この人は姉さんだし、ここは現実だ！」

「どんなに理り不ふ尽じんな出来事だって、もう起こったものは起こったんだよ！　仕方ないだろ、諦あきらめろ！」

　泣き出す直前のような顔で叫んだ穂高に、純は反射的に切り返していた。純の頭の中には、さっきの紗也の幻があった。少年への思いやりもへったくれもなく、感情のままに怒鳴った。

　穂高は打たれたように顔を歪め、一歩あとずさる。穂高の姉は、弟の側そばに駆け寄りそっとその肩を抱だく。穂高の姉の、その慈じ愛あいといたわりに満ちた表情に、純は吐き気を感じた。

「お前、それでいいのか。そんなものにすがって、本当の姉さんに悪いと思わないのか」

　部屋には甘い菓子の匂においが漂っていた。穂ほ高だかの姉がクッキーでも焼いたのかもしれない。穂高、と、彼女が心配そうに弟の名を呼ぶ。穂高の肩に置かれた手には、きっと確かな温度があるのだろう。

　純じゆんの苛いら立だちがふっと緩ゆるんだ。

　確かに、こんなふうにリアルに、なくしたものを見せつけられたら参るよな。

　さっきの紗さ也やの幻まぼろしがそうだった。この上、もしまだ〈モノ〉がしつこく純に願い事を言わせようとするのなら、今度は高こう円えん寺じのマンションでの四人の生活を再現してくるかもしれない。現実に失われた命を目の前に差し出して、お前は再びこの命を消し去るつもりかと問いかけてくるかもしれない。

　けれどそんなのに騙だまされたら、本人は怒るだろ。

「なあ、戻ろう。お前の友達も、心配してる」

　純はそっと言った。うなだれた穂高の様子から、これで連れて帰れると思った。

　だが、穂高の表情は急に変わった。何な故ぜか、嘲あざ笑わらうように口元を歪ゆがめる。

「勇ゆう輝きが？」

　ははっ、と、穂高の口から実際に笑いがこぼれた。カラカラに乾いた笑いだった。

「誰のせいだと思ってるんだよ」

「穂高！」

　勇輝の声が響ひびいた。

　純はぎょっとして振り向く。白い廊下に勇輝が立っている。

　純は眉まゆを寄せた。

「お前、なんでここに」

　勇輝は純の問いには答えなかった。ただじっと、泣きそうな顔で穂高を見ている。

「ごめん」

　勇輝は言った。それはとてもシンプルで、けれど思いの詰まった謝罪の言葉だった。

　穂高の顔が、強こわばる。聞いてはいけない言葉を聞いてしまったような、そんな表情で。

　そのとたん、穂高の後ろに立っていた彼の姉の姿が崩れた。

　細かい砂になって、風に吹き散らされていくように、穂高の姉は消えていく。それとともに、白い部屋の風景も歪み始める。

　純は穂高に駆け寄り、その手首をつかんだ。穂高はもう抵抗しない。純は反対の手を勇輝に向かって差し出す。

「お前も……！」

　だが勇輝は動かなかった。無茶ばかりをやって勇者を目指していた少年は、試合に負けたような顔をして、その場に立ちつくしていた。




　腕をつかまれて、思いきり後ろに引かれていた。

　はっと気がついたときにはもう踏みとどまれる状態ではなく、純じゆんは腕に両手をからめた綾あや佳かと一緒に後ろに倒れる。その勢いで、〈モノ〉の腹から純の腕がずるりと抜けた。そのまま地面に転がる。

「いて……」

　愚ぐ痴ちるように軽く呻うめいて、純は起き上がる。そこでようやく、自分の手の中に温かい光があることに気づいた。そっと手を開くと、光は少年の姿を形作った。夢の中で見たときと同じ、泣き出しそうな表情をしていた。

　純はほっと息をついて、帰れと示すように一つ手を振る。穂ほ高だかは吸い込まれていくように、自分の体の方へ消えていった。

　純は綾佳に視線を向ける。すると、綾佳の悔しげに歪ゆがめられた顔にぶつかって、ぎくりとした。

「何」

　綾佳は黙って〈モノ〉の方を指さした。純は目を見開く。

〈モノ〉が、勇ゆう輝きの体を抱だき寄せていた。着物の袖そでがまくれ上がり白い腕がむき出しになっている。

　勇輝の体からは力が抜けているように見えた。〈モノ〉の腕に支えられて、かろうじて立っているようだった。

〈モノ〉の胸に顔を埋うずめている勇輝は、沼にうつぶせに倒れている死体のように見える。あのままじゃ死んでしまうのではないかと、純はぞっとした。

「何があったんだ」

「あんたが麻生あそうくんの『中身』を取り返そうと〈モノ〉の腹に手を突っ込んだ直後、あの子、願い事を言っちゃったの」

　綾佳は止められなかった自分自身に腹を立てている様子だった。

「なんて？」

「……あの子の耳には、〈モノ〉の声が亡なくなった麻生くんのお姉さんの声に聞こえてたのよ」

　純の問いには答えず、綾佳はいまいましげにそう言う。純は〈モノ〉の腹に手を突っ込んだときに響ひびいた声が、紗さ也やの声に聞こえたことを思い出す。

「……あいつ、麻生穂高と同じ願い事をしたのか」

「ちょっと違う」

　綾佳は一度ぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「『強くなりたい。今度こそ守れるように』」

「それって」

　ゆらりと、勇ゆう輝きの体が振り返った。そっと〈モノ〉の手が勇輝から離れる。

　勇輝は虚うつろな目をしていた。両腕は弛し緩かんして、だらりと体の脇わきに垂れ下がっている。自分の二本足で立ってはいたが、意識はないようだった。最初の二人の体を返したときも、こんな状態で歩かせたのかもしれない。

　純じゆんは舌打ちした。

「いい。……もう一回取り返せばいいだけだろ」

　言ってから、純は〈モノ〉の腹の中で見せつけられた光景を思い、気分が沈んだ。

「一つ訊きいていいか」

「何よ」

「俺おれ、どうしてた？」

　綾あや佳かは怪け訝げんそうな顔をする。

「どうって？」

「寝てた？」

「はあ？　夢でも見てたの？」

「うん、見てた」

　綾佳の反応からすると、あの夢は、純が〈モノ〉の腹の中で穂ほ高だかの「中身」にふれた、ほんの一瞬の間に見せられたのだろう。数分の居眠りで、長い長い夢を見ることがあるのと同じようなものだ。

「何へこんだ顔してるのよ」

　綾佳に一いち瞥べつとともに言われ、そんなあからさまに顔に出ていただろうかと、純はさらにへこむ。

「……なんとかするわよ」

　綾佳はとてもアバウトな言葉で、けれど力強く言った。純は頷うなずく。

　純は一歩、勇輝に近づく。だがその瞬間、虚ろな目をしていた勇輝が、獣けもののように飛びかかってきた。純は受けとめようとしたが、思わぬ力で撥はねのけられ、突き飛ばされるような形で一歩退く。

　勇輝はそのまま純の脇をすり抜け、転がるように壊れた社殿へ駆けていった。待機していた水み藤とうがわずかに警戒する様子を見せたが、勇輝はそちらには目もくれず、壊れた社殿の残ざん骸がいの中から適当な一本の木材をつかみ取った。

　それを、純たちに向けて構える。

「あの〈モノ〉、やっぱりあいつの体に自分を守らせる気だ」

　勇輝は、〈モノ〉の声に幻げん惑わくされ、〈モノ〉と麻生あそう穂高の姉を重ねてしまっている。そこへあの願い事だ。

　いいように使われている。

　腹立ちで、純じゆんのこめかみの辺りが鈍く痛んだ。

　木材は結構な重量があるだろうに、勇ゆう輝きはその切っ先を揺らさなかった。ぴたりと静止した木材の先が、純の顔の方向に向かっている。

　勇輝の目は相変わらず虚うつろだったが、その小さな体からは奇妙な気配が──殺気にほど近い気迫が感じられた。

　すっと、勇輝の体がすべるような動きで近づいた。あっと思う間に目の前に迫り、純の頭をめがけて木材が振り下ろされる。

　とっさに腕で防いだ。手首の下辺りで受けとめると、骨が鳴る嫌いやな音がした。純は歯を食いしばる。子供の力じゃない。〈モノ〉が、勇輝に大きな力を与えている。

　木材を受けとめた手を返して、その凶器をつかみ取ろうとした。だが勇輝はすばやく引き、今度は胴を狙ねらって打ち出す。受けとめるのはかなりのダメージを覚悟せねばならず、純は後ろに跳とんでよけた。

　その隙すきに綾あや佳かが〈モノ〉の方へ向かう。勇輝の「中身」を取り返すつもりだ。

　だが〈モノ〉は、すばやく身を翻ひるがえして勇輝のもとに駆け寄り、勇輝も〈モノ〉を守ろうと立ちはだかる。

　木材を構えて立つ勇輝の後ろで、〈モノ〉は赤い唇くちびるを歪ゆがめて、にいっと笑った。ゆらりとその手が上がり、自らの腹を撫なでる。いとおしむような、見せつけるような仕草。
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　そして背を向ける。

　勇ゆう輝きを楯たてに、逃げる気だ。

「綾あや佳か、〈モノ〉を！」

　純じゆんは〈モノ〉の追跡を綾佳に任せ、勇輝の体を取り押さえようと腕を伸ばす。

　勇輝の体が反転した。木材が唸うなりをあげる。純はすばやく一歩引いてそれをよけると、勇輝の腕をつかみ、ひねる。けれど勇輝は武器を離さない。

　勇輝の目は、もう虚うつろではなかった。真まっ赤かに血走っている。

　綾佳が〈モノ〉を後ろから体当たりするようにつかまえた。すると、勇輝は純の腕の中で、獣けものの咆ほう哮こうのような声をあげた。

　体の芯しんに響ひびくような叫びで、純も綾佳も思わず腕の力を緩ゆるめた。

「もう……渡さない。絶対に、もう二度と……殺させない」

　強くなるんだ。

　つぶやいて、勇輝はすさまじい力で純を撥はねのけた。意表を突かれて純はのけぞる。

〈モノ〉は綾佳の腕から身をよじって逃れ、子にすがりつくように勇輝のもとへ寄る。







　はっと、穂ほ高だかは目を開けた。闇やみの中にぽつぽつと星が浮いている空が目に飛び込んでくる。

　とっさに起き上がろうとするが、体がひどくだるく、手足にうまく力が入らない。もがいていると、背中にすっと手が差し込まれ助け起こされた。

「先生」

　水み藤とうは表情もなく穂高を見下ろしていた。

「おかえり」

「あ……俺おれは……」

「〈モノ〉に喰くわれかけたんだ。力が出ないだろう。じっとしているといい」

　穂高は萎なえた手をそれでも握り込んで拳こぶしを作った。おぼろげだけれど、さっきまで見ていた夢の記憶は残っていた。

（誰だれのせいだと思ってるんだよ）

（ごめん）

　穂高は唇くちびるを嚙かんだ。あんなこと、絶対に言う気も言わせる気もなかったのに。謝らせちゃいけない。それは間違ってるって自分に言い聞かせて、今までうまくやってきたのに。

　馬ば鹿かだ。

　泣きそうになるのをこらえて、穂高は迷惑をかけたであろう目の前の彼に向かって、頭を下げた。

「すみませんでした」

「一ひと時ときの夢の値段にしては、少し高かったな」

　恥ずかしい。穂ほ高だかが頭を上げられずにいると、ぽつりと言葉が降ってきた。

「ごめん」

　何に対する謝罪なのかわからず、穂高は顔を上げて水み藤とうを見た。

　その時、穂高の背後で獣けものの叫びのようなものすごい声があがった。振り向いて、硬直する。

　勇ゆう輝きが木材を手に、純じゆんや綾あや佳かと対たい峙じしていた。勇輝の周りには、夜の闇やみの色よりも一層暗い、どす黒い靄もやが寄りそっているように見える。

「何をして……」

「紺こん野のくんも〈モノ〉に願ってしまった。強くなりたい。今度こそ守りたいってね。あの子は、〈モノ〉を君のお姉さんだと錯さつ覚かくさせられて、戦っている」

　穂高の心臓が刺されたように痛んだ。

　穂高は力が入らない体を必死に動かす。濡ぬれ縁えんから半ば落ちるように飛び降りる。

　直後、勇輝の微かすかな声が穂高の耳に届いた。

「もう……渡さない。絶対に、もう二度と……殺させない。……強くなるんだ」

　心臓の痛みがひどくなる。穂高は唇くちびるを嚙かむ。

　ずっと、勇輝はそう思いつめてきた。そのことを誰だれよりも知っていたのは、自分のはずだ。

　楽しそうに習っていた剣道を、あの事件以来気味が悪いほど真剣に練習するようになった。友達連中の大半には内緒で、空手を習い始めた。人前では笑って馬ば鹿かな無茶を繰り返しながら、勇輝はずっと必死で、強くなりたいと願っていた。

　こんな平和な国の小学六年生のお子様が、強くなって戦いたいなんて言っても、大たい抵ていの人は半笑いの顔で「何と戦うのかな」と言ってくる。

　誰も、勇者なんて必要としていない。日常の中に、勇者が倒すべき敵なんていない。

　皆、勇輝の言うことやることをおもしろがりながらも、結局は道化を見る目を向けていた。馬鹿をやって、みんなを楽しませたり驚おどろかせたりする人気者。それが、紺野勇輝への一般的な評価だった。

　だけど勇輝は、本当はずっと戦ってきた。

　こんなぼけた日常の中にも戦うべきものなんて結構いくらでもあって、勇輝はずっと、そういったものとも戦い続けてきたのだ。馬鹿をやって周りを笑わせて、その必死さを悟らせないようにしながら。

　気がつくと、穂高は泣いていた。洟はなをすすり上げ、萎なえた足を引きずって、目を血走らせながら木材を構えている勇輝に近づく。途中で膝ひざから力が抜け、がくんと崩れた。手を地面につく。ざらりとした土が手のひらにくっつく。

　穂高は時々、太陽に近づきすぎて墜つい落らく死ししたイカロスと、この友人を重ねて見てみることがあった。

　もしかしたら自分は、勇者を目指す勇ゆう輝きが何もかもに敗れて墜つい落らくする様子を見たいんじゃないかとも思った。

　だけど違う。本当は違う。

　誰だれよりも誰よりも、彼が敗れる様など見たくないのは自分だ。

「このへなちょこ野郎！　化け物なんかにいいように使われてんじゃねえよ！　勇者なら、自分の足で立ちやがれ！」

　穂ほ高だかは叫んでいた。自分のことはすべて棚たなに上げて、ただ勇者の復活を祈るように叫んでいた。







　穂高が叫んだ瞬間、勇輝は硬直した。

　握っていた角材がぶるぶると震ふるえ──落ちる。

　その瞬間を見逃さず、綾あや佳かは〈モノ〉の腹に手を差し入れた。勇輝の全身から突然力が抜け、崩れ落ちる。純じゆんはそれを受けとめると、すばやく地面に横たえた。

　綾佳が腹の中から勇輝の「中身」を救い出すと同時に、純は〈モノ〉の首をとらえる。

〈モノ〉は喘あえいでいた。人間のように。髪を振り乱し、体内をかき回されたせいか衰弱した顔で、それでも鋭く純を睨にらみつける。

〈モノ〉の首の感触は、人間の女のそれと変わらない。

　熱いものが、〈モノ〉の首をつかんでいる手から勢いよく流れ込んでくる。質量がある〈モノ〉だ。子供たちの「中身」をかなりの程度喰くったのであろうから、その分もあるのだろう。

　子供の生命力を間接的に喰らっているような気がして、純の心に苦い罪悪感がわく。

　けれどためらいはしない。

　食欲だけではない強い思いを持って、純は〈モノ〉を喰らっていく。

　勇者でも正義の味方でもないけれど。今自分が貪むさぼっている〈モノ〉が、悪だというわけでもないのだろうけれど。

　それでも、もう二度と、こんなふうに人の願いが弄もてあそばれることがないように。

〈モノ〉は、高い高い悲鳴をあげた。ひび割れた、女の声だった。

　耳を塞ふさぎたいようなその絶叫に、純は正面から向き合う。

　やがてその声は先細ってゆき、ぷつりと切れた。直後、白い着物を着た女は黒い土くれに変わった。ぼろりと崩れ、純の足あし下もとに土くれの山を築く。

　それが、神へ祈りに来る人々の願いを横取りし続けた〈モノ〉の、最さい期ごだった。

　狭い、滅びた神域に静けさが戻ってくる。半壊した社殿と、土と草と木だけがある場所。月の光が降ってくる、穏おだやかな暗くら闇やみ。遠くで、車が通り過ぎる音がした。

「ゲームセットだ」

　妙に感かん慨がいのこもった口調で、水み藤とうが言った。

　純じゆんは彼を軽く睨にらむ。

「不謹慎だろ、その言い方は」

　でも。と言って、地面に両手両りよう膝ひざをついたままだった穂ほ高だかが体を起こした。

「終わったんだ。おかしな、ひどい遊びは、終わった。まさしくゲームセットだ」

　よろめきながら、穂高はゆっくりと近づいてくる。綾あや佳かが無む造ぞう作さに手を出して、ふらりと傾かしいだ穂高の体を支えた。

　純は、地面に横たえた勇ゆう輝きの脇わきに膝をつく。

「おい」

　軽く揺すると、勇輝はむずかるような声をあげ、ゆっくりと目を開けた。焦点の合っていない目でしばらく呆ぼう然ぜんと空を見上げていたが、次第に黒目が何かを探すように動き出す。

「あ」

　のぞき込む純の顔を見て、勇輝は間の抜けた声をあげた。

「大丈夫か」

　自分が大丈夫かどうかよくわかっていない様子で、勇輝は体を動かしてみている。起き上がろうと地面に手をついて、「いててて」と声をあげる。

「無茶苦茶な体の使い方したからな」

　純は手を出して、勇輝が身を起こすのを手伝った。

　ふと、勇輝は穂高の足を見つけたようだった。顔を上げて友人を見上げる。

　穂高はうなだれるように頭を下げた。

「ごめん」

　その言葉で、勇輝は今の状況をようやく理解したらしい。突然ぱっと歯をむき出して、勇輝は笑った。あえて穂高の謝罪に対しては何も答えず、うーんと伸びをする。伸びをしたらまたどこかが痛んだらしく、少し顔をしかめた。

「あー、すげえ冒険したな」

　勇輝はそう言ってすぐに、今度は申し訳なさそうな顔になった。純と綾佳をうかがい見る。

「痛かった……よな？　俺おれ、途中でわけがわかんなくなっちゃって……」

「平気。ご苦労」

　ごめんと謝られる前に、純は答えてその背中を叩たたく。

　若じやつ干かん申し訳なさそうな感を引きずりつつも、勇輝の顔に再びゆるゆると笑顔が戻った。

「おかめたちは無事かな」

　穂高が不安そうに言った。丸一日ですんだ穂高でもこれだけ衰弱しているのだから、あとの三人の状態はもっと悪いだろうなと思う。けれど純はできるだけ軽い声を出した。

「長く〈モノ〉の腹にとどめられていたわけだからな。弱ってはいるかもしれないけど、時間が経たてば回復するさ。大丈夫だよ」

　穂ほ高だかは力が入らないであろう自分の手を見下ろし、不安げな様子を残しながらも一つ頷うなずいた。綾あや佳かはそんな彼を見ながら、思い出したように眉まゆをひそめて言う。

「……ねえ。ところで、麻生あそうくんの家の人は大丈夫なの？」

　穂高がはっとした顔をして勇ゆう輝きを見た。勇輝もあからさまに「やべえ」と顔に出す。

「今日って、いつだ？」

　何も知らない人が聞いたら哲学的にも聞こえるかもしれない問いを、穂高は口にする。

「お前が夜中抜け出してここに来ちゃった、次の夜だよ。あれから丸一日経ったの！」

　勇輝が焦あせった様子で説明する。

　水み藤とうは腕時計を見て言った。

「今、十二時三十五分」

「……いくらなんでも、親おや父じ帰ってるよ。俺おれは今、どういう状況になってんだ」

「ええと、今け朝さは穂高は風か邪ぜひいて起きられないって小お父じさんに言ってごまかしたんだ。……帰ってきて、寝込んでるはずの息子むすこがいなかったら……びびるよな、小父さん、きっと」

「多分、真っ先に勇輝の家に電話が行くだろうな」

「そうしたら俺が家を抜け出したのもばれて……」

　あああ。と、少年二人は絶望的な声を出す。

　責任はあるけど関かかわりたくねえなあと思いながら、純じゆんは二人を眺ながめた。

「大丈夫かよ」

「大丈夫じゃない。帰る！　行くぞ穂高！」

　勇輝はひどい筋肉痛の人のように、ぎこちない動きで歩き出す。穂高は穂高で、病人のようにふらつきながらもそのあとに続く。

「なんて言い訳すんの？」

「抜け出して、夜中の冒険をしてたって言い張って謝る。まるっきり噓うそってわけじゃないし。だから心配無用！」

　高らかに言って、勇輝は穂高を促うながして急ぎ足になる。二人してふらふらしながらも、一歩一歩しっかり踏みしめながら階段を下っていく。

　少年たちが自分の足で階段を下りきるのを見届けると、純は大きく息をついた。

　綾佳が、組み合わせた手を前に伸ばしながら言う。

「とりあえずは、めでたし？」

「体に戻った三人が、無事回復すればな」

　純は答えて、二人に向かって片手ずつ差し出した。

　水藤も綾佳も、黙ってその手を取る。

　今純が喰くらった〈モノ〉を、二人に分ける。

　つないだ手に集中した。熱くなったり冷たくなったりを繰り返す何かが、純じゆんの手の先から二人へと流れ込んでいく。

　暗い境けい内だいで手をつなぎ合っている若者三人。ＵＦＯでも呼んでるみたいだなと純は内心苦笑した。













　　　第五章　笛吹き男〈春へ〉







「ふうん。それじゃ三人とも、学校に来られるようになったんだな」

　純は、向かいに座る二人の少年の話を一通り聞き終えると、安あん堵どのため息をついた。

　沢さわ村むら圭けい吾ご、木き田だ洋よう介すけ、久く保ぼ田たまなみの三人は、あの夜病院で意識を取り戻したらしい。目覚めたときはひどく衰弱した状態で、しばらくの入院生活と自宅静養を余儀なくされたらしいが、今ではすっかり回復したという。

　事件が収束してから二カ月以上が過ぎた。純は何な故ぜか勇ゆう輝きたちになつかれて、時々こうして二人に昼食をおごるはめになったりしている。

　こういうのも悪くはないけれど、やっぱりそろそろ潮時だな。

　純はコーヒーをすすりながら考える。

　特定の誰だれかと、しかも子供と親しくつきあうのはお互い危険だ。彼らには連絡先も教えてしまっているし、何よりモノ祓ばらいの仕事をしていることを話したり、それなりの力を見せてしまったりもしている。信用していないわけではないが、どこからこのことがもれてしまうかわからないのも事実で。

　彼らは、あと一ひと月つきもしないうちに卒業し、中学生になる。その頃ころには別の場所に居を移そうと純じゆんは考えていた。〈モノ〉に喰くわれかかった三人の無事を知って、肩の荷が下りたというのもあった。

「……通り魔まは捕まらねえなあ」

　それだけは心に引っかかっていて、純は小さくつぶやく。そのとたん穂ほ高だかが痛そうな顔をした。

「あんな願い事、させるんじゃなかった」

「あ、いや。でも再犯のニュースも聞かないし、あの願い事に関してだけは、そこそこの結果なんじゃないのか」

　純は慌あわてて取り繕つくろうように言った。彼らは、純が通り魔を殴なぐり飛ばして怪け我がをさせたことなど知らない。沈みそうになった穂高の表情を引き戻すため、純は話題を変えた。

「お告げの流行はどうなったんだ？」

「もうみんなその噂うわさには飽あきちゃってるよ。半分忘れられてる感じ」

「ああでも、お告げを元にしてできた階段にまつわるいろんなエピソードはすっかり定着しましたけどね。そのうちこの町での都市伝説や怪談話の古典になるかもしれない」

　純は笑った。図書館でこの土地の民話や歴史を調べたときには、階段にまつわる話はほとんど見つからなかったけれど、もし今小学生相手の聞き書き集でも作ったら、階段が登場する話がたくさん出てくるのだろう。

　勇ゆう輝きが、ふと思い出したように純の方に顔を寄せた。

「実は俺おれ、久く保ぼ田たに矢や代しろさんたちのこと訊きかれたんだ。あそこでのこと、なんとなく覚えてるみたいでさ。『あんた、大人おとなの人たちと一緒に助けに来てくれたでしょ』って言われた」

　純は軽く目をみはった。

「それで？　なんて答えたんだ？」

「夢見たんだろって言っといた。あんまり真剣に訊いてくるから、噓うそつくのちょっとしんどかったけどさ」

「信じた？」

「どうかなあ。納得のいかない顔はしてたけど。でもこんな話、夢だよって言われちゃえばそれまでだよな」

「まあな」

「あっ、でもあいつ、早はや瀬せさんのこと気にしてるっぽかった」

　少女の幽ゆう体たいが綾あや佳かをベランダから落とした件を思い出した。きっと、〈モノ〉の腹の中にいる間もずっと気に病んでいたのだろう。

「そういや久保田、水み藤とう先生のこと吹っきったみたいだな」

　ぼそりと穂ほ高だかが独り言のようにつぶやいた。勇ゆう輝きが首を傾かしげる。

「は？　先生が何？」

「完全にから回ってたけど、久く保ぼ田た、水み藤とう先生に結構一生懸命アタックしてたんだよ。でも最近じゃ、全然そういうことなくなったな。まあ、それどころじゃないことがあったわけだから、単にそのせいなのかもしれないけどさ」

　ふうんと勇輝は気のない相あい槌づちをうつ。

　水藤の名前が出たことで、純じゆんは二人に訊きいてみる気になった。

「水藤、塾で変わりない？」

「変わりって？」

　勇輝が不思議そうな顔をする。

「いや、たいしたことじゃないんだけど、最近あいつ、あんまり家でしゃべらないんだよな。……一時、ちょっと体調悪くしてたことがあったから、また悪化したんじゃないかと気になっててさ」

「塾ではしゃべってますよ、普通に。当たり前だけど。むしろしゃべらなかったら先生できないけど。……体調悪そうには別に見えなかったですけど」

「そうか。ならいいんだ」

　純はあっさり頷うなずいた。

　あ、でも。と勇輝が声をあげる。

「最近、先生の彼女が待ってないなって、久保田が言ってた」

「彼女？　誰だれ？」

「知らない。久保田が言うには、高校生くらいの、人形みたいな顔の人だって。前はよく塾の前で待ってたらしいよ」

「高校生くらいの女？」

　なんだそれは。一時期、水藤が冗談めかして言っていた「逢あい引びき」の相手だろうか。

「こそこそ会うような彼女が、本当にいたのかよ」

　呆あきれ半分で言うと、少年二人が問いかけるような視線を向けてきた。なんでもないというように、純は首を振る。

「そうだ」

　突然勇輝が思い出したように言って、鞄かばんをかき回し始めた。中から四つ折りの紙を取り出して純に差し出す。受け取って開いてみると、そのＡ４サイズの紙には『願いがあるならば、階段を上れ』と印字されていた。

「これ……」

「おかめが見つけたお告げ。あいつ、気味悪がっちゃってさ。そのお告げの紙、持ってるのも捨てるのも嫌いやなんだって。だから、持っててやってよ」

「お前のは？」

「俺おれのは、俺が持ってる。記念で、馬ば鹿かの証あかしで、勲くん章しようだから」

　勇ゆう輝きは胸を張って笑った。

　純じゆんも少し笑い、「了解」と告げるとその紙をしまった。




　　　　　　＊




　駅前のコンビニの入口で、綾あや佳かは立ち止まった。辺りを見回す。

　駅舎から出てくる帰宅途中らしき背広姿の男たちや、デパートを出入りする主婦らしき女たちの姿が目につく。

　しばらくじっとその様子を見つめた。だが、駅前の喧けん噪そうの中から不審な人物を見み出いだすことはできない。

（なんか最近、誰だれかに見られているような気になることがあるのよね）

　追われている身であるため、神経過か敏びんになっているのかもしれないけれど。

　首をひねりながらも、綾佳はコンビニのドアを押し開ける。そのとたん「あ」と声をあげられた。

　見ると、チョコレート菓子の箱を持った少女が立ちつくしている。

　久く保ぼ田たまなみだった。

　まなみは呆ぼう然ぜんと口を開け、幽ゆう霊れいを見るような目で綾佳を見つめている。綾佳は意識して、少し困ったような笑顔を作った。

「どこかで会ったことあったかしら？」

　思い出せなくて申し訳ない。そんな顔をしてまなみを見ると、彼女は目に見えてうろたえだした。

（ただの夢だったと思いなさい）

　綾佳は困惑の交じった微笑ほほえみを浮かべながらも、心中でそうつぶやく。

　まなみが、体を抜け出して綾佳を襲おそってしまったことを覚えていて、気に病んでいたのはその表情から明らかだった。

（五階から落ちた人間が、無傷で歩いてるわけないでしょ。あれは全部夢だった。あなたの悪夢にすぎなかった）

　まなみはしばらくうろうろと視線をさまよわせていたが、綾佳が彼女を覚えていないことを悟ったのだろう。おずおずと口を開く。

「あの……水み藤とう先生の彼女さんですよね」

「彼女じゃないわ。いとこよ。事情があって一緒に住んではいるけどね」

　言い慣れた噓うそを口にすると、まなみはぽかんと口を開いた。そして、見る見るうちに顔が朱しゆに染まってゆき、恥じたようにうつむく。

「もしかして、塾の生徒さん？」

「あ……はい。あの、私、お姉さんが、三階から飛び降りた紺こん野のを受けとめるところを見たことがあって……」

　綾あや佳かは「ああ」とわざとらしいくらいに明るい声をあげて笑った。

「あれはびっくりしたな。あの子、紺野くんっていうんだ。今元気にしてる？」

　まなみは、戸惑いがちではあるがようやく表情を緩ゆるめ、ほんの少しだけ笑みを浮かべた。

「はい。元気です。相変わらず馬ば鹿かで無茶なことばっかりやってるけど」

　まなみはまだうしろめたそうな様子だったが、それでも少しはほっとしたような口調で続ける。

「でも私、なんでかあいつが助けに来てくれる夢を見たんです。そこには……」

　まなみは言葉を切って困ったように目を泳がせた。そこには、綾佳もいた。多分そのことを言おうとしたのだろうが、自分の話の奇妙さに気づいた様子で、尻しり切きれトンボのままごまかすように笑った。

　それぞれ買い物をすませて外に出ると、夕暮れの中を道が分かれるところまで一緒に歩いた。

　別れ際ぎわ、まなみは少しはにかみながらも告白した。

「実は私、お姉さんのこと、水み藤とう先生の彼女の一人だって思ってたんです」

「彼女の一人か」

　綾佳は笑う。まなみは恥ずかしそうにしていた。

「他ほかにも彼女っぽい人を見たことあるの？」

　水藤の謎なぞの彼女について、冗談めかして訊きいてみると、まなみは少し寂しそうな顔をして頷うなずいた。

「少し前まで、よくその彼女は塾の前で待ってたんです。逆に先生は、その人のこと避けてるみたいだったから、うまくいってないのかなって思ってた」

「ふうん。今は？」

「今はもう、彼女が塾に来ているところを見かけることはなくなったんですけど……。でも、この前見ちゃった。この先の公園で、二人でしゃべってるところ。ああ、仲直りしたんだなあって思って」

　まなみはそう言って、少し大人おとなびた表情をした。そっか、と綾佳は軽く相あい槌づちをうった。

「じゃあね。元気で」

　ばったり会った子に対する別れの挨あい拶さつとしては妙かとも思ったが、綾佳は気持ちを込めてそう言った。そのまま背を向ける。

「あのう」

　声がかかった。振り返ると、まなみは緊張した面もちを夕日の色に染めて、じっと綾佳を見ていた。

「ごめんなさい」

　真剣な声だった。けれど綾あや佳かははぐらかすように笑って首を傾かしげた。

「何が？」

　まなみはしばらく黙っていた。けれどやがてゆるゆると微笑ほほえみ、言う。

「……引きとめちゃって」

　それ以上言葉を交わすことはなく、まなみは会え釈しやくをして去っていった。その後ろ姿を見ながら、綾佳は肩から力を抜いた。

（いい子じゃない）

　助けられてよかったと心底思った。そして、自分が五階から落ちたくらいじゃどうということもない、人じん外がいの体であることにも、今は少し感謝した。

　歩きながら、まなみが言っていた水み藤とうの彼女のことを考えた。

　少し前までは水藤は彼女を避けていた。けれど、今はうまくいっているらしい。

　水藤の様子は、ここ最近また変化したような気がする。綾佳や純じゆんと言葉を交わすことも少なくなった。

　何かあったのだろうかと、綾佳も純も密ひそかに気にしていたのだけれど。

（その彼女のこと、何か関係してるのかな）

　身体的には、そこそこ元気に見える。霊れい的てき〈モノ〉でできた蠱こ毒どくを体に取り込んでしまった直後のように、ふせってしまうこともなければ、具合が悪いことを隠しているふうでもない。

　時計に目をやった。まだバイトの時間までは少し余裕がある。綾佳はなんとなく気になって、まなみが水藤たちの姿を見かけたという公園に足を向けた。

　木々に囲まれた、静かな公園だった。外からの見通しが悪いので、子供たちが遊ぶには少々物ぶつ騒そうに思えるが、カップルには好まれそうな場所だ。

（ここで水藤くんが女の人と会ってたわけか。あんまり想像つかないな）

　まさしく逢あい引びきといった感じじゃないかと、綾佳は少しおかしく思った。

　公園には、今は誰だれもいない。綾佳は踵きびすを返し、今度こそバイト先に向かって歩き出した。

　だが、いくらも行かないところで、綾佳は再び足を止めた。

「あ」

　道路を挟はさんだ向かい側にあるファミレスの、窓まど際ぎわの席。そこに、水藤がいた。

　女の人と向き合って座っていた。いや、女の人というより女の子と言った方がいい気がする。

（逢引現場発見、ってことになるのかな）

　だが、向かい合っている二人の間の会話はあまりはずんでいないように見えた。何かをぽつぽつと話してはいるようだったが、はしゃいだ雰囲気は微み塵じんもない。

　綾佳はなんだか、水藤の個人の領域を嗅かぎ回って踏み荒らしてしまったような罪悪感を覚えて、目をそらそうとした。

　だがそれよりもわずかに早く、水み藤とうの向かいに座る彼女の目が、綾あや佳かをとらえた。

　窓の外を眺ながめたのではない。彼女の目は、何な故ぜか正確に綾佳の目をとらえ、お互いの視線が一直線に交わった。

　見透かされるような不思議な感覚が走り、綾佳はぎくりとした。けれどすぐに──水藤が彼女の視線の向きに気づく前に、その目はそらされた。

　変な汗が浮かぶのを感じながら、綾佳は数秒間その場に立ちつくしていた。

　綾佳の前を、バイクが一台音を立てて通り過ぎていった。
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　純じゆんの誘導で、淡いブルーの乗用車がスタンドに入ってきた。

「レギュラー満タンね」

　下りたウインドウからのぞいた顔を見て、純は少し戸惑った。運転席に座っている女は高校生か、下へ手たしたらもっと下にも見える。

（十八か？　運転してるんだから、十八歳になってるんだよな）

　怪け訝げんに思いながらも、キャップを開け、ノズルを差し込んで注文通りに給油を始める。

　女は顔を出してその様子を眺めていた。日本人形を思わせる容よう貌ぼうの女だ。気になって視線を向けると、彼女は旧知の友人にするように、にこりと微笑ほほえみかけた。

「あなたが矢や代しろ純ね」

　さらりと言われて、純は言葉に詰まった。記憶の中から彼女の顔を拾い出そうとするが見つからない。知らない女だ。絶対に。

「なんで……」

　純はわずかに身構えたが、女の笑顔は妙に人の気分を緩ゆるくする作用があるようで、肩に力が入りきらない。

「今日の夕方、偶然もう一人の女の子のこと見かけたの。ちらっと見ただけだったけど、綺き麗れいな子だったわ。そうしたら、あと一人の顔も見てみたくなってね」

　もう一人の女の子。おそらく綾佳のことだろう。この女は、純たちのことを知っている。

　ひやりとしたが、今のところ敵意は感じられなかった。純は眉まゆをひそめ、慎重に窓をふきながら、低く尋たずねる。

「……モノ祓ばらい師か」

「そう訊きかれたらイエスと答えるしかないんだけど」

　女は肩をすくめる。

「少なくとも、あなたたちの敵じゃないわ」

「誰だれだよあんた。何しに来た」

「聞いてないかな。二年前、青森で水み藤とう深しん矢やと遭そう遇ぐうした、イタコ兼モノ祓ばらい師のこと」

　あ。と、純じゆんは口を開いた。真ま里さとの事件のとき、水藤がモノ祓いの仕事先ではち合わせしたという女がいた。仙せん谷たにの情報などを教えてくれた人だったはずだ。

「戸と塚つか……さん、だっけ？　そんななりで、意外と歳としいってるんだったよな」

「あら、あなたたちとたったの三つ違いよ。確かにそれよりもちょっと若く見られがちだけど」

「水藤が、ここを教えたのか」

「そう」

　戸塚は短く答えた。純はじっと彼女を見つめて、その真しん偽ぎを考える。

　水藤が彼女を信頼しているにしても、勝手に純のバイト先を教えるとは考えにくかった。けれど、最近の水藤が何を考えているのか、純にはよくわからない。

「あんた、最近時々水藤に会ってた？」

「私のこと、彼から聞いてた？」

「逢あい引びきの相手がいるらしいことは」

　戸塚は笑った。けれど何か、心に引っかかりがあるような笑いだった。

「それで、俺おれになんの用」

　戸塚はぱちぱちとまばたきをした。考える間をおいているように見えた。

「だから、顔を見てみたくなったんだってば。顔を見て、どんな人たちなのか知りたいなと思って」

　純は戸惑いながらまじまじと戸塚を観察する。戸塚の両の目はまっすぐに純の顔に注がれていて、透視されているような、落ち着かない気分にさせられた。

「それは、ただの好奇心？」

「水藤深矢くんは、元気？」

「……あんたも会ってるんだろ」

「そうよ。今日も会った」

「じゃあ、なんで俺に訊きく」

　ガソリンメーターはとっくに止まっていたが、純は動かないまま彼女の目と向き合う。

「何か、気になることでもあるのか」

　戸塚はすっと目を細める。純は、少し前まで気になっていたことを訊いてみる。

「あいつ、死にたがってるなんてこと、ないよな？」

「やっぱり、そういうふうに見えるか」

　戸塚は小さく息をつく。

「彼のこと、気をつけていた方がいいわ」

「気をつけるって……死なないように？」

「色々。踏み外さないように、とかね」

　戸と塚つかが何を言いたいのか、はっきりとは汲くみ取りきれないまま、それでも戸塚の言葉に自分の漠ばく然ぜんとした不安を重ねて、純じゆんは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　ふと、純は思いたって、口を開く。

「あんた、仙せん谷たに由ゆ紀き夫おがどうしてるか、知ってる？」

　戸塚は首を傾かしげた。

「知らない。最近は光こう陵りよう会かいの話自体聞かなくなってるわ。散々うさんくさいことやってきたから、悪い噂うわさが信者たちの耳にも入るようになってきたんじゃないかな。人もだいぶん離れて、かなり弱体化してると思う。幹部の仙谷由紀夫が今何をやっているのかはさっぱり聞かないけどね」

　そうか、と純は妙な感かん慨がいを覚えた。

　自分が幹部を務める宗教団体の維持拡大のため、やけっぱちに見えるほど無茶苦茶をやっていた仙谷由紀夫。彼が自分の居場所だと思い決め、はた迷惑な手段まで使って肥大化させてきたその船は、もうすでに沈みかかっているのか。

「……とすると、もう仙谷は俺おれたちには関かかわってこない、か」

　お告げの仕掛け人が、またしても仙谷なのではないかとも疑っていたのだけれど。

「さあ、それはどうかな。話を聞いた限りだと、彼のあなたたちへの執着はかなりのものみたいじゃない。もう光陵会なんてどうでもよくなって、あなたたちのことを粘ねん着ちやく質しつに捜してるかもしれないわよ」

　それはとても想像しやすい光景で、純は思いきり顔をしかめた。

「俺たちの居場所がばれてる可能性ってのは、あるかな？」

「どうして？　また何かちょっかいかけられた？」

　お告げのことを話してみようかとも考えたが、結局やめて、純は首を横に振った。

　戸塚は純の顔を見て、何な故ぜか一瞬、少し悲しそうな顔をした。

「……まあ、もしまた何かあったら連絡していいわよ。できる範囲で情報提供するわ」

　差し出された名刺を受け取り、純は苦笑する。

「親切だな。水み藤とうのため？」

「……別個でも、相談くらいのるわよ」

　戸塚はそう言うと、出発する構えを見せた。純は給油口のキャップを閉め、精算をすませて、彼女の車を送り出す。

　去っていく淡いブルーの車体を見送りながら、純はもやもやとした気分を胸の中に感じていた。







　結局、仙せん谷たにじゃないなら、誰だれだったんだ。

　バイトの休憩時間、純じゆんは従業員控え室で茶を飲みながら、勇ゆう輝きに渡されたお告げの紙を眺ながめていた。

　純たちをおびき出すための罠わなというわけでもなかったようだし、仙谷やそれに類するようなモノ祓ばらい師が関かかわっている様子はなかった。

「だからって、〈モノ〉が自分でやったとは、どうしても思えないよなあ……」

　独りごちて、純は背もたれに反り返るように寄りかかって、椅い子すをぎしぎしと揺らした。蛍光灯の明かりに、お告げの紙を透かしてみる。

　願い事があるならば、階段を上れ。

　それだけの至し極ごく単純で、けれど意味を解しにくい気を引く文章。

　光に透かしてお告げの紙を見ていた純は、ふと眉まゆをひそめた。

　紙の上部の縁へりがわずかに黄ばんでいる。その場所に指でふれてみると、一度濡ぬれてから乾いたような、ざらざらした手触りがあった。子供たちの手から手へと回されたため、紙全体がしわしわになっていて気づかなかったけれど、確かに黄ばんだ箇か所しよだけ手触りが違う。

　光にかざさないとわからないくらいの、微かすかな黄ばみ。

　何な故ぜかそれが、純の心に引っかかった。

　気にするようなことじゃない。おそらく、子供たちの手を回るうちに、誰かが茶でもこぼして濡らしてしまったのだろう。

　そう思うのに、動どう悸きが治まらない。自分が何を気にしているのかもよくわからず、純は紙を凝ぎよう視ししたまま固まっていた。

「矢や代しろくん？」

　いきなり声をかけられて、純は滑こつ稽けいなほどうろたえた。慌あわてて紙を隠そうとすばやく指を動かして折りたたみ、その手をテーブルの下にすべり込ませる。その拍子に、湯飲みを倒してしまった。

　声をかけたバイトの同どう僚りようが、ああっと声をあげる。

「何やってるのよ、もう」

　同僚の手が伸び、倒れた湯飲みが起こされた。純も慌てて、テーブルの上の茶の池にふれてしまっている本を救出した。

　同僚がバタバタとタオルを取りに行く。けれど純は、救い出した本を見つめて、また固まっていた。

　本の側面が、こぼした茶で濡れてしまっている。純はおそるおそる本を開いた。ページの端に、薄い茶の染しみができていた。指でふれると、濡れて弱っている紙は、ぼろりと表面を崩し、純の指先に紙の微かなくずがつく。

　乾けばほとんど目立たなくなるだろう、染み。

　前にも同じことをやったことがある。

「ねえ、ちょっとどうしたの？」

　タオルを濡ぬれた場所に置きながら、同どう僚りようは不審そうに純じゆんを見た。純はとっさに返事ができなかった。

　考えすぎだと思いながらも、膝ひざの上に隠したお告げの紙にそっとふれたまま、動けなくなっていた。
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　綾あや佳かは海沿いの道を歩いていた。

　もうすぐ、この場所から去る。また新しい場所を見つけて、三人で暮らす。

　店の人にも、今月いっぱいで辞めることは伝えておいた。家族の一員のように綾佳を可愛かわいがってくれていた店の人たちは残念がったけれど、すぐに綾佳の代わりに新しい人が入って、彼らはきっとまたその人のことを大事にし、うまく店を切り盛りしていくだろう。

　この場所に来て二年。長く保もったなと思う。

　東京で、七なな倉くらの用意してくれたマンションに住んだのは、一年弱だった。そこから逃げ出して、北海道に住んだのはたったの二カ月。

　どっちも、その場所を去るときにはそこでの人間関係をすべて断ち切ってきた。今回もそうしなければならないだろう。

（水み藤とうくんはどうするつもりなんだろう）

　綾佳は夕方見た、水藤と一緒にいた女のことを思い出した。

（あの人、モノ祓ばらい師じゃないのかな）

　ほんの一瞬目が合っただけだ。そう決めつけるのは早そう急きゆうにすぎるかもしれない。

　けれどあれは、たまたま目が合ったという様子ではなかった。見られたと感じた。すぐに目はそらされたけれど、〈モノ〉とのキメラである綾佳の存在を感じ取り、確認した、そんな視線に思えた。

（だけど、なんだって水藤くんがモノ祓い師と……）

　考えながら歩いていたら、ふと後ろの音に気づいた。

　緩ゆるやかなエンジン音。それは追い越す様子も止まる様子もなく、一定の距離をおいた後ろから聞こえ続けていた。

　ついてきている？

　気づいたとたん、首筋の産うぶ毛げが逆立つような、嫌いやな視線を感じた。振り返ると、少し離れた場所で、バイクを妙に遅いスピードで転がしている人影がある。

　綾佳が眉まゆをひそめるのと同時に、そのバイクはぐんとスピードを上げた。綾佳は足を止める。

　バイクはすぐ近くまでやってきて停とまった。またがっていた人物がバイクから降り、綾あや佳かに歩み寄ってくる。

「すみません」

　男の声だった。近づくにつれ、その容姿が見てとれるようになる。

　三十歳前後の、ニット帽をかぶった男だった。ポケットに手を突っ込み、口元だけで笑顔を作って綾佳を見ている。

「何か？」

　答えた瞬間、綾佳は腹部に硬いものが押し当てられるのを感じた。

　思わず息を詰め、視線を下げる。男の手と綾佳の腹の間で、光るものがあった。

「動くな、動くなよ。腹が裂さけて中身が飛び出すぜ。そんな死に方は嫌いやだろう、お嬢さん」

　ねばつくような嫌な声が、荒い息とともに吐き出された。

　綾佳は身を硬くする。

　押し当てられた刃物が離される気配はない。さすがに綾佳でも、腹部にナイフを突き立てられたらただではすまないだろう。死にはしないだろうが、だからこそ一層悲ひ惨さんな状況になることも考えられる。

　男は異常に興奮しているようだった。肩で息をしながら、何かをぶつぶつとつぶやき続けている。耳をそばだてると、あの野郎、あの野郎と繰り返しているのがわかった。

「あの野郎。よくも、俺おれをこんな目にあわせやがって。見てろよ、見てろ……」

　異様な様子に、ぞっとした。同時に理解する。

「あんた、この辺りで人を襲おそいまくった、通り魔ま強盗ね」

　言うと、男の顔が奇妙に歪ゆがんだ。口角が上がり、目め尻じりが下がる。

　純じゆんに殴なぐり飛ばされ、結構な怪け我がを負ったはずだ。けれど、警察が来る前に意識を取り戻し、逃げ出した。これまではどこかで息をひそめ、ひっそりと傷を癒いやしていたのだろう。けれどこいつは再び、こんな凶器を持ってやってきた。

「純への腹いせのつもりなの？」

「威い勢せいのいいお嬢さんだな。これから自分がどういう目にあうのかわかってるのかよ。お前、あいつの女なんだろう。恨うらむのなら自分の男を恨むんだな」

　純への復ふく讐しゆう。

　それだけのために、こいつは純の住んでいる場所を調べ、ともに暮らしている綾佳に目をつけたのか。

　前に純が襲われたのもこの辺りだった。綾佳は、バイト後に迎えに来てくれた純と二人でよくこの道を通っていた。こいつが純への復讐を思い立ち、夜にこの辺りを見張っていたのだとしたら、住居を突きとめるのもそう難しくはなかったはずだ。

　一度はバットを持って襲い、ぼろぼろの状態にまで追い込んだ末に逆転の返り討ちにあったのだから、再び純じゆん自身を直接狙ねらうことは警戒したのだろう。

　綾あや佳かはそっと、ナイフを持った通り魔まの手の上に自分の手のひらを重ねた。男はぴくりと体を震ふるわせたが、綾佳の手に力が入っていないことを感じ取ると、先程よりは強くナイフを押しつけながらも無理に振りほどこうとはしなかった。

　綾佳はふんと鼻で笑う。

「情けないやり方ね。凶器を持って後ろから人を襲おそうような奴やつに正当性なんてはなから求めちゃいないけど、それにしても涙が出るくらい情けないじゃない。自分を返り討ちにした人間に対する仕返しっていうのもひどくお粗末な発想だけど、その上本人のところに直接行くのは怖いから、女を狙うなんてね。笑っちゃうわ」

　男の形相が変わった。口元からわずかな笑いの気配が消え、眉まゆがつり上がる。

「お前、状況がわかってんのか！」

　ナイフを持つ男の手に力が入るのを感じて、綾佳は添えていた手で男の手首を力一杯握った。

　情けない声が男の口からもれる。綾佳はそのまま手首をひねる。男は悲鳴をあげ、手首を折られないよう体をよじった。そのまま背中から地面に転がる。

　綾佳は男の手首を握ったまま──あとのことを考えると指紋はつけたくないので無理矢理ナイフをもぎ離すことはせず──男を見下ろした。

「そっちこそ、状況わかってるのかしら。……せっかく拾ったあんたの命、今また危機にさらされてるんだけど？」

　男の顔に、さほど恐怖の色は浮かばなかった。むしろ、恥と怒りの感情が浮かぶ。女相手にいいようにやられたのが、逆上を誘ったらしい。

　こういうとき、女という性別を持っていると、本当に面倒くさい。

　綾佳は舌打ちした。

　男は手に持ったナイフを振るった。綾佳は地を蹴けり、後ろ向きに高く飛ぶ。そのまま防ぼう波は堤ていの上に飛び乗った。

　絶対に不可能だとは言わないが、それでも一般人にあるまじき綾佳の動きに、男は瞠どう目もくする。

「お前、お前ら、なんなんだ」

　叩たたきのめそう。

　綾佳はそう考えながら、見下すように冷たく男を見た。

　せいぜい非人間的な力を見せつけて叩きのめそう。あとからこの男の話を聞いた人間が、この男はでたらめを言っているか、さもなければ薬でもやっておかしくなっていたんだろうと判断せざるを得ないくらいに。

　ただ、この男が綾佳たちの住居を知っているらしいのが問題だった。すぐにあの家を出たとしても、住んでいた人間の情報は調べればすぐにわかる。せめて偽ぎ名めいを名乗っておけばよかったなと、今さらな後悔をした。

　男が雄お叫たけびに似た声をあげた。ナイフを振りかざして、防ぼう波は堤ていの上に立つ綾あや佳かの足を切り裂さこうと刃やいばをひらめかす。

　綾佳はステップを踏むように足を引き、ナイフをよけると、別の角度から思いきり男の手を蹴けり上げた。男がぎゃっと短く叫び、ナイフが飛ぶ。

　間髪容いれず、綾佳は防波堤を蹴って跳とんだ。高く高く跳ちよう躍やくした。男の頭上を遥はるかに飛び越え、家々の屋根が見下ろせるくらいの高さを跳ぶ。

　男が口をあんぐりと開けて、宙を舞う綾佳を見上げていた。その瞬間だけは、サーカスを見て純粋に驚おどろく子供のような表情が浮かんでいた。

　刑事さん、俺おれ、本当に見たんですよ。女が空を飛んだんですよ！

　そんなふうに報告してもらえるとありがたい。

　実際、綾佳の跳躍は男に見せつけるだけの、無意味なものだった。このまま落下と同時に膝ひざ蹴りでも食らわせれば間違いなく一瞬で終わるだろうが、それでは男の生命も終わる。

　綾佳は空中の一番高い地点でくるりと体をひねると、男の背後にやわらかく着地した。男が振り向くと同時に、その腹に十分手加減した蹴りを叩たたき込む。

　男は呻うめきながら吹き飛んだ。停とめたバイクのすぐ横に倒れる。

　だが、手加減がすぎたらしい。男は路面の上でもがくように手足を動かしながらも、存外すぐに立ち上がった。

　そして、そこからの男の動作は驚くほど速かった。

　男は飛びかかるようにしてバイクにまたがる。

　はっと綾佳が駆け寄ったときには、もうバイクは発進していた。痛みと恐怖に歪ゆがんだ男の顔が、綾佳の脇わきを駆け抜けていく。

　どうする。

　綾佳は一瞬迷った。その時。

　前方で光がひらめき、次の瞬間バイクが横転した。

　男の体が投げ出され、バイクと別々に地面をすべる。

「え？」

　綾佳はかすれた声をあげた。倒れた男とバイクの前に、すっと立つ人影があった。

　綾佳の鼓こ動どうがどくんと大きく打った。

「水み藤とうくん」

　綾佳は走り出した。綾佳の視線の先で、水藤が倒れた男の胸ぐらをつかみ、無理矢理に起こしているのが見える。

「水藤くん、待って！」

　水藤は表情なく、起こした男の首に手のひらを当てた。男は、何が起きているのかもよくわかっていない様子で、それでも両手をばたばたと動かし、必死に逃れようとしている。

　ぐうっと男が呻うめいた。

「待って、駄だ目め！」

　綾あや佳かは叫んだ。水み藤とうが何をしようとしているのか、瞬時に感じ取っていた。

　けれど水藤は、綾佳の声など聞こえなかったような様子で、それどころか綾佳に気がついているのかどうかも心こころ許もとないほどの様子で、男の首をつかむ手に力を込めた。綾佳は走る。

　その瞬間、突風が吹いた。

　綾佳はとっさに目を閉じ、腕で顔を庇かばう。

　ざああっと音がして、綾佳の体にぼそぼそとした砂のようなものがかかった。その感触に寒さむ気けを感じ、綾佳は息を詰まらせる。細目を開けて、腕の陰から正面の様子をうかがう。

　水藤の姿は、よく見えなかった。見えたのは、黒い砂すな嵐あらしと、その中心に据すえられた黒い大きな泥人形のようなもの。吹きつける風は泥人形の表面から砂をこそぎ取り、小さな砂嵐を作る。強い風に削けずられて、泥人形はその姿を崩す。

　直後、やわらかいものが踏みつぶされるような音を立てて、泥人形は崩れ落ちた。

　それを待っていたかのように、風がやむ。

　残ったのは、男の首をつかんでいた姿勢のままの水藤と、立ちつくす綾佳。
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　言葉もなく、二人は見つめ合っていた。水藤はゆっくりと、上げていた手を下ろした。奇妙な沈黙がどろどろと流れていく。

「なんで、こんなことしたのよ」

　ようやく綾あや佳かはそれだけ言った。

「逃がしたらよくないだろ」

　料理の手順に文句をつけられて反論するときのような、軽い、なんでもないことを告げる口調だった。綾佳の背筋がぞっと冷えた。

「こいつと戦っていたのは君じゃないか。少し離れたところからでもよく見えたよ。綾佳さんの華やかな戦いぶりは」

「……喰くう気なんてなかったわ」

「喰わないと、面倒なことになる」

　違う！　そんな話をしているんじゃない！

　綾佳は怒鳴りそうになるのをこらえる。

　どうして、水み藤とうはこんなにも平気そうなんだ。変わったことなど何一つなかったという顔をしていられるんだ。

　二年前、綾佳たち三人を散々つけ狙ねらった仙せん谷たに由ゆ紀き夫おのことを思い出した。あの男を、あんな男を死なせないために、水藤は自ら毒物を自分の体内に入れた。

　それなのに今、どうして、なんのためらいもなく人を喰って、平気な顔をしていられるんだ。

　水藤が一歩綾佳に近づいた。男の残ざん骸がいである土くれが、靴くつの下で鳴る。綾佳は思わずあとずさった。

　身構えた綾佳を見て、水藤は一瞬だけ、傷ついたような、寂しげな表情を浮かべた。

　綾佳はうつむき、手のひらで前髪をかき上げる。じゃりっと、手と額の間で土がこすれる感触があった。

　水藤も、綾佳と同じように土くれにまみれていた。水藤が喰らった男の残骸で、二人とも汚れていた。

　これは返り血だ。と、綾佳は思う。
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　純じゆんが帰ったとき、部屋には誰だれもいなかった。

　そのことを不審がる余裕もなく、純はリビングに置いているクリアケースを乱暴に開き、中から印刷用紙の束を取り出す。

　側面を見ると、そこには以前純が茶をこぼした染しみがうっすらと残っている。よく見れば、一枚一枚の紙の上部の端にも薄い染みが見え、注意深く触れば、一度濡ぬれて乾いた紙特有の、ごわごわした感触があった。

　純は鞄かばんからお告げの紙を取り出し、開く。その紙に浮いている、同じ色の染み。

　この期ごに及んで、純じゆんは数秒間躊ちゆう躇ちよした。だが、お告げの紙を持つ手に一度だけ力を込めると、それをおそるおそる印刷用紙の一番上に重ねる。

　染しみの形が、ぴたりと合った。

　間違いない。お告げに使われた紙は、この家の、この紙の束から抜き取られたものだ。

　純は、立てた膝ひざの上に額をついた。

「どうしてだ。どうして、こんなことをした」

　呻うめくように純はつぶやく。

　あいつが、一連のことを仕組める立場にあったことはわかる。拾いたくなるような場所に紙一枚捨てることなど誰だれにでもできるし、生徒の一人の上着のポケットに同じような紙を忍ばせることだってたやすいだろう。あとは、放っておけば子供たち自身が勝手にそれを広めてくれる。広まっていく途中経過を観察するにも、いい立場だろう。

　けれど、そんなことをする意味がわからない。

　そして、もしあいつがすべてを仕掛けたのだとしたら、どうして純と綾あや佳かを巻き込み、解決させた。何な故ぜ自分で種をまいておいて、出た芽をつみ取らせるようなことをする。

　しばらくの間、純は動けなかった。

　疑問と混乱と悲嘆に取り囲まれて袋ふくろ叩だたきにあったような気分だった。

　結果として、あの階段にいた〈モノ〉に喰くわれかかった子供たちは、全員助かった。けれど、あと一歩遅ければ、彼らの命はなかった。

　部屋の中に、時計の針の音だけが響ひびく。

　その針が何周か回ってようやく、純は立ち上がった。お告げの紙と、印刷用紙の束の一番上の一枚をまとめてつかみ、折りたたんでポケットに入れた。

　最も近しい、なじんだ二つの気配をたぐりながら、純は玄関へ戻った。
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　水み藤とうと綾佳は二人で浜まで歩いた。

　浜に着くと、綾佳は迷わず海に踏み込んだ。靴くつのまま、白い波が砂をなめる上をぴちゃぴちゃと音を立てて踏み、その水が足首にふれ、ふくらはぎにふれ、腰までつかるところまで行ったとき、水藤が後ろから声をかけた。

「入じゆ水すい？」

「洗うのよ」

　綾佳はそう返し、体中についた土くれを海の水で洗った。腕を浸ひたし、肩に水をかけ、顔を洗う。垂れた髪が水面みなもにゆらゆらと漂って、不気味に広がる。

　後ろから、水藤が近づいてくる気配があった。水の中を歩く音がする。

「泣いてるの？」

　水み藤とうが静かに訊きいた。海水に濡ぬれた綾あや佳かの頰ほおを、涙が伝っていた。

　綾佳は濡れてはりついている服の袖そでで顔をぬぐう。けれど余計にたくさんの涙が出てきてしまい、綾佳は再び海の水をばしゃりと顔にかけた。

　唇くちびるの隙すき間まから入り込んだ水は塩しお辛からく、舌がひりついた。

「ねえ、覚えてる？　あなたがあの医者を喰くって逃亡したとき、十じゆう文もん字じくんがあなたのこと追いかけたわよね。あの時十文字くんが言った言葉と、水藤くんが答えた言葉、覚えてる？」

　綾佳は顔を上げ、水藤を見み据すえた。水藤は逆に顔をうつむける。

「必要のない人間を喰って生きようと、言われたな」

「それで」

「俺おれにはできないと答えた。俺はこれ以上、自分を嫌いになりたくないから、と」

　海の水で冷やされた頰を、熱を持った涙が伝った。こんなふうに泣くのは、十文字が死んだとき以来だった。

　綾佳はふさがりそうになる喉のどから声を振り絞る。

「あなた、誰だれよ」

　何な故ぜ、どうしてこんなことになった。

「綾佳さん」

「何」

「もし俺が、このまま沖に向かっていったとしても、今はもう、止めない？」

　綾佳は言葉に詰まった。

　もしかしたら彼は、こんなことになってしまう前に、終わらせることを考えたことがあるのかもしれない。綾佳は目を見開いて、水藤を見返す。

「お前らなんで、こんな時間に服着たまま海で水遊びしてるわけ」

　浜の方から声がかかった。

　顔を向けると、純じゆんが厳しい目をして、浜に立っていた。

　綾佳はなんて答えたらいいのかわからず、逆に問い返す。

「純、は。なんでここにいるの？」

「……水藤に訊きたいことがあって、捜してきた」

　純は、水藤をじっと凝ぎよう視しし、唐とう突とつに訊く。

「元気か？」

　水藤は目を伏せた。わずかな間のあと、平べったい声を出した。

「どうかな」

　純はそれを聞くと、痛そうに顔を歪ゆがめ、ポケットから紙を取り出した。水藤に向かって広げて見せる。

「お前なんだろ、子供をさらった笛吹き男は」







　お告げの紙を差し出した格好のまま、純じゆんは水み藤とうの反応を待った。

　反応を待ちながら、純は怖かった。

　どういう反応を恐れていたのか、自分でもよくわからない。頷うなずかれるのが怖かったのか。しらばっくれられたとき、彼を問いつめなければならなくなることが怖かったのか。

　けれど、水藤はあっさりと一言、答えた。

「そうだよ」

　水を足でかき分けて、水藤はゆっくりと純の方に近づいてくる。

　お告げの紙を持った純の腕から力が抜けて、だらりと垂れ下がった。

「どうしてだ」

　つぶやいた純の声は水気がすっかり抜けたかさかさなもので、発した純自身にさえ聞き取りづらかった。けれど、浜まで戻ってきた水藤は、その問いに静かに答える。

「腹がへったんだ」

　さっぱりとしたようにさえ聞こえる水藤の声に、純は歯は嚙がみする。殴なぐりつけたい衝しよう動どうと泣き出したい衝動を抑え、訊きく。

「それで、どうしてあんなことになる。こんなふざけた紙をガキたちの間にばらまいて、一体お前にどんなメリットがあった」

　気がつくと、綾あや佳かも近くまで来ていた。全身から水をしたたらせながら、強こわばった顔で水藤と純を見つめている。

　水藤は能面のような無表情で口を開く。

「俺おれは数カ月前、あの階段にいる〈モノ〉を見つけた。神社が滅びて、願いを持って階段を上る人間がいなくなったせいで飢うえ、今にも消滅しそうな半物質的〈モノ〉だった」

「見つけたときに喰くわなかったのか」

「今言ったろう。〈モノ〉は消滅しそうなほど弱っていた。もともとは相当物質度の高い〈モノ〉だったろうに、俺が発見したときには、これを喰ってもさほど満たされないだろうと思われるくらいに弱っていたんだ」

「じゃあお前は、最終的には自分が喰うつもりで、〈モノ〉を肥え太らせるために子供を餌えさとしてやったのか？」

　そういうことになるな、と、水藤はなんの抵抗も見せずに頷いた。

　純の中からは怒りよりも、途方に暮れた気持ちがあふれ出してきて、戸惑った。一体自分が誰だれと会話しているのか、本気でわからなくなりそうになる。

「そんな回りくどいことするくらいなら、最初から人間喰えばよかったんじゃねえのか。お前がやろうとしたことは、自分で鳥を絞めて羽をむしるのは嫌いやだから、鶏とり肉にくにする作業を人に押しつけて、できあがった料理だけを食おうとしたっていう、そういうことだろ」

「そういうことだよ。鳥を絞め殺すのは、俺おれも嫌だったんだ」

　何を言ってもあっさりと肯定されることが、こんなにしんどかったことはなかった。言い訳すら言ってもらえない純じゆんの心に、さらに戸惑いが広がる。

「……可愛かわいがっていた鳥を精肉業者に渡すことは、嫌じゃなかったのか」

　一瞬の沈黙が生まれた。

「本当は、たいして本気じゃなかったんだ。あんな一行きりの文句を書いた紙だけで、本当に子供たちがあの階段を見つけて喰くわれてくれるとは思ってなかった。ちょっとしたお遊びのつもりだった」

「お遊び？」

「そうだよ。あんな紙一枚で動いてくれるのは子供しかいない。彼らが何をするのか、見てみようと思った。無む邪じや気きでたわいもない願い事をたくさん抱かかえている子供たちを少しうらやんでいたというのもあった。だけど、彼らが本当にあの階段を見つける可能性は、ほとんど考えていなかったんだ」

「でも、あいつらは見つけた」

　また、水み藤とうはわずかの間黙った。それから、ゆるゆると首を振った。

「正直、俺も少し戸惑った。だから俺は、自分の手で鳥を精肉業者に委ゆだねたくせに、その鳥を取り返す依頼もするという、矛む盾じゆんした行動を取ったんだ」

「それが、俺たちだったわけか」

　水藤はゆらりと視線を動かした。純はそこに、水藤の何かしらの動揺を──純がよく知っているはずの水藤の姿をかけらでもいいからとらえようとして、必死にその目を見つめた。

「子供たちの間で階段探しゲームが流は行やったように、俺の中でも一つのゲームがあった」

「ゲーム？」

「あの頃ころ俺は、〈モノ〉に力を取り戻させて喰うことを考えながらも、そんなことを考える自分が嫌でもあった。だから、自分の中で一つのゲーム──賭かけをした。君たちが〈モノ〉を見つけ出し、喰われかかった子供たちを助けるのが早いか。それとも〈モノ〉が完全に子供たちを喰ってしまうのが早いか。そのために、『お告げ』のことを君たちに知らせた」

　ゲームセットだ。

　あの時水藤はそう言った。

　そのゲームに勝ったのは、誰だれだ。

「お前の中に残った良心との賭だったってわけか？」

　水藤は答えなかった。自分でも、よくわかっていないのかもしれない。

　その良心はまだ、水藤の中に残っているのだろうか。それを探したくても、水藤の表面に浮かび上がってくるものは何もない。

「……さっき、たとえとして子供たちを鳥になぞらえたけど、本当はそんなふうにたとえていいもんじゃないよな。お前が自分を、『人間以上の何か』と認識しているなら別だけれど」

「君は自分が人間の範はん疇ちゆうに入ると本気で思っている？」

　駄だ目めだ。こんなやりとりになってしまったら、もうどうしようもない。こんな問いも答えも、いくら繰り返しても平行線のままだ。純じゆんはそれを身をもって知っている。

「今、わかったよ」

　純は砂地に放り捨てるようにつぶやいた。

「俺おれたちが自分の体の変化に適応するには、中身も変えちまうのが一番だ。人間の心から〈モノ〉の心に変えちゃえば楽だよな、確かに」

「……だとしたら、君が精一杯『いい人』でいようとするのも、一つの適応の形なのかもしれないね。俺とは正反対の」

「待ってよ」

　それまで人形のように口をつぐんで立ちつくしていた綾あや佳かが、すがるように言った。

「適応なんかじゃないでしょ。水み藤とうくんの内面が変わったんだったら、それはあの時水藤くんが喰くってしまった蠱こ毒どくの霊れい的てき〈モノ〉のせいでしょ。あれを喰ったせいで、体が変化するのと同じように、水藤くんの心が変わっちゃった。そういうことじゃないの？」

「そうだな」

　水藤は頷うなずく。

「でも俺は、蠱毒が自分の体の変化にどんな影えい響きようを与えるかわからないと言われ、それでいいと答えた。今でもその答えは変わらない。俺は、これでいい」

　噓うそだ。

　純は口には出さないまま、強く思う。

　噓だ。悩んだくせに。変わっていく自分の内面を感じて、その前に死のうかとさえ考えたことがあるくせに。

　けれど、はっきりとそれに気づけなかった自分に、言える言葉はほとんどない。

「これからどうするつもりなの。また腹がへったら、人間喰って生きる気なの？」

「そうだな。もう、鳥を絞めることにもさほどの抵抗はない」

「水藤くん！」

　綾佳は叱しつ責せきするような声をあげ、水藤の腕をつかむ。

「私たちが止めても駄目なの？　もう、戻れないの？　仲間なのに、一人違う道を行くの？」

　水藤は綾佳の手をつかみ、そっと自分の腕から外した。その動作だけは優しかった。

「よく、物語の中で『仲間』というのは至上の称号のようにあつかわれたりするけれど、本当はひとかけらの友情も愛情もなくたって、極端な話忌いみ嫌っていたって、どうしようもない事情で仲間にならなきゃならない事態って結構あると思うんだ。さすがに、忌いみ嫌いながら仲間で居続けるのはしんどいから、仲間になってしまったからには何かしらの絆きずなを結ぼうと努力するだけの話で」

「俺おれたちがそうだっていうのか」

「違うよ。少なくとも俺は違った。とんでもない迷惑ばかりかけ続けてきたけど、俺はこれでも、純じゆんにも綾あや佳かさんにも、……彼にも、愛情を持ってた。でももう、悪いけど限界だ」

「別れるのか」

「変わってしまった俺に我慢ができないのは君たちの方だろう。俺はもう、元には戻れない。変化した体が元には戻らないのと同じことだ。それでも俺を側そばに置いてくれるというのなら、一緒にいよう。でも、嫌いやなんだろう？」

　純は何も言えなくなる。

　どうしても元には戻せないのか。なんとかならないのかと往おう生じよう際ぎわの悪いことばかりを考える。

　十じゆう文もん字じのときとは違う。十文字には十文字の信念があったし、それは同調できなくても理解はできるものだった。

　けれど水み藤とうは違う。水藤は蠱こ毒どくによる変化という、暴力的なやり方で作りかえられた。そうして、心身ともに人間から〈モノ〉へと近づいていこうとしている。

「別れるかどうか、決めるのは君たちだ。……もし、俺みたいなのを野放しにはできないというのなら、戦ったっていい。二対一じゃ、俺の勝ち目は薄いけれどね」

　純は唇くちびるを嚙かむ。強く嚙みすぎて、口の中に血の味が広がる。

　こっちの状況など我関せずといった様子で、波がゆったりと寄せて返す。

　綾佳は何も言わない。

「行けよ」

　純は言った。言った側から後悔したが、撤てつ回かいして差しかえられる言葉は持ち合わせていない。

「うん」

　水藤は静かに頷うなずいた。なんのためらいも未練も読み取れない動きで、踵きびすを返す。

　その背中に向かって、綾佳が「ねえ」と声をかけた。水藤は足を止める。

「ねえ、最後に聞かせてよ。ゲームの結末がああいうふうになったこと、どう思ってるの」

　考える間があった。今までで一番長い間だった。

「あの瞬間は、ほっとした気もする。だけどどうしてそんなふうに感じたのかも、今はもうわからないよ」

　それが最後だった。

　もう水藤は立ち止まらず、浜辺を歩いて視界から消えた。







　純じゆんと綾あや佳かは、浜に立ちつくしていた。

　今夜は、家に帰るわけにはいかなかった。水み藤とうとはもう、決別してしまったから。

　朝になって家に帰ったら、そこにはもう彼の姿はないだろう。そして二度と帰ってはこない。

　水藤が去っていった方を向いたまま微動だにしない綾佳の背中を見た。何な故ぜかいつもより小さく見えた。髪の先から、まだ水がしたたっている。

　たまらなくなって、純は彼女を後ろから抱だきしめた。

「……濡ぬれるよ」

「いいよ、別に」

　綾佳の全身はびしょ濡れで、彼女を腕に閉じ込めている自分の服にも水が染しみ込んできたけれど、そんなことはどうでもよかった。

「甘ったれめ」

「お前だって泣きそうな顔してたくせに。つーか、泣いてたくせに」

「もう泣かないわ」

　綾佳の声はまだ湿っていたけれど、毅き然ぜんとして響ひびいた。綾佳の手がそっと、前に回された純の腕にふれる。

「なんで、もっと早くちゃんと気づかなかったかな……」

　純はつぶやいた。そのことは純にうしろめたさを背負わせたが、でも、だからといって、もし気づいていたとしても何かができたとも思えない。

「これから、水藤くんはどんどん変わっていっちゃうのかな。今よりもっと変化が進んで、なんのためらいもなく人を喰くうようになっちゃったりするのかな」

　もう、水藤とは会わない。

　純はそう決めていた。

　もし会えば、水藤が言うように「いい人」でいようとする自分は、彼と対たい峙じしなければならないような状況に陥おちいってしまうかもしれない。それはどうしても嫌いやだった。

　卑ひ怯きようでもなんでもいい。彼がどこで何をしていようと、純は決してそちらを見るまい。

「俺おれはもうあいつに関しては、きっとどこかで元気に平和にやっているんだとだけ信じることにした」

「何よその都合のいい思考は」

　そうだけどさ。と、純は綾佳の頭の横でつぶやく。

　他ほかのものはできるだけ直視するから。一つだけ、そうやって都合のいいことを信じて、目をそらしたって許されないだろうか。

「私がいるわ」

　綾佳が言った。彼女の手がぎゅっと純の腕をつかむ。

「危険なにおいのする変化をとげてるのは何も水藤くんだけじゃなくて、純だって人の部分と〈モノ〉の部分のバランスがとれなくなっちゃってるし、私だってこの先どうなるかわからない。私ら、もうキメラとしての変化の限界まできちゃってて、どん詰まりにはまりかけてるのかもしれない。それでも、私はいるわ。ずっと、あんたの側そばにいるから」

　綾あや佳かは一度言葉を切ると、ひときわ声を高くした。

「純じゆんは、人間で居続けることを考えて、いい人ぶってりゃいいわ。未練たらしく後ろを振り返って、失った人のことでも幼なじみの彼女のことでも、なんでも考えていればいい。見たくないものからは目をそらせばいい。私は、あんたがあんたである限り側にいるから。私のことは見なくて平気よ。見てなくたってちゃんと側にいるから、安心しなさいよ」

　向かい合っていなくてよかった、と純は思った。

　純はふっと息を吐き、泣き笑いのような声で言った。勇者に憧あこがれる、あの少年のようなセリフになった。

「格好いいな、お前」

　綾佳は全身ずぶ濡ぬれで冷えきっていたけれど、彼女を抱だきしめていると少しずつ温まっていくのを感じた。

　人の気も知らずに、海が穏おだやかな波の音を立てている。

　綾佳の髪から潮のにおいがする。

　まだ笑う気にはなれないけれど、少なくとも、一人ではなかった。













　　　エピローグ







「ついに、三み行くだり半はんを突きつけられたよ」

『……ねえ、あなた一体何をやったの。私から逃げ回っていた頃ころ、何か後ろ暗いことやらかしたんでしょう』

「あなたには嫌われたくないから言わないよ」

『よく言うわ。この電話も、どうせさよならの電話なんでしょ？　この期ごに及んで嫌われるもないと思う』

「さよならだからこそ、最後に嫌いやな話はしたくないんだよ」

『私は、何があってもあなたの味方でいると約束したんだけど』

「それでもだ。俺おれはあなたの手をつかんだまま泥沼に落ちる気はないんだ」

『まあご立派』

「……」

『私、捜すわよ』

「戸と塚つかさん」

『勝手な話だとは思わない？　最初はあなたから助けを求めてきたのよ。それを、やっぱりいりません、なんて途中で断るつもり？』

「迷惑をかけたとは思ってる。けどそれでも、あなたがいてくれて、ありがたかった」

『その同じ口で、別れを言うのね』

「うん。……それじゃあ、切るよ。さよなら」

『またね』




　　　　　　＊




　純じゆんは綾あや佳かと二人で、駅のホームに立っていた。早朝の青みがかった空気が二人を包む。昨夜降った雨のにおいが濃く残っている。

　電車を待っている人の姿は、まだまばらだった。軽く視線を落とすと、濡ぬれたレールがキラキラと光っている。

　あの日、二人が夜明け頃ごろに家に帰ると、すでに水み藤とうの姿はなかった。

　純と綾佳は早々に居を移すことを決めた。この場所で事件に巻き込まれすぎたし、人とも関かかわりすぎた。そして、三人で暮らすために借りたあの部屋に、二人で住み続けるのはつらかった。

「眠い」

　ぼそりと純がつぶやくと、綾佳に冷たい目で見られた。

「ホントにあんた、最近睡眠欲がひどいわよね。……まあ、朝早いから電車もすいてるでしょ。好きに寝ればいいわよ」

　くわあ、と、電線に止まったカラスが下へ手たくそに鳴いた。

　その時、誰だれかの叫ぶ声が聞こえた。

　視線を向けると、手を思いきり振りながら階段を駆け上がってくる人影が見えた。そのあとをやや遅れて追う、もう一人の影もある。

　純は綾佳と顔を見合わせ、苦笑した。

　明日の朝発たつと、彼らには昨夜電話で知らせておいた。急に姿を消して騒がれても困るという思いもあったし、それなりに親しくなった相手への礼儀のつもりもあった。

　駆け寄ってきた勇ゆう輝きと穂ほ高だかに、純は笑いかけた。

「見送りか。ご苦労」

「なん、なんで、こんな急に……」

　息を切らしながら勇輝は言う。穂高はまだしゃべれないようで、膝ひざに手を置いて肩で息をしている。

「色々あってな」

「先生は？」

　勇ゆう輝きの問いに、一瞬純じゆんは詰まった。すかさず綾あや佳かが答える。

「一足先に発たったの」

「……先生、急に塾もやめちゃったから、どうしたんだろうって言ってたんです」

　息を整えながら穂ほ高だかが言う。綾佳は何も言わず、ただ微笑した。話せない事情があるのだと悟らせるに十分な微笑ほほえみ方で、少年たちは口をつぐむ。

　その時、突風とともに電車がすべり込んできた。全員の髪と衣服が煽あおられ、はためく。轟ごう音おんがやむまでの間、四人は無言で向き合った。

　電車が停止し、ドアが開く。車内はがらんとしていて、誰だれも座っていない座席が長々と延びている。

「じゃあ、行くよ」

　純は軽く言い、二人に向かって手を上げた。綾佳も軽く手を振って、電車に乗り込む。

「あのさ！」

　勇輝が大きな声をあげた。純は振り向く。周りの数少ない乗客たちも、こちらに注目していた。

「あの事件で、俺おれ結局ほとんどなんの役にも立たなかったし、むしろ迷惑かけたけど。……それに、久く保ぼ田たたちは大変な目にあったんだから、こんなこと言うのはフキンシンなんだろうけど」

　勇輝は一生懸命言葉を探している様子だった。ぐっと顔を上げ、言う。

「それでも、俺、あんたたちと一緒に戦えてよかった。すっごい経験だった」

　勇輝の目が、微かすかにうるむ。

「あんたたちは、俺の勇者だよ」

　ドアが閉まります、ご注意下さい。アナウンスが流れる。

「俺、強くなるからさ！」

　シューっと音を立てて、ドアが閉まった。閉まるドアの隙すき間まから、勇輝の声がすべり込んでくる。

　──いつかまた会いに来てよ。

　重い音を立てて電車が動き出した。窓越しに、穂高の唇くちびるがありがとうと言う形に動くのが見えた。

　電車はだんだんと加速していき、二人の少年の姿が遠ざかる。勇輝はしばらく走って純たちの姿が見える窓を追っていたが、すぐに見えなくなった。

　がらがらの車内で立ったまま、純は飛ぶように過ぎる景色を眺ながめながらぽつりと言った。

「勇者だってよ」

　笑いが込み上げてきた。自じ嘲ちようの笑みではない。ただ純粋なおかしさを感じていた。

「大きな誤解が生じてるな」

　振り向くと、綾あや佳かも笑っていた。久しぶりに心からのおかしさを覚えて、純じゆんはしばらく笑い続けた。

　自分たちの過去や今置かれている状況を事細かに知ったら、あの少年はどう思うだろうなと微かすかなうしろめたさを感じつつも、彼の中だけでも自分たちの姿がヒーローとして残るなら、それはそれで悪くないような気がした。

　まだ、大丈夫だ。

　まだ、歩ける。

　純は身を投げるように座席に座った。隣に綾佳が腰かける。わずかにあいた空間越しに綾佳の体温を感じて、純は泣きたいような気持ちで笑った。
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　　　あとがき







　運動不足の見本のような生活をしているにもかかわらず、何な故ぜか筋肉痛になるというミステリーに遭そう遇ぐうしたり、湿しつ疹しんなどで傷んだ指を保護するために何本もの指にガーゼを巻いたら、漫画に出てくる料理の下へ手たな女の子みたいな手になってしまったりなどもしていましたが、それなりに元気に暮らしています。来らい楽らく零れいです。

　はじめましての方も、シリーズの一、二巻を読んでくださっている方も、この本を手にとっていただき本当にありがとうございます。この巻で物語も半ばを過ぎ、おそらくこの次のお話が、『哀かなしみキメラ』の結末となるのではないかと思います。大事に書ききりたいと思っていますので、最後までおつきあいいただけるとうれしいです。




　今回、ほとんど昼夜逆転生活で原稿を書いていました。そんなある夏の日の午前五時頃ごろ、いつものように原稿を書きながら夜を明かした私は、書いていた場面の都合もあって、突然「神社に行こう」と思い立ちました。七しち分ぶ袖そでのシャツとくるぶしの出るジーンズを着て、デジカメを持って近所の神社へ。

　日は昇り始めているものの、その神社は鬱うつ蒼そうと木が茂っているので思ったより暗く、早朝なのでもちろん人影もありません。突然がさっと鳴る茂みや思わぬところに立っている狛こま犬いぬにびびりながらお参りをしたり写真を撮ったりし、気がすむと家に帰ってシャワーを浴びて寝ました。

　その日の夕方、手足がひどくかゆいことに気づきました。それも、腕の先の方三分ぶくらいと、くるぶしが。よく見ると、今け朝さ神社に行ったときに露ろ出しゆつしていた場所が蚊かに刺されまくっているじゃありませんか。

　もうなんて言うか、「虫さされ」なんてかわいいものではなく、「ぼこぼこと波うつ皮ひ膚ふ」みたいな、ちょっとホラーチックな有あり様さまになっておりました。刺された箇か所しよを数えてみたところ、腕の先とくるぶしだけで、大体六十箇所くらいありました。私の手足は、神社に住む蚊さんたちの、豪勢な朝食となったようです。

　それにしても、そこまで蚊にたかられながら気づかなかった自分の鈍さに何よりびっくりです。十二時間くらい経たってようやく刺されたことに気づくってどうなの、と、自分の神経にちょっぴり不安を感じた夏の一日でした。




　そんな鈍感なぼんやり人間の小説を本にするために力を貸してくださった皆様に、今回もただひたすら感謝です。

　いつもお世話になっている担当編集者さんや、雰囲気のある素敵なイラストを描かいてくださる柳やなぎ原はら澪みおさんを始め、本を作り、読者の方々の元へ届けるまでに関かかわってくださったすべての方にお礼を申し上げます。

　身近なところでは、バイトに関する突然の質問にすばやく答えてくれた友人たちや、応援してくれる友人知人親しん戚せき方。いろんな惨さん状じように巻き込んでしまった家族などに、感謝と愛を捧げます。

　また、私の書いたものを読んでお手紙をくださった方々からは、力をいただきました。本当にありがとうございます。




　そして、これを読んでくださるあなたに、一番大きな感謝を。

　もしよろしければ、この物語を見届けてやってください。





来らい楽らく零れい
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来らい楽らく 零れい

１９８３年５月６日生まれ。好きな生物は猫。さわらせてくれる猫に出会うと幸せを感じます。あのやわらかさがなんとも言えません。嫌いなのは虫。特に青虫とか毛虫とか、ぐねぐねした連中は見るだけで涙が出そうです。あのやわらかさがなんとも言えません。
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イラスト／柳やなぎ原はら 澪みお

ティラミスが大好物のご老体。趣味は音楽鑑賞。本作『哀しみキメラ』で電撃文庫デビュー。
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